OKI 

PRINTING SOLUTIONS 



MICROLINE 麵⑪ SU 



この マニュアルは、 以下の製品に対応しています。 
水平インサータプリンタ 

MICROLINE 謂⑪ SU 


〇このマニュアルには、プリンタを安全に使用していただくための注意事項が書かれています。 

プリンタをご使用になる前に、必ず本マニュアルをお読みください。 

〇本マニュアルをプリンタのそばに置いて、ご使用ください。 

















はじめに 

このたびは、沖データの MICROLINE 8480 SU をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。 
このユーザーズマニュアルは、 MICROLINE 8480 SU の操作方法について述べたものです。 

ご使用の前にこの説明書をよくお読みになり、正しい使用方法をご理解いただきますようお願いいたし 
ます。 


この ユーザーズ マニュアルは、必ず保管してください。万一、ご使用中にわからないことが起きたとき、 
きっとお役に立ちます。 


安全上の注意表示 


△警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能 
性があることを示しています。 


- この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があるこ 
とを示しています。 


A △記号は警告、注意を促す事項があることを告げるものです。 
△の中に具体的な警告内容が描かれています。 

(左図の場合は、「感電注意」を表します。） 



(S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
〇の中に具体的な禁止内容が描かれています。 

(左図の場合は、「分解禁止」を表します。） 


© 參記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

#の中に具体的な指示内容が描かれています。 

(左図の場合は、「アースを接続してください。」を表します。) 
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電波障害防止について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報 
技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジ 
才やテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

この装置にオプションを使用した場合の適合レベルは、以下のとおりです。 

オプションカツトシートフイーダ クラス B 正規 



当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際ェ 
ネルギースタープログラムの基準に適合していると判断します。 


高調波規制について 

この装置は、「高調波ガイドライン適合品」です。 


使用許諾契約 

プリンタに付属のソフトウェアおよびドキユメンテーシヨンは、株式会社沖データが提供するも 

のです。本ソフトウヱアを使用することにより、お客様は、株式会社沖データ（以下、沖データ 

という）との間で契約が成立し、本契約条項の拘束を受けることに同意したものと見なされます。 

1. お客様は、本ソフトウヱアに対応する沖データプリンタを所有している場合のみ、ソフトウェ 
アを使用することが出来ます。 

2. 本ソフトウェアおよびドキユメンテーシヨン、そしてそれらのコピーの著作権、版権、所有権 
は、沖データまたは沖データに使用許諾を与えたライセンサーにあります。本ソフトウェアあ 
るいはドキユメンテーシヨンの一部または全部を複製したり、他人に複製を作らせたり、複製 
を許可したり、商行為をすることはできません。お客様は本ソフトウヱアを、修正、改変、翻 
訳、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルしないことに同意します。また、 
本契約で認められた項目を除き、本ソフトウヱアとドキユメンテーシヨンに関するいかなる知 
的所有権の権利も付与しません。 


3. お客様は以下の条件すべてを満足することにより本ソフトウヱアを第三者に譲渡できます。 

(1) 本ソフトウヱアに対応する沖データプリンタと一緒に譲渡する。 

(2) 本ソフトウヱアおよびドキュメンテーションのコピー全てを当該第三者に譲渡し、また 
は譲渡しなかったコピーを全て破棄する。 

(3) 当該第三者が事前に本契約の拘束に同意する。 

また、本ソフトウヱアを賃貸、貸与、リース、配布、転載、移転することはできません。 
お客様は、本ソフトウヱアを日本国外に出荷、移転、輸出、再輸出できないこと、違法 
な方法で使用しないことに同意します。 

4. お客様が本契約の条件に違反した場合には、沖データは、お客様の本ソフトウヱアおよびドキュ 
メンテーションの使用中止およびライセンス契約の解除を行うことがあります。この様な解除 
が行われた場合には、お客様は本ソフトウェアおよびドキュメンテーションのオリジナルおよ 
び全てのコピーを破棄し、商標の使用を中止するものとします。 
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本書の内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。 

本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。 

本書の内容につきましては万全を期しておりますが、万一記載もれなどお気付きの点がござい 
ましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

本書の内容に関して、運用上の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますの 
でご了承ください。 


5. 沖データ及び沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテーションに関し 
て、以下のことを含む一切の保証をしません。 

(1) 本ソフトウェアを使用する事によってお客様の要望する性能または結果が得られること。 

(2) 本ソフトウェアあるいはドキュメンテーションに瑕疵がないこと。 

(3) 第三者の権利を侵害していないこと。 

(4) 特定の目的に適合していること。 

またソフトウェアまたはドキュメンテーションは、予告なく改良、変更することがあります。 

6. 沖データおよび沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテーションに 
よって生じる、いかなる直接的、間接的、派生的な損害、損失に対しても、一切責任を負わな 
いものとします。 

ご注意 


商標について 

各会社名，製品名は各社の登録商標または商品名です。 

ESC / P は、セイコーエプソン（株）の登録商標です。 

Microsoft 、 Windows 、 MS - DOS は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 

本文中の略語について 

本書では、次のように表記している場合があります。 

• MICROLINE 8480SU — ML8480SU 

• Microsoft® Windows Vista™ operating system 日本語版 — Windows Vista 

• Microsoft® Windows Server™ 2003 x64 Edition operating system 日本語版 — Windows 
Server 2003 (x64 版 )※ 

• Microsoft® Windows® XP x64 Edition operating system 日本語版 — WindowsXP(x64 版 ）※ 

• Microsoft® Windows Server™ 2003 operating system 日本語版 — Windows Server 200 3 % 

• Microsoft® Windows® XP operating system 日本語版 — WindowsXP ※ 

• Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本語版 — WindowsMe 

• Microsoft® Windows® 98 operating system 日本語版 — Windows98 

• Microsoft® Windows® 95 operating system 日本語版 — Windows95 

• Microsoft® Windows® 2000 operating system 日本語版 — Windows2000 

• Microsoft® Windows NT® operating system Version4.0 日本語版 - ► WindowsNT4.0 

• Windows Vista、Windows Server 2003 、 WindowsXP 、 WindowsMe 、 Windows98、Windows 
95 、 Windows 2000 、 WindowsNT4.0 の総称 — Windows 

※ 特に記載がない場合は 、 Windows Vista、Windows Server 2003、 WindowsXP には 64bit 版も 
含みます。 

マニュアルの版権について 

すべての権利は、株式会社沖データに属しています。無断で複製、転記、翻訳等を行ってはいけ 
ません。必ず、株式会社沖データの文書による承諾を得てください。 
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本書の見方 


本書の内容は、大きく分けて次の8つの構成になっています。 


第1章ご使用前に必ずお読みください 

ご使用時の注意事項について説日月しています。 

第2章プリンタの準備 

プリンタを箱から取り出して、設置からテスト印刷するまでの手順を説日月しています。 

第3章ホストコンピュータに接続する 

ホストコンピュータに接続するための手順と設定について説明しています。 


第4章用紙の取り扱い 

いろいろな用紙の取り扱い方法と印刷のしかたについて説 B 月しています。 


第5章プリンタをより活用するために 

プリンタの操作パネルの使い方からプリンタのメニュー設定についての説明と、その設定 
の変更のしかたについて説明しています。 


第6章オプション品 

オプション品の取り付けから操作方法，使用方法について説明しています。 

第 7 章 こんなときには 

インクリボンの交換方法，困ったときの処置方法について説玥しています。 

付録このプリンタの仕様、文字コード表、制御コードの一覧表、アフターサービスについて説 
明しています。 


図の表記のしかた 


操作 
パネル 
スイツチ 


印字 _ 

可 


「印字可」スイッチを押します。 


機能切宰 
や 

令、 

卜 

-f 

-^ 


「機能切替/用紙カット」スイッチを押しなが 
ら「印字可」スイッチを押します。 

表示 

パネル 


オンライン，通常印字モード，単票手差しモー 
ドであることを示しています。 

才; ン; ラ;ィ 

、 1 1 1 

^1 1 1 

トン:ゥ:シト：ョ:ゥ： 

デサ 1 、つ| 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 



本書での説明の マーク 


㈣ 

プリンタを正しく動作させるための注意や制限です。 

誤った操作をしないため、必ずお読みください。 


参考 


プリンタを使用するときに知っておくと便利なことや参考になることです。 
お読みになることをおすすめします。 
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安全上の注意，表示の説明が別途3ページに記載してありますので、お読みください。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



MICROLINE 8480 SU の特長 


◎連続紙が1枚目から無駄なく印刷できます 

印字範囲がとても広く（用紙の端から 6.35 mm )、 連続紙でも1枚目から印刷できます。 


◎用紙を自動的にセットします 

オートロードにより、連続紙や単票を自動的に印字位置にセツトします。 


◎いろいろな用紙に印刷できます 

連続紙や単票をはじめ、はがき，封筒，複写紙,その他いろいろな用紙に印刷できます。 

◎単票，はがきおよび複写紙を自動給紙します 

オプションのカツトシートフィーダを装着すると、単票，はがきおよび複写紙を自動給紙し 
ます。 


◎自動紙厚調整機能で最適な印字を行ぃます。 

用紙をセットすると、用紙の厚さを自動的に測定し、最適な印字圧に調整します。 

◎単票の排出方向が選べます 

単票を前へ排出したり、後へ排出したり、スイッチ1つで切り替えできます。 

◎バーコ— ドを印刷できます 

JAN , NW 7, カスタマパーコードなど、7種類のパーコードが印刷できます。 

◎2 種類の連続紙をセットできます 

オプションのリアピントラクタを装着すると、連続紙をプリンタ後方からも給紙できます。 
標準装備のピントラクタと合わせて、2種類の連続紙を使い分けられます。 

※リアピントラクタを取り付けているときは、カットシートフィーダをプリンタ後方に取 
り付けられません。 

◎2 種類の単票を自動給紙できます 

オプションのカットシートフィーダを、プリンタの前後に2台装着できます。 

メニュー設定もしくは、ホストコンピュータからのコントロールコマンドにより、切り替 
えて使用できます。 

※カットシートフィーダをプリンタ後方に取り付けているときは、リアピントラクタを取 
り付けられません。 

◎2 種類のインタフェースを自動切り替えできます 

パラレルインタフェースと USB インタフェースに対応しており、メニュー設定により、自 
動切り替えおよび、各インタフェースに固定することが出来ます。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


各部の名称と機能 

〔前面〕 



リボン カー トリッジ 
印字に必要なインク 
リボンが入っています。 


シー トガイド 
単票の左端位置を 
決める支えです。 


トッ プ カバー 

リボンカートリツジを交換する 
際などに開閉します。 



シー トスタツカ 

排出した単票を一時的に 
ためておぎます。 


フ—ノル 

単票を手差しで 
セツトする台です。 


表示パネル 

プリンタの状態を 
表示します。 


電源スイッチ 

電源を ON/OFF します。 


プフテンノフ 

用紙を繰り出します。 


印字ヘッド 
文字を印字する 

部分です。^ ^ : ~ リアカットシートフイーダコネクタ 

操作パ不ル _ カットシ-トフイ-ダをリア（プリン 

プリンタの操作に必要な 夕後方）に実装するときに接続するコ 

スイツチやフンプがあります。ネクタです。 


〔背面〕 



AC コネクタ 

電源コードを差し込む 
コネクタです。 


パラレルインタ フエー スコネクタ 

パラレルインタ フエー スケープルを 
差し込むコネクタです。 


USB インタフェースコネクタ 

USB インタフェースケープルを 
差し込むコネクタです。 


フロントカツトシートフイータ 
コネクタ 

カツトシートフイーダをフロント 
(プリンタ前面）に実装するとき 
に接続するコネクタです。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



設置場所について 

◎直射日光のあたる場所やヒータなどの熱器 
具の近くは避けてください。 



◎衝撃を与えたり、衝撃や振動の加わる場所は 



◎急激な温度変化のある場所は避けてくださ 


い。 





◎湿気やほこりの多し、場所は避けてください。 



◎じゅうたんを敷いた場所は避けてください。 
静電気障害の原因になります。 



◎フロッピーディスクを乗せると、フロッピー 
ディスクの内容が壊れることがあります。 



◎強い電磁界，腐食性ガスの発生する場所は 



◎近<でラジオを聞く場合、周波数によって 
は雑音が入ることがあります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


◎プリンタの通風□をふさいだり、風通しの 
悪い場所は避けてください。 



◎プリンタを設置する台，机は、プリンタの 
振動で動く場合がありますので、キャスター 
付きのものは避けてください。 




◎ CRT の近くは避けてください。 

電磁界の影響により、画面に歪みが発生す 
ることがあります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



電源について 

◎電源は必ず AC 100 V (50 Hz または 60 Hz ) 
を使用してください。 




AC100V±1096 
500 r60Hz 



◎電源コードの抜き差しは、必ず電源スイッ 
チを 「 OFF 」 にし、電源プラグを持って行つ 
てください。 

絶対に電源コードを引っ張らないでください。 



◎プリンタとホストコンピュータを接続する 
ときは、両方の電源スイッチを 「 OFF 」 に 
してください。 



◎オプションを取り付けるときは、電源ス 
イッチを 「 OFF 」 にしてください。 



◎雷が鳴っているときは電源スイッチを 「 OFF 」 
にし、電源プラグを抜いてください。 



◎長時間プリンタを使用しないときは、電源 
スイッチを 「 OFF 」 にしてください。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 


ご使用時の注意 


△注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源をいれたままでカバーを 
開けて、リボンカートリッジ 
の交換などをしないでくださ 

い0 

プリンタが突然動き出し、ケ 
ガをする恐れがあります。 



△注意 


装置が壊れる恐れがあります。 





プリンタ内部にクリップなどの 
異物を落とさないでくださしヽ〇 
もし、落ちてしまったときは、 
すぐに電源スイッチを 「 OFF 」 
にし、電源プラグをコンセン 
卜から抜いて、お客様相談セ 
ンターにご連絡ください。 

ご自分で分解しないでくださ 
い。故障の原因になります。 


Zh 注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字へツドやその 
周辺が高温になっていますの 
で、印字へッドにはさわらな 
いでください。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



0主/> • 用紙やリボンカ—トリッジが無い状態では、絶対に印字させないで 
ください。また、用紙幅以上の領域にも印字させないでください。 
印字へッドの寿命低下や、破損の原因になります。 

•インクリボンとリボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させ 
るために、沖データ純正の消耗品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本 
来の性能を発揮できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償 
保障期間中あるいは保守契約期間中であっても有償となります。（純 
正品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわけではありません 
が、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 

• 印字が薄くなったり、インクリボンがほつれたりした場合には交換 
してください。包装を解いたリボンカートリッジは長時間放置する 
と寿命が短くなります。 

• リボンカートリッジ交換後は、インクリポンがたるんでいないこと 
を確認してください。たるんでいる場合は、つまみを矢印方向に回 
してたるみをとってから動作させてください。 

詳細は、「リボンカートリッジを取り付ける」 （27 ぺージ）を参照し 
てください。 

•用紙は、仕様に合ったものを使用してください。用紙詰まりや印字 
精度低下等の原因となります。詳細は、「付録用紙規格および印字 
範囲」 （237 ぺージ）を参照してください。 


故障や異常のときは 


A 警告 故障や感電の原因になります。 




故障や異常（においがしたり、煙が出たり、熱くなった）に気付 
いたときは、すぐに電源スイッチを 「 OFF 」 にし、電源プラグを 
コンセントから抜いて、お客様相談センターにご連絡ください。 
ご自分で分解したり、修理したりしないでくださし、。故障や感 
電の原因になります。 



18 








1 ご使用前に必ずお読みください 


プリンタのお手入れ 

◎プリンタカパーの汚れは、中性洗剤を薄めた液にひたした布を、堅く 
しぼってふき取ってください。 




/. ± 堅い布やシンナ ー ，ベンジンなどでふかないで 

、.ノ ください。 



◎プリンタ内部にごみやほこり•紙紛が目立つ場合は、掃除機などを使 
用して取り除いてください。 （220 ページ参照） 



(注/) 


ごみやほこり.紙紛がたまるとセンサーの誤動作や用紙送り不 
良、印字乱れなどの原因になります。 
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1 ご使用前に必ずお読みください 



(MEMO) 


20 





2 プリンタの準備 

〜箱を開けてからテスト印刷するまで〜 
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2 プリンタの準備 


梱包を開く 



プリンタの梱包を開いて、以下の付属品が揃っていることを確認してください。 
もし、足りない場合は、プリンタをお買い求めの販売店にご連絡ください。 






電源用プラグ 



スタツカサポート 




ユーザーズマニュアル 保証書/ご愛用者登録力ード 

(本書） 



キヤリツジ固定 
注意文 


プリンタソフトウエア CD-ROM 


(注.，) 


• 保証書に必要事項が記入されているか確認してください。 

正しく記入されていなしヽ保証書は無効になり、無償保証を受けられなし ヽ場合が 
あります。もし、記入内容が不十分でしたら、販売店にお問い合わせください。 
• 保証書は大切に保管してください。 

• 梱包箱，梱包材は保管しておき、再輸送の際に必ず使用してください。 
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2 プリンタの準備 


プリンタを設置する 


プリンタは、水平で安定した台の上に設置してください。また、操作，日常の点検および消 
耗品の交換など、プリンタの性能を維持する作業を行ろために下記の設置スペースを確保 
してください。 



目又スペース 
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2 プリンタの準備 


固定具を取り除く 


輸送時の振動などによる破損を防ぐため、キャリッジを固定具で固定してあります。ご使 
用になる前に、この固定具を外してください。 




輸送時にはこの固定具で再度キャリッジを固定してください。 

固定具を固定する際は、電源スイッチを 「ON」 にしてキャリッジが止まつ 
た後、電源スイッチを 「OFF」 にしてから固定してください。（キャリッジ 


が上昇します) 


トップカバーを開きます。 

トップカパーの左右のつまみを両手で持って開きます。 



2 


固定具を取り外します。 

① 表示パネルを手前に倒します。 

② ©部を持って矢印部を引き抜いて固定具を外してください。 


固定具を取り付ける際は、取り外しの逆の操作でキャリツジを右 
端に寄せて下のメインシャフトにはさみ、上のサブシャフトと® 
部の孔にはまりこむまで押し込んでください。 



表示パネルを元の位置に戻して、両手で左右のつまみを持って 
トツプカパーが□ツクされるまで閉じます。 
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2 プリンタの準備 


電5原コードを取り付ける 


電源 コー ドと アース 線を接続します。 

7 電源スイッチが「0 FF 」 （◦側）になっていることを確認 
します。 




A 注意 ケガをする恐れがあります。 





2 


電源コードをプリンタの AC コネクタに接続します。 
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電源コードに電源用プラグを差し込みます。 

コンセントが3極の場合は、電源用プラグは不要です。 



電源プラグをコンセントに差し込み、アース線をアース端 
子に接続します。 


△警告 感電の恐れがあります。 


A 



万一の危険防止のため、 
アース は必ず接続してく 
ださい。ガス管には絶対 
に接続しないでくださし、0 
電源プラグの アース が接 
続できない場合は、電気 
工事店へご相談くださし、。 


• アース線をコンセントに一緒に差し込まないでください。 

• 電源は必ず AC 100 V (50 Hz または 60 Hz ) を使用してください。 

•電源を入れたとき、一瞬大きな電流が流れます。 

電圧低下を避けるため、空調機や電動機器など、大電流を使 
う系統との電源共用は避けてください。 

• このプリンタは、ドット密度の高い印字（黒ベタ印字など） 
を行うと、最大 4.5 A の電流が流れます。パソコンなどのサー 
ビスコンセントには接続しないでください。タコ足配線は、 
絶対しないでください。 

• 電源コードは、添付されているものを使用してください。 

•電源コードの抜き差しは、必ず電源スイッチを 「 OFF 」 にし 
てから、電源プラグを持って行ってください。絶対に電源コー 
ドを引っ張らないでください。 










2 プリンタの準備 


リボンカートリッジを取り付ける 


最初にリボンカートリツジを取り付けます。 

("注，)リボンカ—トリッジは、商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の 
V 消耗品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を 
発揮できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になつて生じた不具合の対応は、無償保障期間中 
あるいは保守契約期間中であっても有償となります。（純正品以外の消耗品の 
使用が全て不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分に 
ご留意ください。） 



リボンカートリツジの取り付け 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。印字へッドが上昇し左 
へ移動後、リボンセット位置（中央）に停止したことを確 
認して、電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

印字へッドが上昇することで、リポンがセットし易くなります。 

印字へッドがリボンセット位置にない場合は、手順3で 
V ' 印字へッドを手動でリボンセット位置に移動します。 



△注意 


ケガをする恐れがあります c 


A 



2 


電源を入れたままでカバーを 
開けて、リボンカートリッジ 
の交換をしないでくださし、0 
プリンタが突然動き出し、ケ 
ガをする恐れがあります。 


トップカバーを開きます。 

トップカパーの左右のつまみを両手で持って開きます。 
トップカパー 



つまみ 













3 キヤリッジが 「リボン^卜位置」 にあることを確認します。 
「リボン a 卜位置」 にない場合はキャリッジを、 「リボンナント位置」 
へ移動させます。 


△注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字ヘッドが 
是温になっていますの 
で、印字へッドやその周 
辺にさわらないでくださ 

い0 

リボンカートリツジの 
取り付けは、印字へッ 
ドの温度が下がってか 
ら行ってください。 










2 プリンタの準備 


表示パネルを手前に倒して上方よりリボンカートリッジを 
^ 入れて、キヤリッジの上側にリボンカートリッジをセット 
し、リボンカートリッジの ローラ ノブを時計方向（矢印方 
向）に回しながらリボンカートリッジの両端を止まるまで 



突き当てて押し込むと容易にセツトできます。 



(注.，) 


•左右のリボンアームがリボンカセツトガイド内に確 
実にセツトされているか確認してください。 

• 口ーラノブを矢印の反対方向に回さないでくださし、。 
リボンジャムの原因になります。 


印字へツドの下側にインクリボンを通します。 

カセツトの左側からインクリボンを引き出し、リボンガイドの 
アーム先端にインクリポンを粟せ、印字へツドの下側にリボンが 
セツトされるように、リポンの左右を指で押さえながら奥のほう 



ペンなどを使用する場合、リボンカートリツジの□—ラノブを矢 
印方向に回しながら、インクリボンが印字へツドの下側へすべり 
込むようにペンなどでインクリポンの左右を押します。 
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2 プリンタの準備 





Q 最後にもう一度口ーラノブを時計方向（矢印方向）に回し 
^ てインクリボンのたるみを取ります。 


(注.，) 


口ーラノブを矢印の反対方向に回さないでください。 
リボンジャムの原因になります。 



(注.，) 


印字へッドとリボンプロテクタのすき間にインクリボ 
ンを通した際、よじれや折れ、力一トリッジ左右のァー 
ムから外れがないことを確認してください。 


10 

11 


表示パネルを元に戻します。 
トップカバーを閉じます。 
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2 プリンタの準備 


•リボンカートリッジの取り外し 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。印字へッドが上昇し左 
へ移動後、リボンセット位置（中央）に停止したことを確 
認して、電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

印字へッドが上昇することで、リボンがセットし易くなります。 



■ f 注/>.印字へッドがリボンセット位置にない場合は、手順3で 
1 印字へッドを手動でリボンセット位置に移動します。 



△注意 ケガをする恐れがあります。 





電源を入れたままで力 
バーを開けて、リボン 
力一トリツジの交換を 
しないでください。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


トップカバーを 開きます。 

トップカバーの左右のつまみを両手で持って開きます。 
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3 キヤリッジが「リボン上卜位置」にあることを確認します。 
「リボン a 卜位置」にない場合はキヤリッジを、「リボンナント位置」 
へ移動させます。 


△注意 


やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字ヘッド 
が高温になつています 
ので、印字へッドやそ 
の周辺にさわらないで 
ください。 

リボンカートリツジの 
取り外しは、印字へッ 
ドの温度が下がってか 
ら行ってください。 


キヤリツジ部 


表示パネルを手前に倒し、リボンカートリッジの両側を手 
前に引いてロックを外し、そのまま全体を矢印のように外 
します。 





5 


リボンガイドからインクリボンを外します。 













シートスタツカ，スタッカサポートを取り付ける 


2プリンタの準備 


スタ ツカ サボートを取り付けます。 

スタツカサボート先端の U 溝をプリンタ後方の矢印を目安に 
①スタツカ ローラの 奧にあるポストに差し込みます。 

( D そのまま回転させるように下方に押し込みます。 




シートスタツカをスタツカサボートの中央に差し込みま 
し す。（左右にストッパがありますのでこの内側に差し込み 


ます） 
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2 プリンタの準備 


テスト印字をする 



プリンタが正確に動くことを確かめるために、テスト印字を行います。テスト印字には、 
A 4 サイズ以上の単票の縦置、または 381 mm (15 インチ）幅の連続紙を使用します。 
ここでは、 A 4 サイズの単票を使う場合を例にとって、テスト印字の手順を説明します。 



3 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


「印]字可」 スイッチを押し、オフラインにします。オフラ 
イン状態で 「用紙モード/高複写」 スイッチを押して”テ 


サシ”にします。 


用紙モード 


才 

ン 

ラ 

ィ 

ン 





ヅ 

ゥ 

シ 

、' 

B 

ゥ 


テ 

サ 

シ 















約 2 秒位で切り換え動作を行いますので、その後電源スイツ 
チを 「 OFF 」 にします。 


4 


5 


「用紙モード/高複写」+「改行/通常印字」スイッ 

チを押しながら、電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

(連続紙の場合も同じスイ'ソチを押します。） 


表示パネルに「イニシャルシヨリチュウ/スイッチヲニンシキ 
シマシタ」と表示したら、スイッチから指を離します。 



単票の左端をシートガイドに合わせて、そのまま奧に突き当たる 
までまっすぐ差し込みます。 

約2秒後、単票が自動的に吸入されます。 


6 


プリンタが印字を開始します。 

「印字可」スイッチを押すと、印字を中断します。 

もう一度 「印字可」スイッチを押すと、印字を再開します。 


7 「印字可」 スイッチを押して印字を中断して 「改頁/高 
速印字」 スイッチを押すと単票を排出します。またはテ 
スト印字が終了すると単票を排出します。 

Q 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

連続紙の場合は、115ページを参照して用紙をセツトしてください。 



テスト印字を行ってみて、動作が異常な場合には、 
ぺージ）を参照してください。 


'こんなときには」 （212 
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3 ホストコンピュータに接続する 



35 




3 ホストコンピュータに接続する 


USB インタフェースでホストコンピュータに接続する 

US 巳インタフェースケープルは、 USB2.0 仕様のインタフェースケーブルをご用意ください。 
USB インタフェースのケーブル詳細および信号線ピン配列は、 「USB インタフェース」 (234 
ページ）をご覧ください。 

※パラレルインタフエースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 



2 


USB インタフ I - スケーブルを接続します。 



コンピュータと 
接続します。 


USB インタフェースケープルが邪魔にならないよう、リアカパー 
の爪部にケープルを通します。 


3 


コンピュータに USB インタフェースケーブルを接続します。 

詳しくは、コンピュータのマニュアルをご覧ください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


パラレルインタフェースでホストコンピュータに接続する 


パラレルインタフェースケーブルは、ホストコンピュータによって異なります。それぞれ 
のホストコンピュータに合わせて IEEE std 1284- 1994準拠の双方向パラレルケーブルをご 
用意ください。 

パラレルインタフェースの信号線ピン配列は、「パラレルインタフェース」 （229 ページ） 
をご覧ください。 

※リ巳巳インタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。コンピュータ側の電 
源スイッチも 「 OFF 」 にします。 





2 


パラレルインタフエースケーブルを接続します。 

ケープルが外れないようにプリンタ側の止め金具で固定します。 



パラレルインタフエースケーブルが邪魔にならないよう、リアカ 
パ _ の爪部にケ _ ブルを差し込みます。 


〇 コンピュータにパラレルインタフェースケーブルを接続し 
d ます。 


詳しくは、コンピュータのマニュアルをご覧ください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows Vista 環境で使用する 

•プリンタの設定 



Windows Vista から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」 （156 ページ）を参照してください。 

•プリンタドライバの動作環境 

Windows Vista 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフエース/双方向パラレ 
ルインタフェースを搭載している機種 


(注日本語版以外の OS には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 


(注.り 


• ご使用のインタフェースケーブルでのセットアップ手順に従ってセットアッ 
プしてください。 

• Administrator の権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライバ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 


なお、説明の中では CD-ROM のドライブ名は D: を例にしています。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[ USB インタフエースケーブルを使用します] 


C 主か 


『プリンタ』フォルダ内の『プリンタのインストール』からはセットアップ 
できません。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理 
者の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 



プリンタとコンピュータの電源が〇 FF に 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


USB ケープルを接続します。 

プリンタの電源を roNj にします。 

Windows Vista を起動します。 

すでに Windows Vista が起動している場合 
は、再起動してください。 



プラグアンドプレイで、自動的にプリンタド 
ライパがセツトアップされます。 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 


(注.づ 


セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者の 
権限）をもったアカウントでログオンしてください。 



プリンタとコンピュータの電源が〇 FF に 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


パラレルケープルを接続します。 

プリンタの電源を roNj にします。 

Windows Vista を起動します。 

すでに Windows Vista が起動している場合 
は、再起動してください。 


プラグアンドプレイで、自動的にプリンタド 
ライパがセツトアップされます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


用紙/品質タブでの設定 


このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•前カツトシートフイーダ 
• 後カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 


争「自動選択」のまま印刷すると、デパイ 
スの設定タブで、同じ用紙サイズが割り 
当てられている給紙方法で印刷します。 
同じ用紙サイズがどの給紙方法にも割り 
当てられていない場合、手差しで印刷し 
ます。 

參給紙方法を切り替えるときは、印刷済み 
の用紙を排出して<ださい。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ポタンを押すことにより表示されます。 


~用紙サイズ 


用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 



_ 出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テーブル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

一印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 
• 高密度（片方向印字)：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字)：両方向で高密度に印刷します。 

C 主う • 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 



•高速印字では、文字バターンのドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


, OKI MICROUNE 8480SU 

笔 W ■完了 

表示( V ) 

JE ベ費え (0) 

クル-ア C 标 (P) 

MB て标 (K) 

騎の^に更利 E) 

貼つ 付け (P) 

シヨートカツトの K り付け (S) 




コント ロー ルパネル ► プリンタ 



1 


『スタート』-『コントロールパネル』-『プ 
リンタ』を開き、画面上で右クリック後、 
さらに、『管理者として実行』-『サーパの 
プロパティ』を選択します。 


カスタム用紙サイズの設定 

任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 


W s 理考として実行 (R) 
プリンタの追加(卩レ- 
サ-パ-のプロバティ〇')... 


フリンタの ittW(P)"_ 

サーパーのプロパティ CT) … 



2 


(注づ 


3 


『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
チェックし、寸法を入力します。入力後、 
『用紙の保存』をクリックします。「用紙規 
格および印字範囲」の範囲で使用してくだ 
さい。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して<ださい。 

0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 
1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 

作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


»フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍) 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 



歐暇 ® e J 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsServer 2003環境で使用する 


參プリンタの設定 


WindowsServer 2003から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の 
値に戻してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 
「設定を初期化する」 （156 ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 

WindowsServer 2003日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフェース/双方向パラレ 
ルインタフェースを搭載している機種 



(注.，） 日本語版以外の OS には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 


(注.，) 


• ご使用のインタフエースケーブルでのセットアップ手順に従ってセットアッ 
プしてください。 

• Administrator の権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関す 
る補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 


なお、説 s 月の中では CD-ROM のドライブ名は D :を例にしています。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[ USB インタフェースケーブルを使用します] 



( a •ゲ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出ウィザード』 
から行います。『プリンタと FAX 』 フォルダ内の『プリンタのインストール』 
からはセットアップできません。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者 


の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


7 プリンタの電源を rONJ にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時 
接続されていないことをご確認ください。 


つ WindowsServer 2003を起動します。 

^ すでに WindowsServer 2003が起動してい 
る場合は、再起動してください。 



〇 『新しいハードウェアの検索ウィザードの開 
^ 始』画面が表示されるので、『一覧または特 
定の場所からインストールする（詳細）』を 
チェックして、『次へ』をクリックします。 
«『新しいハードウェアの検索ウィザード 
の開始』が表示されない場合は、 USB イ 
ンタフェースケープルを接続し直してく 
ださい。接続し直しても画面が表示され 
ない場合は、8へ進みます。 



F 次®«所で最舰ドライパを赌寸る© 

ムザブルメディア や 0 . 刪枚索で •きます。 麟㈣通のドラ 


r CD-TOM など〉を検索邮 


f P 加塊所を含め "] 

1 

|D：¥DriverMSU¥WinS2003 I 

1 


r 検索しないで、インスト-ルす5ド M バを®尺する© 

卜;^ 猶⑽ 、この 才加城■舰辦 ラ 側、 ハセ抓 麵触 


4 


プリンタドライバ CD-ROM を CD-ROM ドライ 
プへセットし、『次の場所を含める』のみを 
チェックして rD:¥Driver¥SU¥WinS2003J 
と入力し、『次へ』をクリックします。 


jr: 




このハ-ドウ i ァ： 

ブリンタ 

を使用抑ためにインストルしようとしているソフトウIアは、このパ':ジョンの Win 
dows との互換性を検 iil す S Windows ロゴテスト(こ合格していません0 
(T.m 亍ストが垂垔で•ある珅由） 

インストールを袋行した場合、システム©助作が捐なわれた0、システム 
が不安定 [ Z なるなど、重大な陵害を引き E こす要因とな性があり 
ます》今すぐインストールを中断し、 Windows □ゴテスト t 合格したソフ 
トウ;!アが入手玎途かどう»、八ード01アペンダー t 確認され S ことを、 
Microsoft tt 接く fcttft します。 


続行の） | 1 r ジ Z 卜'こ ル£〇'{?正 迮厂}] 


5 


『ハードウエアのインストール』画面で、 
「Windows □ゴテストに合格していません」 
と表示されますが、そのまま『続行』をクリツ 
クします。 


ファイルのコピーが開始されます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




フ 7 イル©福案©表示妞 

お莉: A り (A) ツ-ル①ヘルブ⑻ 

」 念 

d ，〇 - 戊 レ ■ 1** 

むフォ M |。 - X >0 | S - 


アドレス必|シブリン $ と FAX 


a 移動 

|^| 5 1 厕 ms 

V_\© OKI MICROLINE 8480SU 

寒 fS 完了 


|2 f ブジ； i5 卜 




6 


『新しいハードウエアの検索ウィザードの完 
了』画面で『完了』をクリックします。 


7 


『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイ 
コンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


『新しいハードウエアの検索ウイザードの開始』画面が表示されない場合 


システム©ブロパテイ 


全胺 I ェ/ピュータ名 017 | !¥細設定|自觔更新|リモート| 
「ハー Wi アの励 D ウイザード_ 




I、- ドウエアの追加ウィザードを使うと、ハードウ； I アのインストールができま 
ハ-[ァの追加ゥィザ'-ド ( ti ) 」 


「デパイスマネージ v - 


x7S*1 a n 、 — ノ」ノし 』—;* itn ノ a!>!-<( 

^ 顯鑽 Ilf す。デ必マト — 


包卜肅巧挪姑 


テハイスマネ-シ 


づ、一 K ? i アブ□ファイル- 

: i 八'-ドウエアブ□ファイルを使うと、別の八ードウ I アの楢成を設定し、格納 
寸5ことができます。 

ハ-ドゥ:[ァブロファイル®」 


キ v ンセル| 適用せ） 


ファイル®棟作⑻表示 m ヘルプ ㈣ 


I 03 I ® I 沒 ： 2S す S ： 5S « 


日.-爲 716X)30 

由■■く^ DVD / CD-ROM ド 5 *f プ 
B 昼 IDE ATA / ATAPI コントロ-ラ 


8 

9 


『スタート』一『マイコンピュータ』をマウ 
スの右ボタンでクリックし、『プロパティ』 
を選択します。 

『ハードウエア』タブの『デパイスマネー 
ジヤ』をクリックします。 


10 


『その他のデバイス』の 『OKI DATA COR - 
POKI MICROLINE 8480 SU 』 をマウスの右 
ポタンでクリックして、『削除』を選択しま 




























































3 ホストコンピュータに接続する 


7 7 『その他のデパイス』が表示されない場合は、 
* * 『表示』メニューの『非表示のデパイスの表 
示』を選択し、『プリンタ』の 『OKI DATA 
CORPOKI MICROLINE 8480 SU 』 をマウ 
スの右ポタンでクリックして、『削除』を選 
択します。 

h n 『デパイスの削除の確認』画面で 『 ok 』 を 
/“クリックし、『デパイスマネージャ』を閉じ 
ます。 

y 〇『システムのプ□パティ』画面で 『 ok 』 を 
/ i ? クリックします。 

1 △ Windows を再起動し、『新しいハードウェ 
/ nT アの検出ウィザード』開始画面から再セッ 
トアップします。 



3章 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[パラレルインタフエースケーブルを使用します] 


•プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出ウィザード』 
から行います。パラレルインタフエースで WindowsServer 2003と接続する場 
合、『プリンタのインストール』では正しくセットアップできません。プリ 
ンタのインストールでセットアップすると、 WindowsServer 2003を起動する 
たびにプラグアンドプレイでのセットアップ画面（新しいハードウエアの検 
出ウィザード）が表示されますので、必ずプラグアンドプレイでセットアッ 
プしてください。 

•セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者 
の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICR 〇 LINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 



7 プリンタとコンピュータの電源が OFR こ 
なっていることを確認します。 


2 

3 


パラレルケープルを接続します。 

プリンタの電源を roNj にします。 

※リ巳巳インタフェースケーブルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 



新しい A -ドウ I アの検索ウイザードの開始 


このウドでは、 ' Am - ドウ I アに必里なリフトウ1アをインスト。ル us す： 
OKI MICROLINE 8480SU 




インストール方法を通んて" 


■ ( f 卜貸软は特定())谢祕心 XFTffS ■棚啜 | 
筏行す奴獻 c 欠へ] s ククして伏 ？ a 


次へ吵〉1^ 


枝索とインスト-ル®オプションを S んでく 


C 次の提所で最適®ドテ f パを検索す 5© 


|[7次の獅を含触必 

I 

1 ID：¥DriverieU¥WinS2003 I 

L _ m 


# K ( R ) J 


' 技索しないで、インスト-ルす5ドライパを S 折す5必 
5l?M 糊财疏_知 _す。 袖 15 ' 湖 綱 


»，>コ | 


4 WindowsServer 2003を起動します。 

すでに WindowsServer 2003が起動してい 
る場合は、再起動してください。 

『新しいハードウエアの検出ウィザード』が 
起動するので、『一覧または特定の場所から 
インス!ルする』を選択し、『次へ』をク 
リツクします。 


5 


『次の場所で最適のドライパを検索する』を 
選択し、『リムーパプルメディア（フロッ 
ピ_、 CD - ROM など）を検索』のチェック 
を外します。 


『次の場所を含める』にチェックを付け、プ 
リンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドライ 
プへセットし、 「 D : ¥ Driver ¥ SU ¥ WinS 2003」 
と入力して『次へ』をクリツウします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 





このハードウェア： 
ブ 1 リンク 


を使用抑ためにインストルしようとしているソフトウ：[アは、このパージョンの Win 
dows との互換性を検!正す Windows □ゴテストに合格していません。 

(T.ff) 亍ストが垂萆 T •ある珀由） 

インストールを袋行し fe 場合、システムの助作が捐なわれた〇、システム 
が不安定になるなど、重大な K 害を引き起こす要因と洱鼇性があり 
ます。今すぐインストール奄中断し 、 Windows D ゴテストに含格したソフ 
卜〇1アが入手=1姥かどうか、八ードウェアベン9一に殪認されることを、 
Microsoft tt 法く fc 和めします。 


猴行 p —]|J インスト-ルの停止⑤| 


6 


『ハードウエアのインストール』画面で 
「 Windows □ゴテストに合格していません」 
と表示されますが、そのまま『続行』をクリツ 
クします。 


ファイルのコピーが開始されます。 



7 『新しいハードウエアの検索ウィザードの完 
了』画面で、『完了』をクリックします。 


[ 制ぬ)^?^^^^^^^^^^^^^—^ ^Jol X| 

ファイル©編集©表示(V) 

お気 (CA ⑽ツ-ル①ヘルブ⑻ 

J 金 

J 戻 5 • ,検索 

!r: 7 *M j - X り 1 HHh 


アドレス® カン $と FAX 


二 J S 撇 

1^3 防 ン 5®5ifldj 

\ \© OKI MICRDL1NE 8480SU 

準瞒了 


|2f ブジ ii) 卜 


//. 


8 


『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイ 
コンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 



用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•前カツトシートフイーダ 
• 後カツトシ_トフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 
• 自動選択 


參「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 
參給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出して<ださい。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことにより表示されます。 


一用紙サイス' 



用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 



一 出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テープル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

一印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 
• 高密度（片方向印字)：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字)：両方向で高密度に印刷します。 


㈣ • 


印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字 バターンの ドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 



ファイル© si 案©表示幼ツ'•ル®ヘルブ砂 7 g 

ブリン袖追加⑻ 

m フォ m X *9 | 

FAX のセ9トアゥブ w 

— ヨ0移 iti 

シヨート to 卜©作成⑤ 

削除 (Q) 

名前の奴 (M) 

プ〇パティ (B) 


\ V© pKI MICROLINE 8480SU 
ks 完了 


g3b2>© 


『マイコンピュータ』-『プリンタと FAX 』- 
『ファイル』-『サーパのプロパティ』を選 
択します。 


J * こ ©サづ卜のブ□パティを表示 ust 。 



〇 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
チェックし、寸法を入力します。入力後、 
『用紙の保存』をクリックします。「用紙規 
格および印字範囲」の範囲で使用してくだ 
さい。 

「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定してください。 



0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 
1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 



^ 作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの指定 


•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕、〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman (1 Ocpi) 〕、 〔SanSerif OOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角 （ 〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsXP 環境で使用する 

•プリンタの設定 

WindowsXP から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻して 
ください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」 （156 ページ）を参照してください。 

•プリンタドライバの動作環境 

WindowsXP B 本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で USB インタフェース/双方向パラレ 
ルインタフェースを搭載している機種 

(注•ラ 日本語版以外の OS には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 

A • ご使用のインタフエースケーブルでのセットアップ手順に従ってセットアッ 
^ ノ プしてくださぃ。 

• Administrator の権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関す 
る補足情報および最新情報が記載されてぃますので、必ずお読みくださぃ。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

なお、説明の中では CD - ROM のドライブ名は D :を例にしています。 




3 ホストコンピュータに接続する 


[ USB インタフエースケーブルを使用します] 


(主/) • 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出ウィザード』 
から行います。『プリンタと FAX 』 フォルダ内の『プリンタのインストール』 
からはセットアップできません。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者 


の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 


• すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセツトアップされている場合 


は、削除してからセツトアップしてください。 



7 プリンタの電源を rONJ にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時 
接続されていないことをご確認ください。 


〇 WindowsXP を起動します。 

^ すでに WindowsXP が起動している場合は、 
再起動してください。 



『新しいハードウェアの検索ウィザードの開 
始』画面が表示されるので、『一覧または特 
定の場所からインストールする（詳細)』を 
チェックして、『次へ』をクリッウします。 
※『新しいハードウェアの検索ウィザード 
の開始』が表示されない場合は、 USB イ 
ンタフェースケーブルを接続し直してく 
ださい。接続し直しても画面が表示され 
ない場合は、8へ進みます。 



ア©梭出ウ 



枝索とインストル®オプションを«んでくだ？〇。 



© 次の獅で最適®ドライバ5検索す 5® 

リム'■舰 メディアかカル パス_ 索で き 対。__ 通のドラ 


i 0 次の 埔所を含 必^ 

CD-ROM など〉4検索 (M> 

! D：¥Driver¥SU¥WinXP 

ン | #SS(R) 1 


〇検索しないで、インスト-ルす5 ^1 

»ま® 画祖烏 ョン 繼す。匪た ド 通ハ，議咖 


4 


プリンタドライパ CD-ROM を CD-R 〇 M ドラ 
イブへセットし、『次の場所を含める』のみ 
をチェックして rD:¥Driver¥SU¥WinXPJ 
と入力し、『次へ』をクリックします。 


[く戾る®」匚，欠へ妙 > 丨丨| 


『ハードウエアのインストール』画面で、 
。 「WindowsXP との互換性を検証する Win¬ 
dows □ゴテストに合格していません」 と表 
示されますが、そのまま『続行』をクリツ 
クします。 

ファイルのコピーが開始されます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




6 


7 


『新しいハードウエアの検索ウイザードの開始』 




8 

9 


10 


『新しいハードウエアの検索ウィザードの完 
了』画面で『完了』をクリックします。 


『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイ 
コンが作成され、セツトアップは完了とな 
ります。 


画面が表示されない場合 

『スタート』一『マイコンピュータ』をマウ 
スの右ポタンでクリックし、『プ□パティ』 
を選択します。 


『ハードウエア』タブの『デバイスマネー 
ジヤ』をクリックします。 


『その他のデパイス』の 『OKI DATA COR - 
POKI MICROLINE 8480 SU 』 をマウスの右 
ポタンでクリックして、『削除』を選択しま 
す。 



































































3 ホストコンピュータに接続する 



i i 『その他のデパイス』が表示されない場合は、 
* * 『表示』メニューの『非表示のデパイスの表 
示』を選択し、『プリンタ』の 『OKI DATA 
CORPOKI MICROLINE 8480 SU 』 をマウ 
スの右ボタンでクリックして、『削除』を選 
択します。 

1〇 『デパイスの削除の確認』画面で 『 OK 』 を 
/“ クリックし、『デパイスマネージャ』を閉じ 
ます。 

y 〇『システムのプ□パティ』画面で 『 ok 』 を 
/ u クリックします。 


•4 ^ Windows を再起動し、『新しいハードウェ 
/ アの検出ウイザード』開始画面から再セツ 

トアップします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 



(注/) 


•プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出ウィザード』 
から行います。パラレルインタフエースで WindowsXP と接続する場合、『プ 
リンタのインストール』では正しくセットアップできません。プリンタのイ 
ンストールでセットアップすると、 WindowsXP を起動するたびにプラグアン 
ドプレイでのセットアップ画面（新しいハードウエアの検出ウィザード）が 
表示されますので、必ずプラグアンドプレイでセットアップしてください。 
•セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者 


の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


7 プリンタとコンピュータの電源が OFR こ 
なっていることを確認します。 


2 

3 


パラレルケープルを接続します。 

プリンタの電源を roNj にします。 

※リ巳巳インタフエースケープルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 



WindowsXP を起動します。 

すでに WindowsXP が起動している場合は、 
再起動してください。 

『新しいハードウエアの検出ウィザード』が 
起動するので、『一覧または特定の場所から 
インス!ルする』を選択し、『次へ』をク 
リックします。 



一ア (0 枝出ウ< ザ- 



技索とインストール®オブシ 3 ン奄通んさ U * 



@ 次®場所で•最適のドライノ法検索 ts ® 

:*リム. けディア加“ カル パ辦枝 索で •き执梭猶 た 最適の ドラ 


f 0 次®湖^含 8D5 必 1 

- CD-ROM なと）を検索 (M) 

1 IMDriver¥Sl«WinXP 1 

v| | 参照® ] 


〇検索しないで、インスト-ルす5ドテ f ノ彳を還択す5<&) 

こは、 こ财ブ泌紐び ます。 職咖 _は、か™ こ最 獅⑽ 


5 


| <戻5但 ま] [ 


次へ⑽〉 ) 


キレ j 


『次の場所で最適のドライバを検索する』を 
選択し、『リムーバブルメディア（フ□ッ 
ピー、 CD - ROM など）を検索』のチェック 
を外します。 


『次の場所を含める』にチェックを付け、プ 
リンタドライバ CD - ROM を CD - ROM ドライ 
プへセットし、 「 D :¥ D 「 ive 「¥ SU ¥ WinXP 」 
と入力して『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 





6 


7 


8 


『ハードウエアのインストール』画面で 
「 WindowsXP との互換性を検証する Win ¬ 
dows □ゴテストに合格していません」 と表 
示されますが、そのまま『続行』をクリツ 
クします。 

ファイルのコピーが開始されます。 


『新しいハードウエアの検索ウィザードの完 
了』画面で、『完了』をウリツクします。 


『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイ 
コンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 




給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 



給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•前カツトシートフィーダ 
• 後カツトシートフィーダ 
• フロントトラクタフィーダ 
• リアトラクタフィーダ 
• 自動選択 

争「自動選択」のまま印刷すると、デパイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ポタンを押すことにより表示されます。 


—用紙サイズ 



用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

—出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テーブル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

一印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 
• 高密度（片方向印字)：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字)：両方向で高密度に印刷します。 



㈣. 


印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


• 高速印字では、文字バターンのドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 

『マイコンピュータ』-『プリンタと FAX 』- 
『ファイル』-『サーパのプロパティ』を選 
択します。 


『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をクリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは V 6 インチ単位で設定してください。 

0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

， 1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 

作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 




3 


•フォントの指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows 2000 環境で使用する 


參プリンタの設定 


Windows 2000から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（156ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 

Windows 2000日本語版の動作するコンビュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で US 巳インタフエースを搭載している 
機種 



(注，） 日本語版以外の OS には対応していません。 


フ。リンタドライバのセットアップ 


㈣ 


ご使用のインタフエースケーブルでのセットアップ手順に従ってセットアッ 
プしてください。 

Administrator の権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 

プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関す 
る補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 


なお、説日月の中では CD - ROM のドライブ名は D : を例にしています。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[ USB インタフエースケーブルを使用します] 



(g). 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出ウイザード』 
から行います。初めてプリンタドライバをセットアップするときは、『プリ 
ンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』からはセットアップできません。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者 


の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 


• すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


7 プリンタの電源を 「 ON 」 にします。 

※パラレルインタフエースケープルが同時 
接続されていないことをご確認ください。 


〇 Windows 2000を起動します。 

^ すでに Windows 2000が起動している場合 
は、再起動してください。 



『新しいハードウェアの検索ウィザードの開 
始』画面が表示されるので、『次へ』をクリツ 
クします。 

«『新しいハードウェアの検索ウィザー 
ドの開始』画面が表示されない場合は、 
USB インタフェースケープルを接続し直 
してください。接続し直しても画面が表 
示されない場合は、11へ進みます。 

『デパイスに最適なドライパを検索する（推 
奨)』を選択し、『次へ』をクリックします。 


5 



『場所を指定』のみをチェックして、『次へ』 
をクリックします。 

プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットし、「製造元のファイルのコ 
ピー元:」に 「 D :¥ Driver ¥ SU ¥ Win 2000」 
と入力して、 『 OK 』 をウリツクします。 


『ドライパファイルの検索』画面で『次へ』 
をクリツクします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



〇 『デジタル著名が見つかりませんでした』画 
〇 面で、『はい』をクリツウします。 

ファイルのコピーが開始されます。 



Q 『新しいハードウエアの検索ウィザードの完 
^ 了』画面で、『完了』をクリックします。 




2 »オブ515卜 




in 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
!^ 作成され、セツトアップは完了となります。 


『新しいハードウエアの検索ウイザードの開始』画面が表示されない場合 



i i 『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンで 
'' クリックし、『プ□パティ』を選択します。 

i 〇 『ハードウエア』タブの『デパイスマネー 
* ^ ジヤ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




i 0 『その他のデパイス』の『不明なデパイス』 
* ^ をマウスの右ボタンでクリックして、『削 
除』を選択します。 



u 『その他のデパイス』に『不明なデパイス』 
''' が表示されない場合は、『表示』メニューの 
『非表示のデパイスの表示』を選択し、『プ 
リンタ』の『不明なデパイス』をマウスの 
右ボタンでクリックして、『削除』を選択し 
ます。 

iC 『デパイスの削除の確認』画面で 『 ok 』 を 
層。 クリックし、『デパイスマネージャ』を閉じ 
ます。 

iC 『システムのプ□パティ』画面で 『 ok 』 を 
/ クリックします。 


H "7 Windows を再起動し、『新しいハードウェ 
/ / アの検出ウイザード』画面から再セットアツ 


プします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 


{注,)•プリンタドライバのセットアップは『プリンタの追加』から行います。 

•セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者 
の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 



プリンタとコンピュータの電源が OFR こ 
なっていることを確認します。 


2 

3 

4 


パラレルケーブルを接続します。 


Windows 2000を起動します。 


プリンタの電源を 「 ON 」 にします。 

※リ巳巳インタフエースケーブルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 
『新しいハードウエアの検出ウィザード』画 
面が表示された場合は、『キャンセル』をク 
リツクします。 


A | 『スタート』—『設定』—『プリンタ』を選 
^ 択します。 

『プリンタ』フォルダ内のプリンタアイコン 
を確認し、セットアップしようとしている 
プリンタアイコンがすでにある場合は、右 
ボタンでクリックし、『削除』を選択します。 



『プリンタの追加』をダブルクリックします。 

『プリンタの追加ウィザードの開始』画面で、 
『次へ』をクリックします。 



〇 『口ーカルプリンタ』を選択し、『プラグア 
^ ンドプレイプリンタを自動的に検出してイ 
ンストールする』のチェックを外して、『次 
へ』をクリックします。 

(注,)必ず『ブラグアンドプレイプリンタ 
、ノを自動的に検出してインストールす 
る』のチェックを外してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


<戾5@ 1_次へ (M)> j キゃンレ| 


』飄顆淑鼠デ繼定削《て^; _ 

キや ，}!；~ f 


製适元のファイル®]ビー元 ◎ 


p：¥Driver¥SU¥Win2000 


二！ _ #照(昼) ... 」 


# 織^經51驅邀^® 


カン$吵 

OKI MICROLINE 8480 SU-R 


Windows UpdateMO I ディス 5W 用 〈H〉 … 


< 戻次へ ( M 〉> Jl ^VlADV | 


H 存 (D ドラィバ紐ラ 

このブ U ン勿!)ドライノ WHt；； インストりはれて(<诖す。既存のドライパ4使うか、 SSJ こ®ドライパを蛋 
き換ぇ5^«^_きます。 

OH MKROLINE 8403SU 

現在のドライ/法使う肺 i UO ド 5*0 虹匿き換えるか退折してくださ U 


【新 U、 ㈣ 虹翻好翻1 




<戻碰[| A へ妙〉 J 

キゃン挪| 




-* 織僚飄设繼繼漱爾^^ 


Q 『次のポートを使用』を選択して、 『 LPT 1: 
^ プリンタポート』を選択し、『次へ』をクリツ 
クします。 


1〇 『ディスク使用』をウリツクします。 


i 1『インストール』画面が表示されたら、プリ 
’ / ンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドライブ 
へセットして、「製造元のファイルのコピー 
元：」に 「 D :¥ D 「 iver ¥ SU ¥ Win 2000」と入 
力して 『 OK 』 をクリックします。 

in 『プリンタ』でプリンタの機種名を選択し、 
' ^ 『次へ』をウリツクします。 


i ^ 『既存のドライパを使う』画面が表示された 
1 ^ 場合は、『新しいドライパに置き換える』を 
選択し、『次へ』をウリツクします。 



フ□ツビ'-丁ィスクからインストール 





.3 V52. SFSFoncI 

G V O O O O n 

ふ tsF 狐 t 80 cst10t»1nf 

e e e e e e t 

sslo 0 1*0 c::-- 

pcucucucus™ 

A A A A A A n 

A A A A A A A 

F F F F F F c 

3 G GGG G C 

A A A A A Aft 


rn d 


Bfalpslppleps PTICT 

Ac AAAAA 
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3 ホストコンピュータに接続する 



ブ 1 J ンタ名 

こ©カン虻名前《割り当ててくだ?0。 



#攻^^ J を} g してく-部のブログラムで tt、 32文字以上のサ-パ-とカン姑の 


f ブリン始砂 1 

1 

1 (OKI MICROLINE 8480 SU 1 


1 」 

1 


1 △ 『プリンタ名』を確認し、『通常使うプリン 
* ' 夕』で『はい』を選択し、『次へ』をクリツ 
クします。 


)；> A » > コ 】 


キゃン也レ J 


■譜 のユ个 糊 用戀娜す識ンタ MM 5 , 名を_ 
共机奶砂、 


<戻 5© 

I ;欠へ吵> | 

キャン b レ| 


‘ . 





テストページ®印 SI 

テストページを印勘して、ブリン5セ9トア schists す sc とがます。 

M 

* ' 


テストベ-'：5を印®Iしますか？ 

(^mm 

r え必 


) f ;>AM> 


キ v>tj レ J 


ブリン如) 追加 ウィザ-ド 


令 

ブリン 5 の追加ウイザードを完了しています 

カン加ウイザ-ド統了しま 1 *。 

ブリン芄は、加戲定雜定? m し fc 
名前： OKI MICROLINE 8480SU 

共有： <3f 共有> 

ポート： LPT1： 

モデル： OKI MICROLINE 8480 SU 

通常使7 は〇 

テストペース tt い 

ウイサ-ドを閉は、 K 了]初リ的してく技 U 


< 戻 2 ■切 | |r~3CT— 111 1 

- 1 1 - 


4 C 『このプリンタを共有しない』を選択し、 
/ \ J 『次へ』をクリックします。 


iC テストぺ—ジを印刷する場合は『はい』を、 
/ 1/ 印刷しない場合は、『いいえ』を選択し、 
『次へ』をクリックします。 


i 7『プリンタの追加ウィザ-ドを完了していま 
^/す』画面で、『完了』をウリツクします。 



i 〇 『デジタル署名が見つかりませんでした』画 
面で、『はい』をクリックします。 

ファイルのコピーが開始されます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


ブリン タ 


ファイル (£) 編集 (£) 表示祕 


3 ^ 


ブリンタの追加 i ………. OKI ………. 

IMICROLINE 
! 8480SU 




艮個のオブジ1外 




♦印刷条件の設定 


in 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
' ^ 作成され、セツトアップは完了となります。 


デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーシヨンソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 


k ァウト r 用班7战1| 

「トレイの還折—— 

給紙方法©): b 自助還択 


ITT3H 



詳繼徒 ⑽.. j 


I キゃン乜レ 


適用⑻」 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

• 前カツトシートフィーダ 
• 後カツトシートフィーダ 
• フロントトラクタフィーダ 
• リアトラクタフィーダ 
• 自動選択 

• 「自動選択」のまま印刷すると、デバイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタのプ□パティで表示される r 用紙/品質」 
タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ポタンを押すことにより表示されます。 


!— 用紙サイズ 



用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」 
画面での設定より、アプリケーションソフトの用 
紙設定での設定内容が優先されます。 

一 出力トレイ 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テーブル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 

-印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 
• 高密度（片方向印字)：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字)：両方向で高密度に印刷します。 



(注.ゲ 


印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字バターンのドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 



任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 




7 『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『ファ 
イル』-『サーパーのプ□パティ』を選択し 
ます。 

『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
^ チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をクリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

♦高さは1/6インチ単位で設定してください。 

0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 

1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 

^ 作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 



•フォントの指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi) 〕、 〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsMe 環境で使用する 


參プリンタの設定 


WindowsMe から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、初期値に戻してください。 
他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（156ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 

WindowsMe 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で US 巳インタフエースを搭載している 
機種 



㈣ 日本語版以外の OS には対応していません。 


參プリンタドライバのセットアップ 

::'注./) • ご使用のインタフエースケーブルでのセットアップ手順に従ってセットアッ 
プしてください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関す 
る補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

なお、説明の中では CD - ROM のドライブ名は D : を例にしています。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[ USB インタフエースケーブルを使用します] 



(主.ケ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの追加ウイザード』 
から行います。初めてプリンタドライバをセットアップするときは、『プリ 
ンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』からはセットアップできません。 
すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


7 プリンタの電源を 「 ON 」 にします。 

※パラレルインタフエースケープルが同時 
接続されていないことをご確認ください。 



〇 WindowsMe を起動します。 

^ すでに WindowsMe が起動している場合は、 
再起動してください。 

〇 『新しいハードウエアの追加ウィザード』が 
リ表示されたら、『ドライパの場所を指定する 
(詳しい知識のある方向け)』を選択して、『次 
へ』をクリックします。 

※『新しいハードウエアの追加ウィザード』 
画面が表示されない場合は、 USB インタ 
フエースケーブルを接続し直してくださ 
し''。接続し直しても画面が表示されない 
場合は、14へ進みます。 


pU'A- ドウ: t アの追加ウィザード 



轉繼紐 5 屬温益 Mi 折 


c 使用中のデパイスに最適なドライパを検索する（推奨） 


|17検索場所の指定 (L): 1 

CD-ROM 

1 |D：¥Driver¥SU¥WinMe 1 

~3 #P1(R) | 


r ?體11»遭-*亂インスト-ル 



4 プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットして、『検索場所の指定』に 
チェックし、 「 D : ¥ D 「 iver ¥ SU ¥ WinMe 」 と 
入力して、『次へ』をクリッウします。 


5 USB ドライパが見つかつたことを確認し、 
『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



『インストールが完了しました』で、『完了』 
^をウリツクします。 



7 再度『新しいハードウエアの追加ウィザー 
ド』が表示されるので、『ドライパの場所を 
指定する（詳しい知識のある方向け)』を選 
択して、『次へ』をクリックします。 




〇 プリンタドライパ CD - ROM が CD-ROM 
^ ドライブへセットされていることを確認 
し、『検索場所の指定』にチェッウし、 
「 D :¥ D 「 ive 「¥ SU ¥ WinMe 」 と入力して、『次 
へ』をクリックします。 



Q 『デパイス用のドライパファイルの検索』と 
^ 表示されたら、『次へ』をクリックします。 



in 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
* ^ を確認し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



i i テストページを印刷する場合は『はい（推 
/ /奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をウリツクします。 




12 『完了』をクリックします。 


i ^ 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
' ^ 作成され、セットアップは完了となります。 


『新しいハードウエアの追加ウイザード』 



画面が表示されない場合 

u 『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンで 
/サクリックし、『プロパティ』を選択します。 

1に 『デパイスマネージャ』タブを開きます。 

H C 『その他のデパイス』で 『OKI MICROLINE 
/ 〇 8480 SUJ を選択し、『プロパティ』をク 
リックします。 






























































3 ホストコンピュータに接続する 





>欠のデパイス用の更新されたドライパを検索します： 

OKI MICROLINE 8480 SU 

更新されたドライ/泫自肋的(こ検索して、現在使用されているドライ 
! 化蛋き換え5こと济できます。また、ほかのドライ;诧指定することらで 
きます。 

オプションを逞折してください。 
r 通切なドラ心泫自肋的に検索 ts (推奨〉 ( a > 



i 〇 『デパイスドライパの更新ウィザード』画面 
' ^ が表示されたら、『ドライパの場所を指定す 
る（詳しい知識のある方向け）』を選択し、 
『次へ』をクリックします。 


次へ> I キャンセル」 




更新?れたドテ f パをドテ f パデータべ-スおよ U 以下で•指定された埔 
所で検索します。 

C 現在使用してい5ドライパより通 U : ドライパを検索する（推奨） 


W 検索埸所の指定 ( U : 

f- CD-R 

|D：¥Driver¥SU¥WinMe 

A 


参卿」 


' ライ 咖賊 w ル 


y 0プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
/ v イプへセットして、『検索場所の指定』に 
チェックし、 『 D :¥ Driver ¥ SU ¥ WinMe 』 と 
入力して、『次へ』をクリックします。 




デバイス用®ドライバファイル®検索 
USB Printing Support 


源骚纖灌敛源歡 1盤 8 ; 1 


次へ]的リ妁してください。 
ドライパ®あ5場所： 


D：¥DFWEFWSU¥WINME¥USBPRINT.INF 


Of) USB ドライパが見つかったことを確認し、 
ムリ 『次へ』をクリックします。 








< 戻る ( s > 

l 「— 1 

キゃンセル 
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3 ホストコンピュータに接続する 





;欠の新 UCV 卜的1ァが見つかりました： 

OKI DATA 00 RPOKI MK5R0LINE 8480 SU 


r 偽?心微 

- - - ーフさぃ。 


は、棚メディアを挿入して、 d 欠へ]を5リ妁してく浩 
オプションを s 折して优？ u 


' F 知綱所雜定 frif IX 漏®総方.尚職！ 


oi 『新しいハードウエアの追加ウィザード』画 
面が表示されたら、『ドライパの場所を指定 
する（詳しい知識のある方向け)』を選択し、 
『次へ』をウリツクします。 








<戻5(旦） 

I次へ> | 

キャンセル 







〇〇 プリンタドライパ CD - ROM が CD-ROM 
L — ドライブへセットされていることを確認 
し、『検索場所の指定』にチェックし、 
『 D :¥ Driver ¥ SU ¥ WinMe 』 と入力して、『次 
へ』をクリックします。 


〇〇 『デパイス用のドライパファイルの検索』と 
^ 表示されたら、『次へ』をクリックします。 


nA 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
〇を確認し、『次へ』をクリックします。 


o / j テストページを印刷する場合は『はい（推 
奨)』を、印刷しない場合は『いいえ』を選 
択し、『完了』をクリックします。 

26 『完了』をウリックします。 

07 ドライパがインストールされたことを確認 
し、『完了』をクリックします。 

rjO 『USB Printing Support のプ□パテイ』画 
面で『閉じる』をクリックします。 


OQ 『システムのプ□パティ』画面で 『0 K 』 を 
— 3 クリックします。 


これでセツトアップは終了です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 


(注/) 


•プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの追加ウイザード』 
から行います。『新しいハードウエア』が検出されない場合は、『プリンタの 
追加』からセットアップしてください。 

• すでに OKI MICR 〇 LINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


『新しいハードウエアの追加ウィザード』からのセットアップ 

7 プリンタの電源を roNj にします。 

«USB インタフェースケープルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 




2 


WindowsMe を起動します。 

すでに WindowsMe が起動している場合は、 
再起動してください。 


〇 『新しいハードウエアの追力□ウィザード』が 
^ 表示されたら、『ドライパの場所を指定する 
(詳しい知識のある方向け)』を選択して『次 
へ』をクリックします。 



4 


プリンタドライパ CD-ROM を CD-ROM ドラ 
イプへセットして、『使用中のデパイスに最 
適なドライパを検索する（推奨)』を選択 
し、『検索場所の指定』にチェックし、 『D: 
¥Driver¥SU¥WinMeJ と入力して、『次へ』 
をクリツクします。 



C プリンタドライパが見つかったことを確認 
^ し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 





『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
^ を確認し、『次へ』をクリックします。 


7 テストページを印刷する場合は『はい（椎 
奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をクリックします。 


8 


『完了』をウリツクします。 



Q 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
^ 作成され、セットアップは完了となります。 


『プリンタの追加』からのセットアップ 


7 プリンタとコンピュータを接続し、プリン 
夕の電源を入れます。 

※リ巳巳インタフェースケープルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 

〇 コンピュータの電源を ON にして、 

^ WindowsMe を起動します。 

























































3 ホストコンピュータに接続する 




<戻; MB ) ] キゃン t ル| 




〇 『スタート』一『設定』一『プリンタ』を選 
^択します。 

4 『プリンタの追加』をダブルウリツクしま 
す。 


5 『プリンタの追加ウイザード』画面が表示さ 
れますので、『次へ』をクリックします。 


fj 『口ーカルプリンタ』を選択し、『次へ』を 
^クリックします。 


7 製造元のプリンタリストが表示されたら、 
『ディスク使用』をクリックします。 




8 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットし、『製造元ファイルのコピー 
元』に 『 D :¥ Driver ¥ SU ¥ WinMe 』 と入力し、 
『0 K 』 をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 





Q 『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
。 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 


in 『利用できるポート』から 『 lpti :』 を選択 
し、『次へ』をクリックします。 



S 職®觀戤'し纖 R 刪 w 


ブリン$名 (£>: 

|M3iaiWa»3llil*tE ： HMI| 


施通湖淋删扣慰 


ii 『プリンタ名:』に表示されるプリンタの名 
/ /前を確認し、『次へ』をクリックします。 






_ 


<戻 5® 

1 'ノ 欠へ> 1 

キャンセル | 

1 

- 2 




7ぐ；テストページを印刷する場合は『はい（椎 
奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をウリツクします。 



1り 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
' ^ 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをクリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プロパティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 
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3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプションタブでの設定 




印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 
•高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
•高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 


㈣. 


印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを間 
引き、高速で印字を行うため、高密度印字(通 
常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


•フォントの 指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi ) 〕、 〔 Roman ( lOcpi )〕 、 〔 SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝(内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows98 環境で使用する 

參プリンタの設定 

Windows 98 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、初期値に戻してください。 
他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」 （156 ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 

Windows 98 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフェースを搭 
載している機種 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で USB インタフェースを搭載している 
機種 

(注，） 日本語版以外の 0 S には対応していません。 


參プリンタドライパのセットアップ 


(注.，) 


• ご使用のインタフエースケーブルでのセットアップ手順に従ってセットアッ 
プしてください。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関す 
る補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの) 
Windows 98 日本語版オペレーテインヴシステム ( CD - ROM ) 


なお、説日月の中では CD - ROM のドライブ名は D : を例にしています。 




3 ホストコンピュータに接続する 


[ USB インタフェースケーブルを使用します] 



(主•ケ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの追加ウイザード』 
から行います。初めてプリンタドライバをセットアップするときは、『プリ 
ンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』からはセットアップできません。 
すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


7 プリンタの電源を rONJ にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時 
接続されていないことをご確認ください。 



Windows 98 を起動します。 

ム すでに Windows 98 が起動している場合は、 
再起動してください。 

〇 『新しいハードウェアの追加ウィザード』が 
^ 表示されたら、『次へ』をクリックします。 
※『新しいハードウェアの追加ウィザード』 
画面が表示されない場合は、 USB インタ 
フェースケーブルを接続し直してくださ 
し''。接続し直しても画面が表示されない 
場合は、16へ進みます。 


ドウ j : アの追加ウィザード 


検索方法を逞択してください。 

Iff 『*1甲衍パ1 ’ I こ J 

r 特定のて dj ドテ(ノ — ks 作成し' インス 


<戻;*へ> ] I キゃンセル| 


4 『使用中のデパイスに最適なドライパを検索 
する（推奨)』を選択し、『次へ』をウリツ 
クします。 




5 プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットし、『検索場所の指定』のみ 
にチェックして、 rD :¥ Driver ¥ SU ¥ Win 98 J 
と入力し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


新 UV トドウ I アの追加ウィザ-ド 



次のデパイス用のドテ f バファイルを検索します0 
Oki USB Driver 


し W7 八1スし嵌迎なトフ "1 / ン入卜~ル g ©辛1届 7J> (:で3 ： し/こ 

のドライパを逞択するには、展る]をクしてくだ？い。じ欠へ]宅 
9クすると•樹号します。 

ドライパ®ぁ5垠所： 

. 〇*) D：¥USBDRT7¥OPUSBCLO.INF 


6 



USB ドライパが見つがつたことを確認し、 
『次へ』をクリックします。 


『必要なソフトウエアがインストールされま 
した』で、『完了』をクリックします。 



Bps 媽 |r 宽7；1 —キャンセル| 




8 

9 


再度『新しいハードウエアの追加ウィザー 
ド』が表示されるので、『次へ』をクリック 
します。 


『使用中のデパイスに最適なドライパを検索 
する（推奨)』を選択し、『次へ』をクリツ 
クします。 



7/?プリンタドライパ CD - ROM が CD - ROM ド 
_リ ライブへセットされていることを確認し、 
『検索場所の指定』のみにチェックして、 
rD :¥ Driver ¥ SU ¥ Win 98 J と入力し、『次へ』 
をクリツクします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 





11 『次へ』をクリックします。 


in 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
* ^ を確認し、『次へ』をクリツウします。 


In テストページを印刷する場合は『はい（推 
' ^ 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をウリツクします。 


(注.，) 


途中で『ディスクの挿入』が表示され 
た場合は、 『0 K 』 をクリックし、 CD - 


ROM ドライブに Windows 98 の CD - 


ROM をセットし、「ファイルのコピー元」 
に、 「 D :¥ Win 98」 と入力し、 fOK 』 を 
クリックします。 （ Windows 98 がプリイ 
ンストールされた環境においては、 CD - 
ROM の内容がハードディスクに保存さ 
れていますので、「ファイルのコピー元」 
に、該当するハードディスクの場所を指 
定し、 『0 K 』 をクリックします。） 


14 『完了』をウリツクします。 


1 C 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
' ^ 作成され、セツトアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


『新しいハードウ I アの追加ウイザード』画面が表示されない場合 




iC 『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンで 
/クリックし、『プ□パティ』を選択します。 

17 『デパイスマネージャ』タブを開きます。 

y P 『その他のデバイス』で 『OKI MICROLINE 
/ 〇 8480 SUJ を選択し、『プ□パティ』をウリツ 
クします。 


Q 『ドライパの再インストール』をクリックし 
よ9 〇 




of) 『デパイスドライパの更新ウィザード』画面 
ムリ が表示されたら、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




Oi 『現在使用しているドライパよりさらに適し 
たドライパを検索する（椎奨)』を選択し、 
『次へ』をクリックします。 



〇〇 プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットして、『検索場所の指定』に 
チェックし、 『 D :¥ Drive 「¥ SU ¥ Win 98』 と 
入力して、『次へ』をクリッウします。 



〇〇 USB ドライパが見つがったことを確認し、 
『次へ』をウリツクします。 




『インストールが完了しました』で、『完了』 
L ’ をクリックします。 

O / T『USB Printing Support プ□パティ』画面 
で『閉じる』をウリツクします。 


OC 『新しいハードウエアの追加ウィザード』画 
^ 面が表示されたら、『次へ』をクリックしま 
す。 


88 



































































3 ホストコンピュータに接続する 



««方法««抗し KJKO。 


| 幸甲中屮ギ_バ r.1 : 'iSflfit；. ijiJa; 


製奢*綱 1 '心ス 


07 『使用中のデパィスに最適なプリンタドラィ 
パを検索する（推奨)』を選択し、『次へ』 
をクリツクします。 





<齡 但) 

- - - 


1 次へ〉 1 

キャン t ル1 


--- 




〇〇 プリンタドライパ CD - ROM が CD-ROM 
乙 Q ドライプへセットされていることを確認 
し、『検索場所の指定』にチェックし、 
『 D :¥ D 「 iver ¥ SU ¥ Win 98』 と入力して、『次 
へ』をクリックします。 


f)Q 『次のデパイス用のドライパファイルを検索 
します』と表示されたら、『次へ』をクリツ 
クします。 


Of\ 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
リリ を確認し、『次へ』をクリックします。 

Oi テストページを印刷する場合は『はい（推 
レ/奨)』を、印刷しない場合は『いいえ』を選 
択し、『完了』をクリックします。 



(注•づ 


途中で『ディスクの挿入』が表示され 
た場合は、 『 OK 』 をクリックし、 CD - 


ROM ドライブに Windows 98 の CD - 


ROM をセットし、「ファイルのコピー元」 
に、 「 D :¥ Win 98」 と入力し、 『 OK 』 を 
クリックします。 （ Windows 98 がプリイ 
ンストールされた環境においては、 CD - 
ROM の内容がハードディスクに保存さ 
れていますので、「ファイルのコピー元」 
に、該当するハードディスクの場所を指 
定し、 『 OK 』 をクリックします。） 


32 

33 


『完了』をクリックします。 

『システムのプ□パティ』画面で 『0 K 』 を 
クリツクします。 


これでセツトアップは終了です。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 



㈣ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの追加ウイザード』 
から行います。『新しいハードウエア』が検出されない場合は、『プリンタの 
追加』からセットアップしてください。 

すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


『新しいハードウエアの追加ウイザード』からのセットアップ 


7 プリンタの電源を 「 ON 」 にします。 

※リ巳巳インタフエースケーブルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 


〇 Windows 98 を起動します。 

^ すでに Windows 98 が起動している場合は、 
再起動してください。 



『新しいハードウェアの追加ウィザード』が 
表示されたら、『次へ』をクリックします。 


新 UV トドウ： t アの追加ウィザ—ド 



検索方法 6 iBRUXsa \> _ 

f ^ 中 C 7 ■バイスハ MS 幸れ| 

r 择定®場所»5すベ碑ドテ(伽一 Wt 成し' インス 
トル？5ドラ辦迦号5 


4 『使用中のデパイスに最適なドライパを検 
索する（椎奨)』を選択して『次へ』をクリツ 
クします。 


<戻5坦> [次へ〉 ] | キ V ンセル .I 



5 プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセツトして、『検索場所の指定』に 
チェックし、 『 D : ¥ D 「 iver ¥ SU ¥ Win 98』 と 
入力して、『次へ』をクリッウします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




新 UV W ドウ I アの追加ウィザ—ド 





OKI MICROLINE 8480SU 


折 UV W ドウ I アデ; WTJ ご必要なゾ7 K 7 I アが* f ンストルされまし 


プリンタドライパが見つかったことを確認 
^ し、『次へ』をクリックします。 


7 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
を確認し、『次へ』をクリックします。 


〇 テストページを印刷する場合は『はい（推 
^ 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 

選択し、『完了』をクリックします。 



途中で『ディスクの挿入』が表示され 
た場合は、 『 OK 』 をクリックし、 CD - 


ROM ドライブに Windows 98 の CD - 


ROM をセットし、「ファイルのコピー元」 
に、 「 D :¥ Win 98」 と入力し、 『 OK 』 を 


クリックします。 （ Windows 98 が'プリイ 
ンストールされた環境においては、 CD - 
ROM の内容がハードディスクに保存さ 


れていますので、「ファイルのコピー元」 


に、該当するハードディスクの場所を指 
定し、 『 OK 』 をクリックします。） 


Q 『完了』をクリックします。 





麵 



芫7 




— 



in 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
1 ^ 作成され、セツトアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



『プリンタの追加』からのセットアップ 

1 

プリンタとコンピュータを接続し、プリン 
夕の電源を入れます。 

« USB インタフェースケープルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 

2 

コンピュータの電源を ON にして、 Win - 
dows 98 を起動します。 

3 

『スタート』一『設定』一『プリンタ』を選 
択します。 





^ 争照して互痴 M *5 ■プリン娜択してく : W 


一., プリンインスト-ルデ•(ス wrnon ® 塌合 
塌含 8 、力 " 4 n 


4 『プリンタの追力□』をダブルウリツクしま 
す。 


5 『プリンタの追加ウイザード』画面が表示さ 
れたら、『次へ』をクリックします。 


C 『□—カルプリンタ』を選択し、『次へ』を 
^クリックします。 


7 製造元のプリンタリストが表示されたら、 
『ディスク使用』をクリックします。 


製》元 《): _ブリン S © : 


fits 印 

Apple 

APTi 

1 

AGFA-AccuSet 1000SF v 2013.108 
AQFA-AccuSet 1000 SF v52.3 

1 

AST 

AT&T 

Brother 

Bull 

z\ 

AGFA-AccuSet 1500 

AGFA-AccuSet 1500 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 800 



[f <ス51 拥4¢ 


く 寂© I 次へ > | 
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3 ホストコンピュータに接続する 


ディスクからインストル 




デバイスの製适元が配布するインストー 
ルディスクを指定したドライゴに入れ 
て、 [0K] をクリックしてください0 


配布 ファイルのコビー 元： 


|D:¥Driver¥SU¥Win98 

つ 


|r ok i] 

¥ ヤンセル T 

#PS(B)... | 


8 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イプへセットし、『製造元ファイルのコピー 
元』に 『 D :¥ D 「 iver ¥ SU ¥ Win 98』（ CD-ROM 
ドライプが D : の場合）と入力し、 『 OK 』 を 
クリツクします。 



Q 『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が 
リ 表示されますので、セットアップするプリ 
ンタを選択し、『次へ』をクリックします。 

) 途中で『ディスクの挿入』が表示され 
V ’ た場合は、 『 OK 』 をクリックし、 CD - 
ROM ドライブに Windows 98 の CD - 
ROM をセットし、「ファイルのコピー元」 
に、 「 D :¥ Win 98 j と入力し、 『 OK 』 を 
クリックします。 （ Windows 98 がプリイ 
ンストールされた環境においては、 CD - 
ROM の内容がハードディスクに保存さ 
れていますので、「ファイルのコピー元」 
に、該当するハードディスクの場所を指 
定し、 『 OK 』 をクリックします。） 




in 『利用できるポート』から 『 lpti :』 を選択 
し、『次へ』をウリツクします。 



11 『プリンタ名:』に表示されるプリンタの名 
* * 前を確認し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




テストページを印刷する場合は『はい（推 
奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をウリツクします。 


(注.，) 


途中で『ディスクの挿入』が表示され 
た場合は、 『0 K 』 をクリックし、 CD - 


ROM ドライブに Windows 98 の CD - 


ROM をセットし、「ファイルのコピー元」 
に、 「 D :¥ Win 98」 と入力し、 『 OK 』 を 
クリックします。 （ Windows 98 がプリイ 
ンストールされた環境においては、 CD - 
R 0 M の内容がハードディスクに保存さ 
れていますので、「ファイルのコピー元」 
に、該当するハードディスクの場所を指 
定し、 『 OK 』 をクリックします。） 



iQ 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
1 ^ 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをクリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プロパティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 



用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 


參特別な用紙サイズを使ラ場合、ユーザー定義サイズを 
選択し、用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格およ 
び印字範囲」の範囲で使用して<ださい。 

•用紙の長さは1/6インチ単位で設定して < ださい。 


(注/) 


0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 
1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 


【ユーザー定義サイズダイアログ】 



『550 - i ] [550 

長さ ( L >: |700 -M [700 


] 「単位—— 

r aoi ィ : 

](T 0.1 


OK ] キやル」既定値に戻す®」 


•複数のユーザ定義サイズの用紙を使いたい場合、プリン 
タドライパをユーザ定義サイズごとにインストールして 
ください。ドライパの名前にサイズ名を指定すれば、ド 
ライパの切り替えで使用できます。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

• 前カツトシートフイーダ 
• 後カツトシートフイータ' 

• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 



• 給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出してください。 


用 SMI 絲 ffl オプション 


B 出8匿®: 


|^定なし J 



【詳細オプションダイアログ】 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出方法になります。 
• テープル：テーブル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 


0 K ] _キゃンセル ー| 一 既定値に戻す迫）」 
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3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプションタブでの設定 




印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

•高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 
•高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 
•高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
•高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

• 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
V 定が優先されます。そのため、確実に印字 

速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字パターンのドットを間 
引き、高速で印字を行うため、高密度印字(通 
常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


•フォントの 指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 〔Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕 、 〔Roman (1 Ocpi) 〕、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


Windows95 環境で使用する 


參プリンタの設定 


Windows 95 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻して 
ください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（156ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 

Windows 95日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 



か） 日本語版以外の OS には対応していません。 


•プリンタドライバのセットアップ 


(注.う • 


Windows 95 では、 USB インタフエースをサボートしておりません。従って、 
USB インタフエースケーブルでのご使用はできませんので、[パラレルイン 
タフエースケーブルをご使用の場合]に従ってセットアップしてください。 
Windows 95 のバージョンによってセットアップ手順、画面表示などが異なり 
ます。 Windows 95 のパージョンは「マイコンピュータ」アイコンを右ボタン 
でクリックし、「プロパティ」を選択すると表示されます。パージョンを確 
認の上、セットアップを行ってください。 

プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関す 
る補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 


セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

Windows 95 日本語版オペレーティングシステム （ CD - ROM もしくはフロッピーディスク) 


なお、説明の中ではフロッピーディスクのドライブ名は A : 、 CD - ROM のドライブ名は D : を 
例にしています。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 



㈣ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエア』から行います。 
『新しいハードウエア』が検出されない場合は、『プリンタの追加』からセッ 
トアップしてください。 

すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


Windows 95 のバージョンが4.00 .950 または4.00 .950 a の場合 



プリンタの電源を roNj にします。 

※リ巳巳インタフェースケープルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 


^ Windows 95 を起動します。 

^ すでに Windows 95 が起動している場合は、 
再起動してください。 



3 


『新しいハードウェア』画面が表示された 
ら、『ハードウェアの製造元が提供するドラ 
イパ』を選択し、 『0 K 』 をクリックします。 

(注/)『デバイスドライバウイザード』が 
表示された場合は 「4.00.950 B また 
は 4.00.9500 の場合」 （99 ぺージ） 
の手順にしたがってください。 



4 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブへセットして、「配布ファイルのコピー 
元：」に 「D : ¥ Driver ¥ SU ¥ Win 95 J と入 
力し、 『0 K 』 をクリックします。 



5 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
を確認し、『次へ』をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




2個のオフ''シ、、工外 


テストページを印刷する場合は『はい（推 
^ 奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 

選択し、『完了』をクリックします。 


(注/) 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場 
合は、 [OK] をクリックし、 CD-ROM ドライ 
ブに Windows95 の CD-ROM をセットし、 


「ファイルのコピー元」に、 「D:¥Win95」 
と入力し、 『0K』 をクリックします。（才 
ペレーティングシステムがフロッピーデイ 


スクの場合は、指定されたディスク (Disk 
XX)をフロッピーディスクドライブへセッ 
卜し、「ファイルのコピー元」に 「A:¥」 と 
入力し、 『0K』 をクリックします。） 



7 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
作成され、セットアップは完了となります。 


Windows95 のバージョンが4.00 .950B または4.00.9500の場合 



2 

3 



このデバ''イス用のドテ< ハ''^見つか 1 げせんでした。 

卜，〇作ここ c インストルしない埔合は、[完了]をクリックします。自 
分でドライハそ検索する里合は、[埸所の指定]を如•力します。自 
肋検索を始めるには、[民る]を押じ t ください。 



4 


プリンタの電源を roNj にします。 

Windows 95 を起動します。 

すでに Windows 95 が起動している場合は、 
再起動してください。 

『デパイスドライパウィザード』が表示され 
たら、『次へ』をクリックします。 

『場所の指定』をクリックします。 


く戻る伯）」:’ 完了 | _4_ン©レ」 



5 


プリンタドライパ CD - ROM を CD - ROM ド 
ライプへセツトして、「場所」に 「 D : 
¥ Driver ¥ SU ¥ Win 95 j と入力して、 [0 KJ 
をクリツクします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 




6 


プリンタドライパが見つかったことを確認 
し、『完了』をクリックします。 



7 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前 
を確認し、『次へ』をクリックします。 



〇 テストページを印刷する場合は『はい（推 
〇奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』を 
選択し、『完了』をウリックします。 

^途中で『ディスクの挿入』が表示された 
、'王•ノ場合は、 『0K』 をクリックし、プリンタ 
ドライバ CD-ROM が' CD-ROM ドライブへ 
セットされていることを確言忍し、「ファイノレ 
のコピー元」に、 「D:¥Driver¥SU¥Win95」 
と入力し、 『0K』 をクリックします。 

さらに『ディスクの挿入』が表示された場 
合は、 『0K』 をクリックし、 CD-ROM ド 
ライブに Windows95 の CD-ROM をセット 
し、「ファイルのコピー元」に、 「D:¥Win95」 
と入力し、 『0K』 をクリックします。（才 
ペレーティングシステムがフロッピーディ 
スクの場合は、指定されたディスク (Disk 
XX)をフロッピーディスクドライブへセット 
し、「ファイルのコピー元」に 「A:¥」 と 
入力し、 『0K』 をクリックします。） 



Q 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
口 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

使用する用紙サイズなどの設定は『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンをウリツ 
クし、『プリンタ』メニューの『プロパティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 _用紙サイズ 



用紙サイズを選択します。 

•特別な用紙サイズを使ラ場合、ユーザー定義サイズを選 
択し、用紙の幅と長さを設定します。「用紙規格および 
印字範囲」の範囲で使用して<ださい。 

•用紙の長さは1/6インチ単位で設定してください。 


(注.，) 


0 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 
1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと 0 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 


【ユーザー定義サイズダイアログ】 


定義サイス •' 



1550 

g [550 - 4201 ] 

r 001インチ (p 

長さ ( L ): 

■700 

^ j ][ 700 .. 4201 ] 

0.1 ミ! KM ) 




キセンル」 


標準に戻す ( B ) 


•複数のユーザ定義サイズの用紙を使いたい場合、プリン 
タドライバをユーザ定義サイズごとにインス I 'ールして 
ください。ドライバの名前にサイズ名を指定すれば、ド 
ライパの切り替えで使用できます。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

•前カツトシートフイーダ 
• 後カツトシートフイーダ 
• フロントトラクタフイーダ 
• リアトラクタフイーダ 

争給紙方法を切り替えるときは印刷済みの用紙を排出して<ださい。 

【詳細設定ダイアログ】 

単票用紙の排出方法を指定します。 

指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出方法になります。 
テーブル：テープル側に排出します。 

スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 


排出方法(巨)： I 指定なし 


mmm 





_ | _ ンセル_樘準に戻す®> 
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3 ホストコンピュータに接続する 


デバイスオプションタブでの設定 




印刷品質 

印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 

• 高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 
• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

• 印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の設 
V ’ 定が優先されます。そのため、確実に印字 
速度を指定したい場合はプリンタ本体の設 
定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速度 
は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

品 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


• 高速印字では、文字バターンのドットを間 
引き、高速で印字を行うため、高密度印字 
(通常印字）に比べ、文字が薄く見えます。 


•フォントの 指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


WindowsNT4.0 環境で使用する 


參プリンタの設定 


WindowsNT 4.0 から印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻 
してください。他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化する」（156ページ）を参照してください。 

參プリンタドライバの動作環境 


Windows NT Se 「 ve 「4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0 日本語版の動作す 
るコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタフエースを搭 
載している機種 



0主.う 日本語版以外の OS には対応していません。 


參プリンタドライパのセットアップ 

(注./) • WindowsNT 4.0 では、 USB インタフエースをサボートしておりません。従って、 

、 USB インタフエースケーブルでのご使用はできませんので、[パラレルイン 

タフエースケーブルをご使用の場合]に従ってセットアップしてください。 

• Administrator の権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 

• プリンタドライバ CD - ROM の Readme . htm / txt には、プリンタドライバに関す 
る補足情報および最新情報が記載されていますので、必ずお読みください。 

セットアップには、次のものをご用意ください。 

プリンタドライパ CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

WindowsNT Server 4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0日本語版オペ 
レーテインヴシステム （ CD - ROM ) 

なお、説明の中では、 DOS/V PC で WindowsNT Workstation 4.0 日本語版を使用し、 CD - 
ROM のドライブ名を D : とします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


[パラレルインタフェースケーブルを使用します] 



(注.，) 


プリンタドライバのセットアップは『プリンタの追加』から行います。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピュータの管理者 


の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに OKI MICROLINE SU プリンタドライバがセットアップされている場合 
は、削除してからセツトアップしてください。 


7 プリンタウィザードを起動させます。 

『マイコンピュータ』->『プリンタ』—『プ 
リンタの追力！]』で起動します。 



利用 =T 能なホ H 吵 


r-h 

説明 

フツン 5 -1 

l^lidniHI 

Local Port 


□ LPT2： 

Local Port 

J 

□ LPT3： 

Local Port 


□ COM1: 

Local Port 

z\ 

门 nnM> 

1 nral PnKt 

ホ t 卜の追加 (p... 1 

ホ。-卜の楢成 <£).- g 

厂 T)'A フ•ールを 有 幼にする © 


<戻る(旦) 


一次へ⑽〉 


-キャン 12 ；レ J 


2 

3 


” ン 5 の製适元とモテ％をク ! w してください。フ ” ン 5 にインストルテ '' イスりが付属じ a 1 る埸合 
に嘱合 1 わ獅 & 戀 


4 


製造元 (M): 


フ辦©: 


アツ r 「 レコンヒ只 

アフ。ティ 
アルフプ電気 
fl シオ電子ェ菓 
ヰヤノン 

キュー I ム .1 ス.シ W ノ 






Apple Color LaserWriter 12/600 J 

Apple LaserWriter 16/600 PS-J 
Apple LaserWiter II NTX-J 
Apple LaserWriter Pro 400 
Apple LaserWriter Pro 405 
Apple LaserWHter Select 610 


I ： スウ ff 用砂 


_< 戻る ( g ) 欠へ⑽ > 」—キヤンせル j 


『このコンピュータ』をチェックし、『次へ』 
をクリックします 

接続ポートを選び、『次へ』をクリックしま 
す。 


『ディスク使用』をウリツクします。 



5 


プリンタドライパ CD-ROM を CD-ROM ドラ 
イブへセットして、『配布ファイルのコピー 
元』を 「D:¥Drive「¥SU¥Nt40」 と入力し、 
『0K』 をクリックします。 
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3 ホストコンピュータに接続する 



フ 7 イル(£〉編集⑥表示汹〜げ出） 

画 


フ，ンタの 追加 

Ok! i 

MICROLINEi 

8480SU j 

2 涸のオフ'外 

A 


6 プリンタの機種名を選びます。 

7 引き続き、画面に表示される指示にしたがつ 
て、適切な項目を選びます。 

ファイルのコピーが開始されます。 

途中で、『ディスクの挿入』が表示された 
場合は、 『0K』 をクリックし、 CD-ROM 
ドライブに WindowsNT 4.0の CD-ROM 
をセットし、「コピー元」に、 「D:¥i386」 
と入力し、 『OK』 をクリックします。 

〇 『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが 
^ 作成され、セットアップは完了となります。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


•印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプ□パティで表示されます。 



給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。 
給紙方法で「自動選択」を指定したとき、 
同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り 
当てないでください。 


ぺージ設定タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプ□パティで表示されます。 
アプリケーションによっては、「ページ設定」タブでの設定より、アプリケーションソフト 
の用紙設定での設定内容が優先されます。 


OKI MICROLINE 8480SU の既定のドキュメントのプロノ {テイ 


詳細| 

用紙サィス免): 

給紙方法®)自觔逞折 


印刷の向き① 


|a| ■縦 (£) 

1 a^| r mo 



用紙サイズ 


用紙サイズを選択します。 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

• 手差し 

• 前カツトシートフィーダ 
• 後カツトシートフィーダ 
• フロントトラクタフィーダ 
• リアトラクタフィーダ 
• 自動選択 

• 「自動選択」のまま印刷すると、デバイス 
の設定タブで、同じ用紙サイズが割り当て 
られている給紙方法で印刷します。同じ用 
紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられ 
ていない場合、手差しで印刷します。 
參給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの 
用紙を排出してください。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


詳細タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタのプ□パティで表示されます。 


OKI MICROLINE 8480 SU の既定の卜'' ヰ: >メントのプロ;《ティ 


1 S 定詳細 


白..ぬ用紙/出力 

: . 0用紙サイス， < A 4> 

@印刷の向き: <縱> 

^ . m 給紙方法:く自助遥択〉 

日_クぅフ功ス 

[〇]解像度: <180 x 180〉 
q ；(» 卜''ヰ:！; r ノトのオフ •' ン3ン 

私 ハつトンカラ-の調整... 
^用紙/出力:く 指定な し〉 




□ 印刷品質:く 高密度(兩方向印字)〉 



<p 



変更したオフ％：/^1こ戻す (LP | 


ラスタ ■ ドライバ、、のハしン'、ン■哪 .. | 



r 用紙/出力 

単票用紙の排出方法を指定します。 

• 指定なし：プリンタの操作パネルで設定した排出 
方法になります。 

• テーブル：テープル側に排出します。 

• スタツカ：シートスタツカ側に排出します。 


-印刷品質 

印刷の品位を選択します。 


高速（片方向印字） 
高速（両方向印字） 
高密度（片方向印字) 
高密度（両方向印字) 


片方向で高速に印刷します。 
両方向で高速に印刷します。 
片方向で高密度に印 Si| します。 
両方向で高密度に印 Si| します。 



㈣ • 


印字速度はプリンタ本体(操作パネル）の 
設定が優先されます。そのため、確実に 
印字速度を指定したい場合はプリンタ本 
体の設定を変更してください。 

各設定項目を組み合わせた場合の印字速 
度は以下の表の通りとなります。 



印字データの 
種類 

プリンタ本体の設定 

通常印字 

高速印字 

印 

刷 

□□ 

質 

高密度 

内蔵フォント 

通常印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 

高速 

内蔵フォント 

高速印字 

高速印字 

イメージデータ 

通常印字 

高速印字 


•高速印字では、文字バターンのドットを 
間引き、高速で印字を行うため、高密度 
印字(通常印字）に比べ、文字が薄く見え 


ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


カスタム用紙サイズの設定 



任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 




7 『マイコンピュータ』-『プリンタ』-『ファ 
イル』-『サーパーのプロパティ』を選択し 
ます。 

〇 『用紙』タブで『新しい用紙を作成する』を 
^ チェックし、寸法を入力します。入力後、『用 
紙の保存』をクリックします。「用紙規格お 
よび印字範囲」の範囲で使用してください。 
「用紙規格および印字範囲」の範囲外で用紙 
サイズを作成しても、プリンタドライパで 
選択することはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して < ださい。 


(注.，) 


〇 S 側の設定が1/6インチ単位のため、 
1/6インチ単位以外に設定した場合に 
は実際の用紙サイズと〇 S 内部で管理 
している用紙サイズに差が生じます。 
そのため、思いどおりの印刷結果が得 
られない場合があります。 


^作成した用紙が『用紙』一覧に表示されます。 


•フォントの指定 

•本機種においては、〔明朝〕、〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵）倍角 〕 [Courier 
( lOcpi )〕 、 〔 OCR - B ( IOcpi)〕、〔Roman ( lOcpi)〕 、 〔SanSerif ( lOcpi )〕 の 8 種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに近いフォン 
卜が表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致しないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝（内蔵）〕、〔明朝倍角〕と〔明朝（内蔵)倍角〕は、それぞれ同じ字体となります。 

通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝（内蔵)倍角〕は、〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕の縦横2倍） 
の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定すると、プリンタフォントは TrueType 等の 
フォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定することをお勧めし 
ます。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


DOS 環境で使用する 

市販のアプリケーションソフトウエアのほとんどのものに、使用するプリンタを選択する 
項目があります。 

印刷する前に、以下の優先順位に従って選択します。 


3 

^±c. 


優先順位 

プリンタ名 

1 

MICROLINE 8480 SU 

2 

ESC/P 24- J 84 

3 

VP - 1000/3000 

4 

ESC/P 24- J 83 

5 

VP 135 K /130 K 


〇主ぅ • 


プリンタの選択方法は、それぞれのアプリケーシヨンソフトウェアにより異 
なります。具体的な選択方法は、アプリケーシヨンソフトウェアのマニユア 
ルを参照してください。 

アプリケーシヨンソフトウェアによっては、正常に印字が行えない場合や、 
印字結果が異なる場合があります。 

アプリケーシヨンソフトウェアによっては、本プリンタの機能の一部がサ 
ポートされていない場合があります。 


封筒角形2号横のご使用について 

封筒角形2号横はカットシートフィーダに対応しておりません。そのため、カットシート 
フィーダを使用して封筒角形2号横を印刷させることはできません。 

プリンタドライパにおいても封筒角形2号横とカットシートフィーダの組み合わせは指定 
できないように開発を行っておりますが、各 OS の仕様により以下の動作となります。 

• Windows 95/98/ Me のプリンタドライパ設定においては、カットシートフィーダと封 
筒角形2号横を組み合わせて設定すると仕様外である旨の警告画面が表示されますの 
で、封筒角形2号横で印刷する場合は手差しに設定し直してください。 

警告を無視してカットシートフィーダと封筒角形2号横を組み合わせて設定することも 
可能ですが、プリンタの仕様範囲外の印刷となりますので正常な印刷は保証できません。 

• WindowsNT 4.0 のプリンタドライパ設定においては、カットシートフィーダと封筒角 
形2号横を組み合わせて指定することが可能ですが、プリンタの仕様範囲外の印刷とな 
りますので正常な印刷は保証できません。 


• Windows 2000 / XP / Serve 「 2003 / Vista のプリンタドライパ設定においては、カツトシー 
トフィーダと封筒角形2号横を組み合わせて指定することはできません。 
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3 ホストコンピュータに接続する 


(MEMO) 
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用紙の取り扱い 


いろいろな用紙をプリンタにセットします〜 




4 用紙の取り扱い 


単票をセットする 


•単票のセット 



電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

連続紙がセットされているときは、印字済みの用紙を切り取って 
退避させるか、排出してください。 

詳細は、「連続紙の排出方法」（119ページ）を参照してください。 


2 


「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。オフ 
ライン状態で「用紙モード/高複写」スイッチを押して、 
" テサシ"にします。 


へ 

I 紙モード 

軒 

約2秒後に用紙モードを切り替えます。 


才 

ン 

ラ 

ィ 

ン 





ヅ 

ヴ 

シ 

、' 

B 

ゥ 


テ 

サ 

シ 















? シートガイドを単票の左端位置にセットします。 

• 目盛の「一文字目」の位置が1文字目の中心になります。 

• 目盛上の「▽」の位置にすれば、用紙左端より約 6 mm の位置 
から印字を開始します。はがき，名刺サイズはこの位置で使用 
してください。 

•封筒を使用する場合、封筒のフラップ（のり付け部）への印字 
を避けるため、フラップの大きさに合わせてシートガイドを調 
整してください。 

• 書式の印刷をする場合は、シートガイドを右に突き当てて固定 
してください。 


(注/) 


はがきおよび名刺サイズを使用するとき、「▽」マーク 
より左へ移動して使用すると、斜めに吸入される場合が 
あります。 
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4 用紙の取り扱い 



(注.，) 


封筒を使用する場合、用紙厚の調整は必ずマニュアル 
ギャップ調整で行ってください。「用紙の厚さに応じた 
調整方法」 （123 ぺージ）を参照してください。 


4 用紙は印字する面を表にして、左端をシートガイドに合わ 
せて、そのまま奥に軽く突き当たるまでまっすぐ差し込み 
ます。 


約2秒後に単票が自動的に吸入されます。（メニューに設定され 
た待ち時間に従って吸入されます） 

用紙がセットしにくい場合は用紙の後端を持ってまっすぐ差し込 



• 用紙を斜めにセツトするとそのまま斜めに吸入され 
ますので、シートガイドに沿わせてまっすぐ差し込 
んでください。 

• 複写紙など厚い紙の場合は、自動的に吸入されるま 
で奥に軽く突き当ててください。 

複写紙のテーブル排出も可能ですが、印字により用 
紙下端が力ールし、排出時、折れやジャムが発生す 
る場合があります。このような場合はシートスタツ 
力に排出してください。 

• 封筒はフラツプ部を折り返さずに使用してください。 

• プリンタ後部のシートスタツカ容量は用紙厚にして 
8 mm 程度（連量 55 kg 紙で100枚程度）です。印刷済 
みの用紙をシートスタツカにためすぎないでくださ 
い。総紙厚が 8 mm 程度になったら、たまった用紙を 
取り除いてください。用紙ジャムの原因になります。 




















4 用紙の取り扱い 


•単票の排出方法 

単票がプリンタ内部に残っている場合は、次の手順で単票を排出します。 




「印字可」 スイッチを押し、オフラインにします。 


2 


「改頁/高速印字」スイッチまたは「用紙口ード/排出 

方向」スイッチを押します。 

用紙が設定された方向に自動的に排出されます。 



用紙口ード 

または钟 


•単票排出方向の切り替え 

単票の排出方向を、テーブル側またはシートスタツカ側に切り替えられます。 
単票手差しモード，自動給紙モードで別々に指定できます。 



「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


2 


「用紙口ード/排出方向」 スイッチを押します。 

「排出方向」ランプが点灯している場合はテーブル側へ、消灯し 
ている場合はシートスタツカ側へ排出します。 


用紙口-ド 

軒 


㈣ • 


電源スイッチを 「 OFF 」 にするとメニュー設定の排 
出方向に戻ります。恒久的に設定する場合は、メ 
ニュー設定を変更してください。 

用紙の長さが 297 mm ( A 4 サイズ縦方向）を超える用 
紙の場合、テーブル排出時は用紙が落ちることがあ 
ります。排出方向をシートスタッカ側に設定するこ 
とをお奨めします。 
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4 用紙の取り扱い 


連続紙をセットする 

•連続紙のセット 


2 


電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

シートスタッカ上に単票が残っているときは、取り除きます。 
連続紙送りの妨げになります。 


「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。オフ 
ライン状態で 「用紙モード/高複写」 スイッチを押して 
"フロントトラクタ"を選択します。 

約2秒後に用紙モードを切り替えます。 


用紙モード 




B 

ゥ 

シ 


ナ 

シ 


フ 

□ 

ン 

卜 

卜 

ラ 

ク 

夕 


B 

ウ 

シ 

ヲ 


セ 

ツ 

卜 

シ 

テ 

ク 

夕 


サ 

イ 



テーブルを開きます。 
〒—ブル 
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4 用紙の取り扱い 


4 


左側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、横方向の 
印字位置を合わせます。位置を合わせたら、ロックレバー 
を下げて固定します。 


• 目盛上の「▼」および菱形の孔の中心が、横方向の1文字目の 
中心になります。 

• 書式の印刷をする場合、右端に突き当てます。 



5 


右側のピントラクタのロックレバーを開放し、連続紙の幅 
に合わせて移動します。 


シートガイドは左右のピントラクタの中央に移動します。 
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4 用紙の取り扱い 


6 


左右のピントラクタカバーを開いて連続紙をセットし、ピ 
ントラクタカバーを閉じます。 


(注づ 


左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置がず 
れないように注意してください。 


ピントラクタカバー 



7 


右側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、ロックレバー 
を押し下げて固定します。 



連続紙の張り過ぎやたるみ過ぎがないように注意してく 
ださい。 


連続紙のスプ□ケット孔に対する 
スプロケットピンの位置 


© 


© 

(§) 

© 

(S) 


x 〇 


(3 

0 

X 
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4 用紙の取り扱い 


Q テーブルを閉じ、 「用紙ロード/排出 方向」スイッチを 
^押します。 


1行目印字位置まで連続紙が自動的に送られ、「印字可」ランプ 
が点灯します。 



(注.，) 連続紙が途中でつまってしまったときは、つまった連続 
紙を取り除き、再度セットし直してくださし、。 


(注/) 


連続紙の置きかた 

• プリンタを置く机の高さは、 75 cm を目安にしてください。 

•連続紙は、用紙走行経路に沿って、プリンタと平行に置いてください。左 
右方向のずれは、 3 cm 以下にしてください。 

• プリンタの前部と机の縁を合わせてください。 

• プリンタの後部は印字後の用紙スペース確保のため、壁から 60 cm 以上離し 
てください。 

• インタフェースケープルや電源コードが用紙と干渉しないようにしてくだ 
さい。 


60 cm 以上 
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•連続紙の排出方法 


4用紙の取り扱い 


印刷が終わった連続紙は、次の手順で排出します。 

♦印刷済の連続紙を切り取るとき 



「印字可」ランプが点灯している状態で、「機能切替/用 
紙カツト」スイッチを押します。（フロントカットモード) 


連続紙がシートスタツカ側に繰り出されます。 



2 


連続紙をミシン目から切り取ります。 



3 


もう一度「機能切替/用紙カツト」スイッチを押します。 

連続紙が元の位置に戻ります。 


機能切替' ■ 
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4 用紙の取り扱い 


♦連続紙を外すとき 


1 「印字可」 ランプが点灯している状態で、 「機能切替/用 
# 紙カツト」 スイッチを押します。 

連続紙がシートスタッカ側に繰り出されます。 
r 

機能切 

用^ 


連続紙をミシン目から切り取ります。 



3 


もう一度 「機能切替/用紙カツト」 スイッチを押します。 

連続紙が元の位置に戻ります。 



4 


「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 

印字可ランプが消灯します。 


印字可 
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4 用紙の取り扱い 


5 「用紙ロード/排出方向」 スイッチを押します。 

連続紙の先端がピントラクタまで後退します。 


用紙口-ド 



ぐ主ケ 


連続紙の後退量は最高558.8 mm (22 インチ）です。 
558.8 mm (22 インチ）後退しても連続紙先端を検出し 
ない場合は、その時点で後退動作を終了します。 

連続紙の後退動作は、2回 [1117.4 mm (44 インチ）]以 
上連続して行うとジャムが発生する場合があります。 



6 


テーブルを開きます。 


7 


ピントラクタカバーを開き、連続紙を外します。 


ピントラクタカバーおよびテーブルを元に戻します。 


s 

参考 


ピントラクタの手前で連続紙のミシン目を切り取った 
場合は、残りの連続紙はオフライン状態で「改頁/高速 
印字」スイッチを押して排出してください。 
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4 用紙の取り扱い 


単票と連続紙の切り替え 

參単票から連続紙への切り替え 



「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 



〇 「用紙モード/高複写」 スイッチを押し、切り替えたい 
^ 用紙モードを表示させます。 

約2秒後に用紙モードを切り替えます。 

臟モード 




B 

ゥ 

シ 

モ 

— 

卜 



シ 

テ 

ィ 






フ 

□ 

ン 

卜 

卜 

ラ 

ク 

夕 










単票がセツトされている場合は、自動的にシートスタツカ側に排 
出します。 

連続紙がピントラクタにセツトされている場合は、1行目印字位 
置まで自動的に送られます。 


•連続紙から単票への切り替え 

「印字可」 スイッチを押し、オフラインにします。 

2 「用紙モード/高 複写」スイッチを押し、切り替えたい 
用紙モードを表示させます。 

約2秒後に用紙モードを切り替えます。 

臓モード 




B 

ゥ 

シ 

モ 

— 

卜 



シ 

テ 

ィ 






テ 

サ 

シ 















連続紙がセットされている場合は、自動的にピントラクタまで後 
退します。 

プリンタハードウエア設定モードの「パイタイキリカエドウ 
サ」を「カットオクリアリ」にすると、印刷済みの連続紙がプ 
リンタに残っている場合は連続紙をカット位置まで送ります。連 
続紙をミシン目から切り取ったあと「用紙ロード」スイッチを押 
して、連続紙をピントラクタまで後退させます。 
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4 用紙の取り扱い 


用紙の厚さに応じた調整方法 


このプリンタは、セットされた用紙の厚さを自動的に測定して最適な印字圧に調整するオー 
トギャップ調整機能（自動紙厚調整）を備えています。封筒などの用紙の厚さが一様でな 
い用紙を使用する場合、この機能が十分働きません。 

特殊な用紙を使用する場合は、マニュアルギャップ調整（手動紙厚調整）で行ってください。 
マニュアルギャップ調整は、操作パネルでレンジの設定をする他、用紙モード（単票手差 
し モード， フロント CSF モード，リア CSF モード，フロントトラクタモード，リアトラクタ 
モード）で別々にメニューで設定できます。 

卜 、マニュアル ギャップ調整は、プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にするとメ 
ニュー設定の値に戻ります。恒久的に設定する場合はメニュー設定を変更して 
ください。 


「印字可」スイッチを押してオフラインにします。 



2 


オフライン状態で 「用紙モード/高複写」 スイッチを 押 
して、マニュアルギャップ調整を行う用紙モードを選択し 
ます。 
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4 用紙の取り扱い 


〇 次の表から使用する用紙の厚い部分の「レンジ値」を選び 
C ます。 


用紙種類 

レンジ値 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

A 

B 

C 

D 

E 

単 

紙 

連量45〜 70 kg (52-81 g / m 2 ) 

〇 













連量70〜11 0 kg (8 1〜1 28 g / m 2 ) 


〇 












連量110〜 135 kg (128〜156 g / m 2 ) 



〇 











はがき 




〇 










複 

写 

紙 

連量 34 kg 
(40 g / m 2 ) の感圧紙 

2枚 


〇 












3枚 



〇 











4枚 




〇 










5枚 





〇 









6枚 






〇 








7枚 







〇 







8枚 








〇 






用紙全体の厚さ ( mm ) 

0.06 

? 

0.10 

0.10 

? 

0.15 

0.15 

? 

0.20 

0.20 

1 

0.25 

0.25 

? 

0.30 

0.30 

? 

0.35 

0.35 

? 

0.40 

0.40 

1 

0.45 

0.45 

? 

0.50 

0.50 

? 

0.55 

0.55 

1 

0.60 

0.60 

? 

0.65 

0.65 

? 

0.70 


圓 


参考 


—般的なコピー紙（連量 55kg の場合）の用紙厚さは約0.08 mm 
です。官製はがき（連量 163kg 相当の場合）の用紙厚さは約 
0.23 mm です。 


/. ± • 用紙の厚さと異なったレンジ値で使用した場合、用紙送りおよ 

’ び印字ヘッドに不具合を生じるおそれがあります。 

•通常印字モードではレンジ6 (用紙厚さ0.36 mm) まで、高複写 
印字モードではレンジ8 (用紙厚さ 0.48mm) まで設定できます。 
• レンジ A 〜 E も設定できますが、複写紙の印字品位が低下し、文 
字が判読できない場合があります。 
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4 用紙の取り扱い 


4 「機能切替/用紙カット」 スイッチを押しながら 「用 
• 紙ロード/排出方向」 スイッチを押し、設定したいレン 
ジ値を表示します。 


「用紙ロー ド/排出方向」スイッチを押すたびにレンジ値が変わり 



設定が終了すると表示ノヽ°ネルにレンジ値が表示されます。 


才 

フ 
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ン 
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シ 


3 
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シ 









レ 

ン 

シ 

、' 

3 



S 

参考 


「機能切替/用紙カット」スイッチを押しながら「用紙口ード/排 
出方向」スイッチを押したときのレンジ値の変更は、以下のよ 
うになります。 


1回目パネル表不 「マニュアル ギャップ〇レンジ」 
(〇は現在の設定レンジ） 

ここでスイッチを離した場合、設定の変更はしません。 

2回目 「オート」（自動紙厚調整） 

3回目 メニュー〇〇（〇〇はメニューの設定値） 

4回目 現在の設定レンジに1レンジ追加されます。 

以下、レンジ値は昇順します。レンジ値は順送りのみです。 
1—2—3 - - E— 才一卜一> 1— 2 


(注.づ 


• マニュアル ギヤツプの設定は、プリンタの電源スイツチを 
「OFF」 にした場合や、 IPRIME 信号の受信，メニュー設定終 
了時にメニュー設定の値に戻ります。恒久的に設定する場合 
はメニュー設定を変更してください。 

•セットされた用紙の厚さに対して マニュアル ギャップの設定 
が狭い場合は、 


M 

G 
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ヅ 
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ラ 

— 

厶 
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ィ 





と表示する場合があります。もう一度設定をやり直してくだ 
さい0 
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4 用紙の取り扱い 


(MEMO) 
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5 プリンタをより活用するために 

〜便利な機能及びプリンタ設定の変更方法〜 
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5 プリンタをより活用するために 


操作パネルの使い方 




r > 

印字可 

、ノ 


用紙モード 




( 高複写1 

v ノ 


□ 電源 □ 才-トキ''ャッフ° 

□ 用紙 □ 書式 

D 高速 □ 高複写 

□ 印字可 V 排出方向 


用紙位置設定 ーメニ_ 


▲ヽ 

改頁 


改行 

[高速印字1 


1通常印字1 

微少送り- 

微少逆送り 

用紙ロード 


〆 ▲へ 

機能切 

[排出方向1 


用紙カット 


ギャップ設定- 


各スイッチの記号は、メニューモード中のスイッチ機能を表しています。 
表示パネルの左側にも表示されます。 


機能切替' ■ 
用紙カット 


改頁 
高速印字 


印字可 



改頁 
高速印字 

V_> 


改行 

通常印字 
V. _ y 


用紙モード 
高複写 


改行 
通常印字 


機能設定メニューの切り替え 


項目の切り替え 


設定値の切り替え 
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5 プリンタをより活用するために 


參スイッチの機能 

-印字可スイッチ- 

P ] ♦オンラインのとき 

^ Di • オフラインにします。 

- J •カットシートフィーダ（オプション）で再給紙を行います。 

♦オフラインのとき 
• オンラインにします。 

• 復旧可能アラームを解除します。 


改頁/高速印字スイッチ 


改頁 
高速印字 


►オンラインのとき 
• 高速印字モードに設定します。 

j 高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印 
•ノ字を行うため、通常印字に比べ、文字が薄く見えます。 
►オフラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

次のページの1行目まで連続紙を送ります。 

• 単票モードのとき 
単票を排出します。 


改行/通常印字スイッチ- 

♦オンラインのとき 

通常印字 •通常印字モ _ ドに設定します。 

♦オフラインのとき 

• 1行改行します。押し続けると連続で改行します。 
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5 プリンタをより活用するために 


用紙口ード/排出方向スイッチ 


用紙口ード 
排出方向 


►オンラインのとき 

• 単票モ_ドのときの排出方向を切り替えます。 

排出方向は、単票手差しモードと自動給紙（前側）モード、自動 
給紙（後側）モードで別々に設定できます。 

►オフラインのとき 

• フロントトラクタモード，リアトラクタモードのとき 

ピントラクタに連続紙をセットしてから押すと、1行目印字位置 
まで連続紙が自動的に送られます。 

連続紙がセツトされているときは、ピントラクタの位置まで連 
続紙を後退させます。 


(注り 


連続紙の後退量は、最大558.8 mm (22 インチ）です。 
558.8 mm (22 インチ）後退しても用紙先端を検出しない場 
合は、その時点で後退動作を終了します。 

連続紙の後退動作は、2回 [1 11 7.6 mm (44 インチ）]以上連 
続で行うと用紙ジャムになる場合があります。 

単票手差しモードのとき 

単票がセットされていないときに押すと、無効です。 

単票がセットされているときに押すと、用紙を排出します。テー 
ブル側排出設定の場合は、単票抜き取り待ち状態になります。 
自動給紙（前側）モード、自動給紙（後側）モードのとき[カットシー 
トフイーダ(オプション)実装時] 

単票がセットされていないときに押すと、自動的に次の用紙が 
セットされます。 

単票がセットされているときに押すと、単票が排出されます。 
テーブル側排出設定の場合は単票抜き取り待ち状態になります。 


用紙モード/高複写スイッチ 


用紙モード 
高複写 


►オンラインのとき 
• 高複写印字モードに設定します。 

►オフラインのとき 

•単票手差しモード，フロントトラクタモード，リアトラクタモー 
ド，カツトシートフィーダ（オプション）実装時は自動給紙（前側） 
モード、自動給紙（後側）モードに切り替えます。 


(~ 機能切替/用紙カットスイッチ- 

♦オンラインのとき 

• フロントトラクタモード，リアトラクタモードのとき 

連続紙を用紙カット位置まで送ります。再押下またはデータを 
受信すると、もとの位置に戻ります。 

• 単票手差しモード，自動給紙（前側）モード，自動給紙（後側）モ_ 
ドのとき 
無効です。 

♦オフラインのとき 

• このスイッチを押しながら他のスイッチを押すことにより、ス 
イッチの機能を変えることができます。 


機能切替 ' 1 
用紙カット 

V_ 
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5 プリンタをより活用するために 


機能切替/用紙カット+印字可スイッチ 


機能切替 
用紙カツト 


印字可 


〔用紙位置設定〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセットされていないときに押すと、1文字目印字位置設定 
モードになります。 

注〆)書式モード中は無効です。 


r 機能切替/用紙カット+改頁/高速印字スイッチ 


厂 ハ 

機能切替 f 

用紙カット 
\_ -/ 



改頁 

高速印字 
V_^ 


〔微少送り〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセツトされているときに、順方向に微少送りを行います。 



機能切替/用紙カット 

+ 


機能切替 
用紙カツト 


改行 
通常印字 


〔微少逆送り〕 


改行/通常印字スイッチ- 

♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙が セット されているときに、逆方向に微少送りを行います。 

.\ 用紙の逆送り量は累計で 8.47mm(1/3 インチ）以内にして 
、 ) ください。印字ズレの原因になります。 


8 


参考 


微少送り，微少逆送りのピッチは、 0. 1 4mm (1/1 80インチ）です。 
また、スイッチを押し続けると、連続的に送ります。 


機能切替/用紙カット+用紙モード/高複写スイッチ 



〔メニュー〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 機能設定メニューモードに入ります。 


(注.〆）設定終了後、プリンタはイニシャル動作を行います。 
^ ’ イニシャル動作中は電源 OFF しないでください。 


機能切替/用紙カット+用紙口ード/排出方向スイッチ 


r 



機能切替 f 

-U 

用紙口—ド 

用紙カット 

r 

排出方向 




〔ギャップ設定〕 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• マニュアルギャップ調整モードに入ります。 

スイッチを押下し続けるとオートギャップ，マニュアルギャップ 
の選択値が変イヒしていきます。設定はスイッチから手をはなした 
時点で選択していたギヤップ設定となります。 
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5 プリンタをより活用するために 


オンライン（印字可） 

オフライン（印字不可） 

• メニュー設定中 

• カバー オープン アラーム （「用紙」ラン 
プと共に点滅） 

• データ/動作保持アラ_ム 

オートギャップモード 
マニュアルギャップモード 
マニュアルギャップ設定アラーム状態 


書式モード 
書式モード解除 
復旧不可能アラーム状態 
(「用紙」ランプと共に点滅) 


■高複写（緑）点灯：高複写印字モード 


消灯：通常印字モードまたは高速印字モード 


■ S 速（緑）点灯：局速印字モード 

消灯：通常印字モードまたは高複写印字モード 


▼ 排出方向（緑） 


点灯：テーブルへ単票を排出する 
消灯：スタツカへ単票を排出する 


參ランプの表示機能 


■電 

源 

(緑） 

点灯 

消灯 

:電源が入っている 
:電源が切れている 

■用 

紙 

(赤） 

点灯 

: • ペーパエンド状態 


• 用紙ジャムアラーム状態 
• 用紙カツト位置の補正の限界状態時 
• 用紙頭出し位置の補正の限界状態時 
消灯：給紙済み状態 
点滅： • 単票抜き取り待ち状態 
• 復旧不可能アラーム状態 
(「書式」ランプと共に点滅） 

• カ パー オープン アラーム （「印字可」 ラ 
ンプと共に点滅） 

• 用紙カツト位置補正中 
• 用紙頭出し位置補正中 


句5鹿 


0 


可 

字 

印 


灯灯滅 
点消点 

i 


フ 


キ 


0 0 点 


0 


式 

書 
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5 プリンタをより活用するために 


參表示パネル 

表示パネルには、プリンタの状態やアラームの表示およびプリンタのメニュー設定の内容 
が表示されます。 

アラームの表示については「アラーム表示がでたときは」 （210 ページ）で、その他の表示 
については、プリンタの操作説明の中で必要に応じて説明しています。 


•ブザー 


ブザーは プリンタが アラーム 状態のときに鳴ります。 

ブザーが_つたときは、操作パネルのスイッチをどれか押すと止まります。 
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5 プリンタをより活用するために 


プリンタのメニュー設定 

プリンタで設定できる内容と変更方法について説明します。 


參現在の設定を確認する 

メニュー設定内容の印字には、 A4 サイズ以上の単票の縦置き1枚、または10インチ幅以上 
の連続紙を使用します。 

ここでは、 A4 サイズの単票を使用する場合を例にとって、現在の設定の確認方法を説 s 月し 
ます。プリンタはあらかじめ単票手差しモードにしておきます。詳細は「単票から連続紙 
の切り替え」 （122 ページ）を参照してください。 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


「印字 可」+「用紙モード/高複写」 スイッチを押し 
ながら、電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


3 


表示パネルに「イニシャルシヨリチュウ/スイッチヲニンシキ 
シマシタ」と表示したらスイッチから指を離します。 



テーブルに 単票を セツ トします。 


単票を自動的に吸入し、プリンタのメニューで設定されている全 
ての項目と設定値が印字されます。 


メニューの機能設定メニューには以下の11モードがあります。 

1. コマンド機能設定 

2. 印字モード設定 

3. プリンタハードウェア設定 

4. 用紙選択モード 

5. 単票手差しモード設定 

6. フロント CSF モード設定 

7. リア CSF モード設定 

8. フロントトラクタモード設定 

9. リアトラクタモード設定 

10. 書式メニュー設定 

11. 調整モード設定 

※受信バッファ使用時において、受信バッファにデータが残っているときは、メ 
ニューの起動はできません。 

表示パネルに以下のよろに表示されます。 


ィ 

ン 

シ 

、' 

テ 

、' 

— 

夕 


力 

、' 


ァ 

U 

マ 

ス 

才 

ン 

ラ 

イ 
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シ 

テ 
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5 プリンタをより活用するために 


•コマンド機能設定 


コントロー ル コマン ドの機能や対応 コード 表などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 , 



3. 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
を押して、項目を選びます。 


改頁 
高速印字 


または 


改行 
通常印字 


4. 


印字可 


または 


を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は3.へ、別のモードをセツトする場合は 
と 


機能切替 

用紙カツト 


改頁 
高速印字 


、または 


機能切替 

用紙カツト 


と 


改行 
通常印字 


を押します。 


5. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 

排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 

▼ 網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

ANK コードヒョゥ 

グラフィックコード 

カタカナコード 

ANK 文字コード表の拡張ヴ 
ラフイックス/カタカナコー 
ドを設定します。 

2 

ANK モジヒンイ 

LQ ANK 
ドラフト ANK 

ANK 文字の文字品位を選択 
します。 

3 

CR キノウ 

フッキノミ 
フッキ+カイギヨウ 

CR コードの機能を、復帰の 
みか復帰改行するか選択しま 
す。 

4 

ゼ□フォント 

〇 

0 

30H ANK コード受信時の印 
字フォントパターンを選択し 
ます。 

5 

ANK フォント 

クーリエ 
ローマン 
サンセリフ 

OCR-B 

ANK 書体を選択します。 

6 

DC1/DC3 

ムコウ 
ュウコウ 

DC1 と DC3 コードの有効/ 
無効を選択します。 

7 

FF キノウ 

八イシュツ 
カイページ 

単票手差しモード時の FF 
コード機能を選択します。 

8 

タンピヨウボトム 

ジドウ八イシュツ 

FF コード 

単票手差しモードおよび自動 
給紙モードでのポトム検出時 
の排出条件を選択します。 

9 

カタホウコウインジ 

ユウコウ 
ムコウ 

片方向印字設定コマンドの有 
効.無効を選択します。 
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5 プリンタをより活用するために 


>印字モード設定 


プリンタの印字動作を選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 



3. 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 
と 


機能切替 

用紙 カツ ト 


改頁 
高速印字 


、または 


機能切替 

用紙 カツ ト 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「インジモードセツテ 



4. 


イ」を表示させます。 
または 


改頁 
高速印字 


改行 
通常印字 


5. 


印字可 


または 


高複写 


を押して、項目を選びます。 

を押して、設定値を選びます。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、 


用紙ロード 

排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 

▼ 網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

タテカクダイインジ 

リョウホウコウインジ 
カタホウコウインジ 

縦拡大印字時の印字方向を選 
択します。 

2 

イメージインジホウコウ 

リョウホウコウインジ 
カタホウコウインジ 

イメージ印字時の印字方向を 
選択します。 

3 

テイシンドウモード 

ムコウ 
ユウコウ 

印字の振動を抑える低振動 
モードの有効/無効を選択し 
ます。 

4 

PowOn カンジモード 

セツテゴ 
カイショ 

電源投入時の漢字モード設定 
/解除を選択します。 

5 

コウフクシャインジ 

ムコウ 
ユウコウ 

電源投入時の高複写印字モー 
ドの有効/無効を選択します。 


両方向印字の場合、縦碁線のずれが 0.3mm 程度発生することがあります。 
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5 プリンタをより活用するために 


參プリンタハードウ I ア設定 


インタフェースなどが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


1. 印字可を押し、オフラインにします0 


2 . 


機能切替 


と 


用紙モード 

高複写 


を押します。 


3. 


表示パネルに「コマンドキノウ 
とまたは 


機能切替 
用紙カット 


機能切替 
用紙 カット 


セツテイ」と表示されます。 

と常^字|を押して、「ハードウエアセツテイ」 


を表示させます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、を押します。 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機肯巨 

1 

ジュシンパッファ 

シヨウスル 
シヨウシナイ 

受信バッファ （128K) を使用す 
るか、しないか選択します。 

2 

バイタイキリカエドウサ 

カツトオクリナシ 
カツトオクリアリ 

フロント/リアトラウタで連続 
紙がセットされているときに用 
紙モードを切り替えた場合、連 
続紙をカット位置まで送る動 
作(カットォクリ)を行うか、行わない 
か選択します。 

3 

カールナラシドウサ 

ムコウ 
ユゥコゥ 

単票吸入時、または改行時の 
単票先端ならし動作の実行を 
選択します。 

4 

リボンマスクホゴ 

ムコウ 
ユゥコゥ 

リボンプ□テクタの孔が改行 
時に損傷するのを保護する機 
能の有効/無効を選択します。 
有効が選択されると、帳票改 
頁時センタリンヴ動作を行いま 
す。 

5 

CSF マエ/ウシロセンタク 

CSF マエユウセン 

CSF ウシロユウセン 

CSF の装置前後装着時のどち 
らが優先かを選択します。 

6 

I/F センタク 

ジドウ 
パラレル 

USB 

使用するインタフェースを選択 
します。 r ジドウ」の場合は、 
データを受信するインタフェー 
スを自動的に選択します。 
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5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

7 

I / F タイムアウト 

15 s 

30 s 

45 s 

1 min 

2 min 

3 min 

4 min 

5 min 

n . f センタウ」が r ジド 
ウ」の場合に、データ受信に 
より受信したインタフェース 
選択状態となった後、デー 
夕受信が途切れてからインタ 
フェース選択状態を解除する 
までの時間を選択します。 

8 

ソウホウコウ1 /F 

ムコウ 
ュウコウ 

双方向インタフェースの有効 
/無効を選択します。 

9 

AUTO FEED XT 

ムコウ 
ュウコウ 

AUTO FEED XT 信号の有効 
/無効を設定します。 

10 

丨 / F タイミング 诊诊 

A - B-A 

A-B 

インタフェースの ACK/BUSY 
信号のタイミンク'を選択します。 

11 

1- Prime シンゴウ 

ユウコウ 
ムコウ 

1- Prime の有効/無効を選択 
します。 

12 

ブザー 

ユウコウ 
ムコウ 

ブザー鳴動の有効/無効を設 
定します。 

13 

ブザーオンリョウ 

ショウ 

チュウ 

ブザーの音量を設定します。 

14 

パワーセーブモード 

ユウコウ 
ムコウ 

パワーセーブ機能の有効/無 
効を選択します。 

15 

パワーセーブジカン 

5 min 

10 min 

15 min 

30 min 

60 min 

パワーセープ状態へ移行する 
までの時間を選択します。 

16 

レンゾク I-PRIME 

ユウコウ 
ムコウ 

I - PRIME 信号をデータ受信や 
スイッチ操作がない状態で連 
続的に受信した場合の処理を 
選択します。 

ユウコウ： I - PR 旧 E 信号を連 
続で受信した場合、プリンタ 
が認識する毎に初期化動作を 
行います。 

ムコウ： I - PRIME 信号を連続 
で受信した場合、プリンタの 
初期化動作は一度のみ行いま 
す。 




















5 プリンタをより活用するために 


珍 CSF が前後に搭載されている場合のみ表示され設定することが可能となります。装置未搭 
載の場合でも設定値は保持され、再び搭載されたときに設定値が有効になります。ただし、 
メニューデフォルトセツトが行われた場合は、この限りではありません。 

诊參 丨 /F タイミングの “A-B-A” と “A-B” の意味は、下図によります。 

「A-B-A」 の場合、 I/F 信号 ACKNLG，BUSY の関係は以下のとおりです。 

BUSY : I :_ 

ACKNLG ] ； 

: (typ) : (typ) : 

. 2.5n ' 2.511 ' 

rA-BJ の場合、 I/F 信号 ACKNLG, BUSY の関係は以下のとおりです。 





BUSY 



ACKNLG 




2.5n ■(注) 


(注） BUSY OFF と ACK OFF のタイミングの差は MIN Osec です。 
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5 プリンタをより活用するために 


•用紙選択モード 


使用する用紙サイズや印字幅などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


1. 印字可を押し、オフラインにします。 


2 . 


機能切替 
用紙カット 


と 


用紙モード 

高複写 


を押します。 

表示パネルに「コマンドキノウ 


セツテイ」と表示されます。 


3. 


機能切替 

用紙カツト 


と 


改頁 
高速印字 


または 


機能切替 
用紙カット 


と 


改行 
通常印字 


を押して、「ヨウシセンタクモー 


ド」を表示させます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、を押します。 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

ページチョウモード 

センタクモード 
ギヨウスウモード 

ページ長を設定するモード 
を選択します。 

2 

ページチョウセンタク 

279.4 mm (11") 

304.8 mm (12") 

55.9mm (21/5") 

69.9mm (2 3/4") 

82.6mm (31/4") 

101.6 mm (4 M ) 

209.6 mm (81/4") 

ページ長を選択します。 

項番1「ページチョウモー 
ド」で「センタクモード」 
を選択した場合に本設定が 
有効となります。 

3 

ページチョウギョウスウ 

1(4.2 mm) 

2 (8.5mm) 

66 (279.4mm) 

399 (1689.1mm) 

400 (1693.3mm) 

ページ長を行数単位で選択し 
ます。行数は 4.23mm(6LPI) 
単位です。1〜400行まで設 
定可能です。 

項番1「ページチョウモー 
ド」で「ギョウスウモード」 
を選択した場合に本設定が 
有効となります。 

4 

ミシンメ スキップ 

ナシ 

25.4mm (1") 

連続紙のミシン目スキップ 
長を選択します。 

5 

ジドウ八イシュツイチ 

3.18mm (1/8") 诊 

6.35mm (1/4") 

単票の排出検出位置(用紙下 
端から文字中心までの距離） 
を選択します。 
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5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

6 

インジ八パ 

8〇ケタ 

1行の最大印字桁を選択しま 



106ケタ 

す。 



132ケタ 




136ケタ 



珍 3.18mm(1/8") に設定はできますが、印字品質は保証されません。 

珍珍 「ぺージチョウギョウスウ」選択中は、印字可または用紙モードスイッチを押下し続ける 
と、連続的に設定値が更新されます。そのまま押下し続けると設定値の更新速度が上がり 
ます。また機能切替十印字可スイッチを押下すると、設定値が50の倍数で更新されます。 
ぺージ長を 25.4mm 以下に設定した場合、「ミシンメスキップ」を 「25.4mm(r)」 に設定 
しても、ミシン目スキップは 0mm が設定されます。 









5 プリンタをより活用するために 


•単票手差しモード設定 



単票手差しモードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 



3. 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 

改頁 | { mmm \ , 

し古:法 Pn 今、 /'—Id' mat-h,., k こ • 


機能切替 

用紙 カツ ト 


改行 
通常印字 


を押して、「テサシモードセツテイ」 


を表示させます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、を押します。 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



網かけ部は初期値 


項番 

項 目 

設定値 

機能 

1 

テサシ TOF イチ 

2.12 mm (1/12") 诊 

単票手差しモード時の頭出し 


(注） 

3.18 mm (1/8") 

基準位置を選択します。 



6.35 mm (1/4") 

(第1行目の文字中心まで。た 



7.62 mm (3/10") 

だし、 8.47 mm は第1行目文字 



8.47 mm (1/3") 

の先端まで。） 



10.58 mm (5/12") 

「ユーザーシテイイチ」は1 



23.28 mm (11/12") 

文字目印字位置の設定を行っ 



25.4 mm (1") 

た場合し表爪されます 0 



27.52 mm (13/12") 




ユーザーシテイイチ 


2 

キユウシ WAIT TIME 

2.0 s 

単票を テー ブルに セッ トして 



1.5 s 

から吸入するまでの時間を選 



1.0 s 

択します。 



0.5 s 


3 

テサシキユウシソクド 

ツウジョウ 

単票手差しモード時の給紙速 



テイソク 

度を選択します。 

4 

テサシ八イシユツホウコウ 

テー プル 

単票手差しモード時の用紙排 



スタツカ 

出方向を選択します。 

5 

テサシ PAPER END 

PE シュツリョクナシ 

単票手差しモードで用紙終了 



PE シュツリョクアリ 

を検出した場合のぺーパーエ 




ンド(未給紙状態)出力を選択 




します。 
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5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

6 

テサシカミアツセンタク 

オー ト 

マニュアル1レンジ 
マニュアル2レンジ 
マニュアル3レンジ 
マニュアル4レンジ 
マニュアル5レンジ 
マニュアル6レンジ 
マニュアル7レンジ 
マニュアル8レンジ 
マニュアル A レンジ 
マニュアル B レンジ 
マニュアル C レンジ 
マニュアル D レンジ 
マニュアル E レンジ 

単票手差しモード時の紙厚調 
整方法およびレンジを選択し 
ます。 

7 

テサシカミアツイチ 

50.8 mm (2") 

101.6 mm (4") 

単票手差しモード時のオート 
ギャップ動作を行ろ位置を選 
択します。（左端からの位置） 


^ 2.12 mm (1/12"), 3.18 mm (1/8") に設定はできますが、印字品質は保証されません。また、 
用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ，折れや紙づまりが発生する場合があります。 


(注ゲ 


頭出し位置は用紙の種類によって ±2 mm 程度の誤差が生じることがあります。 
設定値[初期値 6.35 mm (1/4 インチ）]に合わせる場合は、頭出し位置補正（調 
整モード設定）で修正してください。 


• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値に調整してあ 


ります。 


143 










5 プリンタをより活用するために 


參フロント CSF モード設定 



自動給紙（前側）モードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 



3. 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 

改頁| p 能切替| > 

し式击 prt 中 、 0 N »〇 田 し 


機能切替 

用紙カツト 


改行 
通常印字 


を押して、 「 F - CSF モードセツテ 


イ」を表示させます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、を押します。 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



網がけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

F-CSF TOF イチ 

(注） 

2.12 mm (1/12") 诊 

3.18 mm (1/8") 

6.35 mm (1/4") 

7.62 mm (3/10") 

8.47 mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4 mm (1") 

27.52 mm (13/12") 

ユーザーシテイイチ 

自動給紙（前側）モード時の 
頭出し基準位置を選択します。 
(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47 mm は第1行目文字 
の先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合1•—表爪されます0 

2 

F - CSF 八イシュツホウコウ 

スタツカ 
テーブル 

自動給紙（前側）モード時の 
用紙排出方向を選択します。 

3 

F - CSF ギャップドウサ 

マイカイ 
ツウジョウ 

自動給紙（前側）モード時の 
用紙吸入時のオートギャッ 
プ動作を選択します。「ツウ 
ジョウ」は用紙吸入1回のみ 
行います。 
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5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

4 

F - CSF カミアツセンタク 

オー ト 

マニュアル1レンジ 
マニュアル2レンジ 
マニュアル3レンジ 
マニュアル4レンジ 
マニュアル5レンジ 
マニュアル6レンジ 
マニュアル7レンジ 
マニュアル8レンジ 
マニュアル A レンジ 
マニュアル B レンジ 
マニュアル C レンジ 
マニュアル D レンジ 
マニュアル E レンジ 

自動給紙（前側）モードの紙 
厚調整方法およびレンジを選 
択します。 

5 

F - CSF カミアツイチ 

50.8 mm (2") 

101.6 mm (4") 

自動給紙（前側）モード時の 
オートギャップ動作を行ろ位 
置を選択します。（左端から 
の位置） 


珍 2.12 mm (1/12")，3.18 mm (1/8") に設定はできますが、印字品質は保証されません。また、 
用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ，折れや紙づまりが発生する場合があります。 


ル). 


頭出し位置は用紙の種類によって ±2 mm 程度の誤差が生じることがあります。 
設定値[初期値 6.35 mm (1/4 インチ）]に合わせる場合は、頭出し位置補正（調 
整モード設定）で修正してください。 


• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値に調整してあ 
ります。 

• 自動給紙（前側）モード時に手差しで給紙した場合は、自動給紙（前側）モー 
ドの設定に従います。 
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5 プリンタをより活用するために 


•リア CSF モード設定 



自動給紙（後側）モードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 



3. 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 

改頁 | > 

し式击 Prt 中 、 0 N »〇 田讲士 k し 


機能切替 

用紙カツト 


改行 
通常印字 


を押して、 「 R - CSF モードセツテ 


イ」を表示させます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、71を押します。 

V_X 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

R-CSF TOF イチ 

(注） 

2.12 mm (1/12") 诊 

3.18 mm (1/8") 

6.35 mm (1/4") 

7.62 mm (3/10") 

8.47 mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4 mm (1") 

27.52 mm (13/12") 

ユーザーシテイイチ 

自動給紙（後側）モード時の 
頭出し基準位置を選択します。 
(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47 mm は第1行目文字 
の先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合1•—表されます0 

2 

R - CSF 八イシュツホウコウ 

スタッカ 
テーブル 

自動給紙（後側）モード時の 
用紙排出方向を選択します。 

3 

R - CSF ギャップドウサ 

マイカイ 
ッウジョウ 

自動給紙（後側）モード時の 
用紙吸入時のオートギャッ 
プ動作を選択します。「ツウ 
ジョウ」は用紙吸入1回のみ 
行います。 
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5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

4 

R - CSF カミアツセンタク 

オー ト 

マニュアル1レンジ 
マニュアル2レンジ 
マニュアル3レンジ 
マニュアル4レンジ 
マニュアル5レンジ 
マニュアル6レンジ 
マニュアル7レンジ 
マニュアル8レンジ 
マニュアル A レンジ 
マニュアル B レンジ 
マニュアル C レンジ 
マニュアル D レンジ 
マニュアル E レンジ 

自動給紙（後側）モードの紙 
厚調整方法およびレンジを選 
択します。 

5 

R - CSF カミアツイチ 

50.8 mm (2") 

101.6 mm (4") 

自動給紙（後側）モード時の 
オートギャップ動作を行ろ位 
置を選択します。（左端から 
の位置） 


珍 2.12 mm (1/12"), 3.18 mm (1/8") に設定はできますが、印字品質は保証されません。また、 
用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ，折れや紙づまりが発生する場合があります。 


㈣ • 


頭出し位置は用紙の種類によって ±2 mm 程度の誤差が生じることがあります。 
設定値[初期値 6.35 mm (1/4 インチ）]に合わせる場合は、頭出し位置補正（調 
整モード設定）で修正してください。 


• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値に調整してあ 
ります。 

• 自動給紙（後側）モード時に手差しで給紙した場合は、自動給紙（後側）モー 
ドの設定に従います。 
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5 プリンタをより活用するために 


•フロントトラクタモード設定 



フロントトラクタモードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 



3. 


表示パネルに「コマンド 
と 


機能切替 

用紙カツト 


改頁 
高速印字 


または 


キノウセツテイ」と表示されます。 
と 


機能切替 

用紙カツト 


改行 
通常印字 


を押して、「フロントモードセツ 


テイ」を表示させます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、を押します。 

V_ 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

フロントオー•トロードイチ 

(注） 

2.12mm (1/12") 诊 

3.18mm (1/8") 

6.35 mm (1/4") 

8.47mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

19.05 mm (9/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4mm (1") 

27.52 mm (13/12") 

ユーザーシテイイチ 

フロントトラクタモード時の頭 
出し基準位置を選択します。 

(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47mm は第1行目文字 
の先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合1•—表されます0 

2 

フロントカツトモード 

シュドウ 
ジドウ 

フロントトラクタモード時のミ 
シン目カット位置への移動方 
法を選択します。 

3 

フロント PowOn ヨウシイチ 

インジイチ 
カツトイチ 

フロントトラクタモード時の電 
源投入時に用紙がある場合の 
用紙位置を選択します。 

4 

フロント PE イチ 

3.18mm (1/8") 

6.35 mm (1/4") 

フロントトラクタモード時の 
ペーパーエンド位置を選択しま 
す。（用紙下端から文字中心ま 
での距離） 
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诊 2.12mm(1/12"), 3.18mm(1/8”) に設定はできますが、印字品質は保証されません。また、 
用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ，折れや紙づまりが発生する場合があります。 







































5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

5 

フロントカ5アツセンタク 

オー ト 

マニュアル1レンジ 
マニュアル2レンジ 
マニュアル3レンジ 
マニュアル4レンジ 
マニュアル5レンジ 
マニュアル6レンジ 
マニュアル7レンジ 
マニュアル8レンジ 
マニュアル A レンジ 
マニュアル B レンジ 
マニュアル C レンジ 
マニュアル D レンジ 
マニュアル E レンジ 

フロントトラクタモード時の 
紙厚測定方法およびレンジを 
選択します。 

6 

フロントカ5アツイチ 

50.8 mm (2") 

101.6 mm (4") 

フロントトラクタモード時の 
オートギャップ動作を行ろ位 
置を選択します。（第1文字目 
の中心からの位置） 


:: ;± / • 頭出し位置は用紙の種類によって ±2 mm 程度の誤差が生じることがあります。 

V ’ 設定値[初期値 6.35 mm (1/4 インチ）]に合わせる場合は、頭出し位置補正（調 
整モード設定）で修正してください。 

• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値に調整してあ 
ります。 
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5 プリンタをより活用するために 


•リアトラクタモード設定 



リアトラクタモードでの用紙の頭出し位置や紙厚などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 



3. 


表示パネルに「コマンド 
と 


機能切替 
用紙カット 


改頁 
高速印字 


または 


キノウセツテイ」と表示されます。 
と 


機能切替 
用紙カット 


改行 
通常印字 


を押して、「リアモードセツテイ」 


を表示させます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、71を押します。 

Vs _ 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

リアオート□ードイチ 

2.12 mm (1/12") 诊 

3.18 mm (1/8") 

6.35 mm (1/4") 

8.47 mm (1/3") 

10.58 mm (5/12") 

19.05 mm (9/12") 

23.28 mm (11/12") 
25.4 mm (1") 

27.52 mm (13/12") 

ユーザーシテイイチ 

リアトラクタモード時の頭出 
し基準位置を選択します。 

(第1行目の文字中心まで。た 
だし、 8.47 mm は第1行目文 
字の先端まで。） 

「ユーザーシテイイチ」は1 
文字目印字位置の設定を行っ 
た場合に表示されます。 

2 

リアカツトモード 

シュドウ 

ジドウ 

リアトラクタモード時のミシン 
目カット位置への移動方法を 
選択します。 

3 

リア PowOn ヨウシイチ 

インジイチ 
カツトイチ 

リアトラクタモード時の電源 
投入時に用紙がある場合の用 
紙位置を選択します。 

4 

リア PE イチ 

3.18 mm (1/8") 

6.35 mm (1/4") 

リアトラクタモード時のぺ一 
パーエンド位置を選択しま 
す。（用紙下端から文字中心 
までの距離） 
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诊 2.12 mm ( 1/12"), 3.18 mm (1/8”) に設定はできますが、印字品質は保証されません。また、 
用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ，折れや紙づまりが発生する場合があります。 







































5 プリンタをより活用するために 


網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

5 

リアカ S アツセンタク 

オー ト 

マニュアル1レンジ 
マニュアル2レンジ 
マニュアル3レンジ 
マニュアル4レンジ 
マニュアル5レンジ 
マニュアル6レンジ 
マニュアル7レンジ 
マニュアル8レンジ 
マニュアル A レンジ 
マニュアル B レンジ 
マニュアル C レンジ 
マニュアル D レンジ 
マニュアル E レンジ 

リアトラクタモード時の紙厚 
調整方法およびレンジを選択 
します。 

6 

リアカ S アツイチ 

50.8 mm (2") 

101.6 mm (4") 

リアトラクタモード時のオー 
トギャップ動作を行ラ位置を 
選択します。（第1文字目の中 
心からの位置） 



(注.ケ 


頭出し位置は用紙の種類によって ±2mm 程度の誤差が生じることがあります。 
設定値[初期値 6.35mm(1/4 インチ）]に合わせる場合は、頭出し位置補正（調 
整モード設定）で修正してください。 


• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55kg 紙媒体にて適正値に調整してあ 
ります。 
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5 プリンタをより活用するために 


♦書式メニュー設定 


不揮発性メモリに登録した書式などが選択できます。 
以下の手順で設定します。 


2 . 



3. 


表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 

し「改頁] ± f _, ,〔機能切替']> 


機能切替 

用紙カツト 


改行 
通常印字 


を押して、「シヨシキセツテイモー 


ド」を表示させます。 


4. 


改頁 
高速印字 


または 


改行 
通常印字 


5. 


印字可 


または 


高複写 


を押して、項目を選びます。 
を押して、設定値を選び、 


機能切替 

用紙カツト 


と 


用紙ロード 

排出方向 


を押して、 


設定値をメモリに記憶します。 


引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、 


用紙口ード 

排出方向 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



網かけ部は初期値 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

カヘンシヨシキセンタク 

トウ□クシヨシキナシ 
シヨシキナシ 
デバイス名：書式名 

不揮発性メモリに登録されて 
いる書式から使用する書式を 
選択します。 诊 

2 

カヘンシヨシキサクジヨ 

トウ□クシヨシキナシ 
デバイス名：書式名 

登録済の可変書式を削除しま 
す。 

3 

ページクギリモジ 

ナシ 

?,@ 

書式中のページを区切る文字 
を指定します。 

4 

ギヨウクギリケイシキ 

data LF 

" data ” 

! data ! 

& data & 

; data ; 

書式中の一つの印字位置に指 
定する文字データの区切りが 
たを指定します。 

5 

シヨシキインジイチ 

5320 S モード 

8340 S モード 

可変書式での水平印字位置を 
選択します。 


诊 登録された書式がない場合、「トウ□クシヨシキナシ」固定となります。 
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5 プリンタをより活用するために 


•調整モード設定 


プリンタの頭出し位置，ペーパエンドの検出位置，水平印字位置および単票 LF 精度を補正す 
る値が選択できます。 

以下の手順で設定します。 



表示パネルに「コマンドキノウセツテイ」と表示されます。 

〇 ら能切替'! f 改頁 | I 機能切替 I > 厂改 -r r - c -, rh -4- / zc i * I * 

3 - 1 二: 卜 1 と 1 高速印字 j 、 または U 二 I とを押して 、 「チョウセイモート」を 

表示させます。 



引き続き別の項目をセツトする場合は4.へ、別のモードをセツトする場合 
は 3. に戻ります。 

6. 設定を終了する場合は、を押します。 

\ _ 

現在の設定値をメモリに記憶し、メニューモードを終了します。 



工場出荷時、適正値に設定 


項番 

項目 

設定値 

機能 

1 

テサシ T0F ホセイ 

-40 

単票手差しモード時の頭出し 



-39 

基準位置に対する補正値を選 




択します。 



〇 

) 

珍 



39 




40 


2 

F-CSF T0F ホセイ 

-40 

単票自動給紙（前側）モード 



-39 

時の頭出し基準位置に対する 




補正値を選択します。 



〇 

) 




39 




40 


3 

R-CSF T0F ホセイ 

-40 

単票自動給紙（後側）モード 



-39 

時の頭出し基準位置に対する 




補正値を選択します。 



〇 




39 




40 




珍 設定値ま1ステップあたり 0.21mm (1/120 インチ）単位で、+側は用紙下端方向へ、一側 
は用紙上端方向へ移動します。 
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5 プリンタをより活用するために 


工場出荷時、適正値に設定 


項番 

項目 

設定値 

機肯巨 

4 

フロント□—ドホセイ 

-40 

フ□ントトラクタモード時の 



-39 

頭出し基準位置に対する補正 




値を選択します。 



〇 

) 

珍 



39 




40 


5 

リア □ー ドホセイ 

-40 

リアトラクタモード時の頭出 



-39 

し基準位置に対する補正値を 




選択します。 



〇 

) 




39 




40 


6 

テサシ PE イチホセイ 

-15 

単票手差しモード時のジドウ 



-14 

ハイシュツイチに対する補正 



\ 

値を選択します。 



〇 

) 




14 




15 


7 

F-CSF PE イチホセイ 

-15 

自動給紙（前側）モード時の 



-14 

ジドウハイシュツイチに対す 



\ 

る補正値を選択します。 



〇 

> 




14 




15 


8 

R-CSF PE イチホセイ 

-15 

自動給紙（後側）モード時の 



-14 

ジドウハイシュツイチに対す 




る補正値を選択します。 



〇 

) 




14 




15 


9 

フロント PE イチホセイ 

-15 

フロントトラクタモード時の 



-14 

ジドウハイシュツイチに対す 




る補正値を選択します。 



〇 

) 




14 




15 


10 

リア PE イチホセイ 

-15 

リアトラクタモード時のジド 



-14 

ウハイシュツイチに対する補 



\ 

正値を選択します。 



〇 

> 




14 




15 



诊 設定値ま1ステップあたり 0.21mm (1/120 インチ）単位で、十側は用紙下端方向へ、一側 
は用紙上端方向へ移動します。 















5 プリンタをより活用するために 


工場出荷時、適正値に設定 


項番 

項目 

設定値 

機能 

11 

PRINT REG LOW 

—5 PRREG=-5 

—4 PRREG=-4 

1 \ 

〇 

\ l 

4 PRREG=4 

5 PRREG 二 5 

両方向印字時の低速印字速度 
の左右方向のズレの補正値を 
選択します。 

リパース方向の印字ドット位 
置を調整します。 

12 

PRINT REG NORM 

-5 PRREG 二一 5 

—4 PRREG=-4 

\ l 

〇 

1 l 

4 PRREG=4 

5 PRREG 二 5 

通常印字速度の左右方向のズ 
レの補正値を選択します。 

リパ_ス方向の印字ドット位 
置を調整します。 

13 

PRINT REG HIGH1 

-5 PRREG 二一 5 

—4 PRREG=-4 

\ l 

〇 

1 l 

4 PRREG=4 

5 PRREG 二 5 

高速印字速度の左右方向のズ 
レの補正値を選択します。 

リパース方向の印字ドット位置 
を調整します。 

14 

PRINT REG HIGH2 

—5 PRREG=-5 

—4 PRREG=-4 

1 \ 

〇 

\ l 

4 PRREG=4 

5 PRREG 二 5 

高速印字速度の左右方向のズ 
レの補正値を選択します。 
リパース方向の印字ドット位 
置を調整します。 

15 

テサシ LF ピッチ 

-10 TLFP=-10 

-9 TLFP=-9 

1 l 

〇 

1 l 

9 TLFP=9 

10 TLFP=10 

手差しがらの単票給紙後の改 
行量の補正値を選択します。 

16 

F-CSF LF ピッチ 

-10 TLFP=-10 

-9 TLFP=-9 

\ l 

〇 

1 l 

9 TLFP=9 

10 TLFP=10 

フロント CSF からの単票給紙 
後の改行量の補正値を選択し 
ます。 

17 

R-CSF LF ピッチ 

-10 TLFP=-10 

-9 TLFP=-9 

1 l 

〇 

\ l 

9 TLFP=9 

10 TLFP=10 

リア CSF からの単票給紙後の 
改行量の補正値を選択します。 


淡^ 1 本メニユーモードではレジストレーシヨン確認パターンの印字は行いません。 

◎诊珍 レジストレーシヨン設定値は、1ステップあたり0.07 mm 単位で、十側は用紙印刷面の左端 
方向へ、一側は用紙印刷面の右端方向へ移動します。 

珍珍沴诊 LF ピッチ補正は、あらかじめ枠線等がプレブリント印刷されている単票を使用するときに、 
改行ピッチが合わない場合に補正する機能です。設定値に対する補正量は158ページのと 
お 1 J です。 
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5 プリンタをより活用するために 


•設定を初期化する 

全てのメニューの設定値を、初期の状態に戻すことができます。 

^•調整メニュー （157 ぺージ）の調整値は初期化されません。 
V 7 •登録した書式は消えません。 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


「印字可」 + 「機能切替/用紙カット」 スイッチを 押 
しながら、電源スイッチを 「 ON 」 にします。 


表示パネルに「イニシャルシヨリチュウ/スイッチヲニンシキシ 
マシタ」と表示されたら、スイッチから指を離します。 
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5 プリンタをより活用するために 


プリンタの調整項目 

•調整メニュー 

プリンタの機械的なずれを調整します。 



調整メニューの設定値は、工場出荷時に適正な値に調整してあります。むやみ 
に変更しないでください。 


調整メニューでは A 4 サイズ以上の単票の縦置きまたは 381 mm (15 インチ）幅の連続紙を使 
用してください。 

ここでは、 A 4 サイズの単票を使用する場合を例にとって、現在の設定の確認と変更方法を 
説明します。プリンタはあらかじめ単票手差しモードにしておきます。 


1. 電源スイッチを rOFFJ にします。 


2 . 


印字可 


高速印字 


ぼを同時に押しながら、電源スイッチを roNj にします。 

通常印字 
\_ y 


表示パネルに「イニシャルシヨリチュウ/スイッチヲニンシキシマシタ」と表 
示されたらスイッチから指を離します。 



3. テーブルに単票をセットします。 

単票を自動的に吸入し 、 fPRINT REG *** J の設定値が印字されます。 


4. 


高速印字 


または 


通常印字 


を押して、項目を選びます。 


5. 


印字可 


または 


=ドを押して、調整値を選びます。 


6. 設定を終了する場合は、：方: 


を押します。 


現在の設定値をメモリに記憶し、調整メニューを終了します。 


項番 

項 目 

設定値 

機能 

1 

\ 

3 

***** T 0 F ホセイ 
广*_*はテサシ， f - CSF またへ 

1 は R-CSF J 

±40まで補正可能 
出荷時、適正値に調整さ 
れます。 /# 

頭出し基準位置に対する調 
整をします。 

4 

5 

**** □ー ドホセイ 
(**** はフロントまたはリア） 

±40まで補正可能 
出荷時、適正値に調整さ 
れます。 

頭出し基準位置に対する調 
整をします。 

6 

\ 

10 

***** PE イチホセイ 
「*****はテサシ， f - csf,A 

Lr - CSF ， フ□ントまたはリア」 

土15まで補正可能 
出荷時、適正値に調整さ 
れます。 ^ 

自動排出位置に対する調整 
をします。 


诊 設定値は1ステップあたり 0.21 mm (1/1 20インチ）単位で、+側は用紙下端方向へ、一側 
は用紙上端方向へ移動します。 
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5 プリンタをより活用するために 


項番 

項目 

設定値 

機能 

11 

PRINT REG **** 

( PRREG =**) 

低速印字速度 ( LOW ), 通常 

\ 

は速度表示でありへ 

«は±5まで補正可能 

印字速度 （ NORM ), 高速印 

14 

LOW または NORM または 
\ HIGH 1 または HIGH 2 J 

出荷時、適正値に調整さ 
れます。 

設定値は1ステップあた 
り0.07 mm 補正されます。 

字速度 ( HIGH 1, HIGH 2) の、 
横方向の印字ずれを調整し 
ます。 

(例） 

(〇) 1111 
1111 

(1) 1111 
1111 

(2) 1111 
1111 

15 

林*** LF ピ、リチ 

( TLFP =***) 

単票給紙後の改行量を 

\ 

( ***** はテサシ， F-CSF また^ 

は±10まで補正可能 

0.07 mm 単位で改行量を可変 

17 

〈は R-CSF ノ 

出荷時、適正値に調整さ 
れます。 

させて補正します。 


诊诊 LF ピッチ補正は、あらかじめ枠線等がプレブリント印刷されている単票を使用するときに、 
改行ピッチが合わない場合に補正する機能です。設定値に対する補正量は以下のとおりで 


す。 


設定値 

100 mm あたりの補正量 

土1 

士 0.07 mm 

±2 

±0.21 mm 

±3 

±0.35 mm 

±4 

± 0.42 mm 

±5 

士 0.56 mm 

±6 

士 0.70 mm 

±7 

土 0.84 mm 

±8 

土 0.92 mm 

±9 

土 1.06 mm 

±10 

土 1 .20 mm 
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5 プリンタをより活用するために 


參用紙の頭出し位置を補正する 

用紙の頭出し位置を基準位置 [6.35 mm (1/4 インチ） ] に合わせることができます。 
基準位置とは、用紙の先頭行のことで、用紙が自動給紙されて停止する位置です。 


• 補正する場合は、 6.35 mm (1/4 インチ）に合わせてください。 

^ ; •用紙の頭出し位置を任意の位置に設定する場合は、「1文字目の印字位置を設 

定する」 （163 ぺージ）を参照してください。 


園 


参考 


頭出し位置の補正は、用紙モード（単票手差しモード，自動給紙（前側）モード, 
自動給紙（後側）モード，フロントトラクタモード，リアトラクタモード）でそ 
れぞれ別々に設定できます。 



プリンタのメニュー設定印刷を行い、補正を行う用紙 モー 
ドの 「 TOF イチ」または「才一ト ロー ドイチ」が 
「6.35 mm (1/4" )」になっていることを確認します。 



詳細は「現在の設定を確認する」 （134 ページ）を参照してくだ 
さい。 


2 


オフライン状態で「用紙 モー ド/高複写」スイッチを 
押し、補正を行う用紙モードを選択します。 


〇 力、ソ トシートフィーダの場合は用紙ガイドに、連続紙の 
^ 場合はピントラクタに用紙をセットします。 



単票手差しの場合は、まだ用紙をセットしないでくだ 
さい。 


「用紙ロード/排出方向」 スイッチを押します。単票手 
差しの場合は、スイッチを押したままテーブルに用紙を 
セットします。 

用紙吸入後も「用紙口—ド/排出方向」スイッチを押し 
、ノたままにしてください。 

用紙口ード 

軒 

用紙上端より 6.35 mm (1/4 インチ）の位置まで用紙を吸 
入し、表示パネルに「***** T 0 F ホセイ」 （***** は 
テサシ， F - CSF または R - CSF ) または r ***** 口ードホ 
セイ」 （***** は フロン トまたはリア）と表示されます。 
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5 プリンタをより活用するために 



5 


縦方向の1文字目印字位置を合わせます。 

①1文字目の中心位置がどこになるか確認します。 



順方向に微少送り：「用紙ロー ド/排出方向」スイッチ 
を押したまま、「改頁/高速印字」 
スイッチを押します。 


用紙口-ド 

御+ 



逆方向に微少送り：「用紙ロー ド/排出方向」スイッチ 
を押したまま、「改行/通常印字」 
スイッチを押します。 


用紙口ード 

軒+ 



圓 

参考 


順方向，逆方向の微少送りピッチは0.21 mm (1/120 イン 
チ）です。 


注/)カバーオープン状態ではスイッチ操作できません。 


P 用紙頭出し位置が基準位置 [1 文字目の中心で 6.35 mm (1/4 
インチ）]になったら、スイッチから指を離します。 


表示パネルに 


X 

X 

X 


T 

〇 

F 


ホ 

セ 

ィ 






ホ 

セ 

イ 

チ 


力 

キ 

コ 

、 

、 

チ 

ュ 

ウ 






と表示され、新しい頭出し位置補正として記憶されます。 


(注.ケ 


プリンタに電源が投入されていて、用紙がセツトされ 
ているときにプラテンノブを手で回すと、縦方向の印 
字の位置がずれますので回さないようにしてください。 
微少逆送りで調整する場合は、印字ずれが発生するこ 
とがありますので、必ず 2~3 mm 余分に用紙を戻し、 
順方向に送って印字位置を合わせてください。 
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5 プリンタをより活用するために 


プリンタの便利な機能 

♦通常印字/高速印字/高複写印字の設定 

このプリンタには、通常印字 モー ドと高速印字 モー ドと高複写印字 モー ドがあります。 
通常印字は、文章を清書するときに使用します。 

高速印字は、テスト印字やプログラムリストなど印字を速く行うのに便利です。 

高複写印字は、宅配伝票など、複写枚数が多い用紙に印字するときに使います。 

電源投入時は、通常印字になります。 


「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


5 


「改行/通常印字」 スイッチを押します。 

「高速」ランプまたは「高複写」ランプが消灯します。 


♦通常印字の設定 

1 

2 



圓 

参考 


印字中に「改行/通常印字」スイッチを押すと、高速印字または 
高複写印字から通常印字となります。 


♦高速印字の設定 

•1 「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 

^ 「改頁/高速印字」 スイッチを押します。 

「高速」ランプが点灯します。 



圓 

参考 


印字中に「改頁/高速印字」スイッチを押すと、通常印字または 
高複写印字から高速印字となります。 


高速印字では、文字バターンのドットを間引き、高速で 
v ; 印字を行うため、通常印字に比べ文字が薄く見えます。 
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5 プリンタをより活用するために 


♦高複写印字の設定 



「印字可」ランプが点灯していることを確認します。 


^ 「用紙モード/高複写」 スイッチを押します。 

「高複写」ランプが点灯します。 


軒 



圓 


参考 


印字中に「用紙モード/高複写」スイッチを押すと、通常印字ま 
たは高速印字から高複写印字となります。 


• 1枚目が厚く 2枚目に複写できないような場合に高複写印字に設定してくださ 
• 高複写印字では2度打ちを行います。 

•用紙の厚さは、「用紙規格および印字範囲」 （237 ぺージ）を参照してください。 
• リボン寿命は、約半分になります。 

• 薄紙で横&線印字をすると用紙が破れる場合がありますので、高複写印字に 
しないでく ださい。 

•インクリボンが新しいときに印字密度の高い文字やグラフィックを印字する 
と、汚れが発生する場合があります。 
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5 プリンタをより活用するために 


•1 文字目の印字位置を設定する 


1文字目の印字位置を、任意の位置に設定することができます。 

1文字目印字位置とは、用紙の先頭行のことで、用紙が自動給紙されて停止する位置です。 
メニュー設定値以外の値を使いたいときに使用します。 

用紙の種類によっては、1文字目印字位置が異なる場合がありますので、本機能で設定して 
ください。 


1文字目印字位置には、次のものがあります。 

•プリンタが本来がら持っている値（初期値） 

• 電源を投入している間のみ記憶している値（一時的な設定） 

•新たに設定され、電源を切ってもメモリ内に記憶し続ける値（恒久的な設定) 


圓 


参考 


1文字目印字位置の設定は、各用紙モード[単票手差しモード，自動給紙（前側) 
モード，自動給紙（後側）モード，フロントトラクタモード，リアトラクタモード] 
で、それぞれ別々に設定できます。 



プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

用紙が給紙されていた場合は、排出させます。 



〇 「印! 字 可」スイッチを押し、オフラインにします。オフラ 
イン状態で 「用紙モード/高複写」 スイッチを押し、設 
定を行う用紙モードを選択します。 


^横方向の1文字目の位置を合わせます。 

単票手差しの場合は、シートガイドを調整します。 

カツトシートフィーダの場合は、用紙ガイドを調整します。 

連続紙の場合は、ピントラクタを調整します。 

4 カットシ—トフイーダの場合は用紙ガイドに、連続紙の場 
合はピントラクタに用紙をセットします。 

(注 〆 )単票手差しの場合は、まだ用紙をセットしないでください。 

^ 「機能切替/用紙カ ツ ト」 スイッチを押しながら 「印 
リ 字可」 スイッチを押します。 


機能切替 f 


印字可 


+ 



1文字目印字位置設定モードになります。 

• 単票手差しの場合 

単票をプリンタにセツトしてください。自動的に用紙上端よ 
り 6.35 mm (1/4 インチ）の位置に用紙を送ります。 

•カツトシートフィーダ、連続紙の場合 
用紙上端より 6.35 mm (1/4 インチ）の位置に用紙を送ります。 
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5 プリンタをより活用するために 



6 


縦方向の1文字目印字位置を合わせます。 

①1文字目の中心位置がどこになるか確認します。 



②以下のスイッチを操作して、1文字目を合わせます。 

順方向に1改行：「改行/通常印字」スイッチを押します。 


改行 


順方向に微少送り：「機能切替/用紙カット」スイッチを 
押しながら、「改頁/高速印字」スイッ 
チを押します。 


機能切替 


改頁 


抑+背 


逆方向に微少送り：「機能切替/用紙カット」スイッチを 
押しながら、「改行/通常印字」スイッ 
チを押します。 


r ▲へ 


▼ハ 

機能切替 f 

4- 

改行 


順方向，逆方向の微少送りピッチは0.14 mm (1/180 イン 
チ）です。 

注./>カバーオープン状態ではスイッチ操作はできません。 



参考 
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5 プリンタをより活用するために 


1文字目印字位置が決まったら、恒久的な設定または、一 
時的な設定をします。 

〔恒久的に設定する場合〕 

「印字可」スイッチを押します。 

スイッチを押した時点の位置がメモリに記憶されます。以後 
この位置が1文字目印字位置になります。 

設定した値は、次に変更するまで継続されます。 


印字可 


ィ 

ン 

シ 


力 

ィ 

シ 

ィ 

チ 


セ 

ソ 

テ 

ィ 



セ 

ヅ 

テ 

イ 

サ 

レ 

マ 

シ 

夕 

( 

コ 

ウ 

キ 

ユ 

ウ 

) 


(約2秒間表示) 


〔一時的に設定する場合〕 

「用紙ロード/排出 方向」スイッチを押します。 

スイッチを押した時点の位置が一時的に記憶されます。 
設定した値は、電源を投入している圊と、 I - PRIME 受信まで 
継続されます。 


用紙口ード 



ィ 

ン 

シ 

'' 

力 

ィ 

シ 

ィ 

チ 


セ 

ソ 

テ 

ィ 



セ 

ヅ 

テ 

イ 

サ 

レ 

マ 

シ 

夕 

( 

イ 

チ 

シ 

、、 

) 



(約2秒間表示) 


(注•づ 


• プリンタに電源が投入されていて、用紙がセットさ 
れているときにプラテンノブを手で回すと、縦方向 
の印字の位置がずれますので回さないようにしてく 
ださい。 

• 微少逆送りで調整する場合は、印字ずれが発生する 
ことがありますので、必ず2〜 3 mm 余分に用紙を戻し、 
順方向に送って印字位置を合わせてください。 


165 












































5 プリンタをより活用するために 


•1 文字目印字位置をリセットする 


〔恒久的な設定のリセット〕 

「恒久的な設定」でセットした、1文字目印字位置をリセットします。 
リセット後は、 6.35 mm (1/4 インチ）（初期値）になります。 


圓 

参考 


メニュー設定内容を初期化した場合も、リセットされます。 
(156 ぺージ ） 



7 163,164ページの1〜6の手順を行い、1文字目印字位置設 

定モードにします。 


2 


「機能切替/用紙カット」 スイッチを押しながら、 「用 
紙ロード/排出方向」 スイッチを押します。 



ィ 

ン 

シ 


力 

ィ 

シ 

ィ 

チ 


セ 

ツ 

テ 

ィ 



セ 

ツ 

テ 

ィ 

サ 

レ 

マ 

シ 

夕 

( 

シ 

B 

キ 

チ 

) 



(約2秒圊表示) 


〔一時的な設定のリセット〕 

「一時的な設定」でセットした、1文字目印字位置をリセットします。 
リセット後は、メニューで現在セットされている値になります。 



電源を入れ直します。 
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5 プリンタをより活用するために 


參 HEX ダンプをとる 

HEX ダンプモードでは、受信したデータをすべて16進数で印字します。 

ホストコンピュータか6プリンタに正しいデータが送られているか、確認できます。 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


「用紙モード/高複写」+「改行/通常印字」+「機 
能切替/用紙カ ツ ト」 スイッチを押しながら、電源スイッ 
チを 「 ON 」 にします。 


表示パネルに「イニシャルシヨリチュウ/スイッチヲニンシキシ 
マシタ」と表示されたら、スイッチから指を離します。 




プリンタに用紙をセットして、印字データを送ります。 

用紙を吸入した後 、 「Hex Dump Mode 」 と印字されます。 
受信したデータが全て16進数で印字されます。 

USB インタフェースから受信したデータはイタリック（斜体） 
モードで印字し、パラレルインタフェースから受信したデータは 
通常モード（イタリック解除）で印字されます。 

プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にすると、 HEX ダン 
プモードは解除されます。 


(注•り 


H EX ダンプ印字を行う場合には、 A 4 サイズ以上の単票の縦置 
き、または10インチ幅以上の連続紙を使用してください。 
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5 プリンタをより活用するために 


參バーコードの印字 

このプリンタには、バーコードを印字する機能があります。 

ここでは概要を説明します。コントロールコマンドについては、プリンタソフトウェア 
CD - ROM 内に PDF ファイルで「拡張コント□ールコマンドの仕様」が格納されております。 
詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 

(注.') Windows 環境では使用できません。 

♦バーコードの種類 

このプリンタで印字できるパーコードの種類は、下表のとおりです。 


バーコードの名称 

文字種 

桁数 

NW -7 

データ：数字〇〜9 

記号-$ V : + ¥ 

スタート/ストップ 

: abcdetn ^ 

可変 (20) 

:180 DPI のとき 
可変 (30) 

: 360 DPI のとき 

JAN 標準 

データ：数字〇〜9 

12+ CD (13) 

JAN 短縮 

データ：数字〇〜9 

7 +CD ⑻ 

Code 39 

データ：数字〇〜9 
英字 A 〜 Z 

記号-$ . / + 96 ( SP ) 

スタート/ストップ 

可変 (20) 

Interleaved 2 or 5 

データ：数字〇〜9 

可変 (20) 

カスタマ バーコー •ド 

データ：数字〇〜9,英字 A 〜 Z 

1 匚ラ— 

可変 

(Min 7, Max 23) 

Code 128 

データ： SetA 00 H 〜66 H 

Set B 19 H 〜 7 FH 

Set C 3〇 H 〜 3 CH 

可変 (40) 

: 360 DPI のとき 


• CD :チェックデイジットを示します。 

• 桁数の （） 内は最大桁数を示します。 


x 、カスタマバ _ コ _ ドとは 

•ノ平成10年2月2日より実施された「新郵便番号制」により、あらかじめ郵便物に 
印刷することで一定条件の下に料金割引を受けることができる、郵便物処理の 
機械化に対応したバーコードです。 

カスタマバーコードの詳細については、郵政省発行の「新郵便番号制マニュァ 
ル」をお読みください。 














5 プリンタをより活用するために 


〇〇 0000 
〇〇 0000 


バーコード 


0000000 -~ i ~ ' 
〇 

〇 1ドット目 



0000000 


文字 


24ドツト 


5 


【文字の改行ピッチが 4.23 mm (1/6 インチ)の場合】 

① パーコード前の文字データ（亜，唖）とスぺース，パーコード印字コマンド（パーエレメ 
ント指定）および、パーコード後のスペースと文字データ（亜，®)を送信。 

(パーコード印字コマンド受信後、印字起動となる。） 

② 印字復帰コマンド、および24/180インチの改行コマンドを送信。 

③ 手順①〜②を繰り返します。 


♦バーコー ドご使用時のご注意 

• パーコード印字コマンドで印字するバーコードは、ドットを組み合わせて印字するため、 
本来の規格と多少異なる場合があります。このプリンタで印字されたバーコードの読み 
取りに関しては、お客様が読み取り確認された上で、ご使用ください。 

• 印字が薄くなったインクリポンでパーコードを印字すると、読み取れない場合がありま 
す。パーコードを印字する場合は、新しいインウリボンを使用してください。 


• パーコードと文字が同一行に混在する次のような場合、改行量を調整しながら印字させ 
る必要があります。 


[ NW -7, JAN 標準/ 短縮 ， Code 39, Interleaved 2 of 5, Code 128〕 

♦バーコードの 印字位置 

パーコードの印字位置は、文字およびイメージデータと同様に、縦1ドット目をパーコード 
の1ドット目とし、縦24ドットで印字します。 


〇〇〇〇 
〇〇〇 
〇〇〇 
〇〇〇 


〇〇〇 I 
〇〇〇. 


ヨ > ユコ > dml 

iilyiy 

Itl 

flj aHJ mn 



iyiyIi 

ifrl f 1 

nxi fm 
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5 プリンタをより活用するために 


〔カスタマバーコード〕 

♦カスタマバーコードの生成 

カスタマバーコードに必要な文字情報は、新郵便番号と住所表示番号です。 

新郵便番号 . 町域名までの住所に設定された新郵便番号です。 

住所表示番号 . 町域名以降の住所からバーコードに必要な文字情報をハイフ 

ンで結んだものです。 

ビル,マンション等の棟.室番号も含みます。 

例）東京都千代田区霞が関1丁目3番2号郵便プラザ503室 



100-0013 
(新郵便番号） 


1-3-2-503 
(住所表示番号） 


① 住所 ：〒100-0013 

東京都千代田区霞が関1丁目3番2号郵便プラザ503室 

② 新郵便番号 十 住所表示番号変換 ： 100-0013 1-3-2-503 

③ 新郵便番号の3〜4数柘目の A イフンを省く：10000131 -3-2-503 

④ カスタマパコード桁調整 ： 10000131-3-2-503 CC4 CC4 CC4 CC4 

⑤ チIックデゾッ KCD) 算出 :1+0+0+0+0+1+3+1 + 10+3+10+2+10+5+0+3+14+14+14+14 

= 105+CD=19 の倍数 

—CD= 114(19の倍数)-105=9 

⑧スタ-卜]-ド，ストッアコ-ド，チェックテ*グットを付加： STC 10 0 0 0131 - 3 - 2 - 5 0 3 CC4 CC4 CC4 CC4 9 SPC 
⑦; r-]- ド印字]マンド送信 


(主. , )ます。 


スタートコード,ストップコードおよびチェックディジットはプリンタが付加し 
ます。 

送信するバーコードデータは”10000131 - 3-2-5 03”となります。 


a 


スタートコード，ストップコードおよび CC 1 〜 CC 8 を付加する場合は、下表（表 
1) の数字に置き換えて送信してください。 

本コードは本プリンタで独自に割り当てたもので、郵政省の制定するカスタマ 
パーコードの仕様にはありません。また、本コードはバーコード印字コマンド 
(カスタマバーコード指定）のときのみ有効です。 


八''-]-ド用キャラクタ 

STC 

SPC 

CC 1 

CC 2 

CC 3 

CC 4 

CC 5 

CC 6 

CC 7 

CC 8 

r - 夕送信用数字 

02 

03 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 


(16 進) 


♦チ I ックディジットの計算方法 

チェックディジットは、新郵便番号と住所表示番号の各ノ\—コード用キャラクタをチェック 
ディジット計算対応表(表 2) からチェック用数字に置き換え、その合計が19の倍数となるよ 
うに生成します。 


八''-]-ド用キャラクタ 

〇 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

チェック用数字 

〇 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 


八、、-]-ド用キヤラクタ 

- 

CC 1 

CC 2 

CC 3 

CC 4 

CC 5 

CC 6 

CC 7 

CC 8 

チェック用数字 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 
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2 mm 以上 


213-0001 
川崎市高津区溝口 
1207-4 

TT - 郵政花子様 


2 mm 以上 


X 


♦カスタマパーコードが印字される下地 ※部は、できる限り縁から 15 mm 以上 

カスタマパーコードが印字される下地は、白色または地模様のない淡い色とします。 

♦カスタ マバーコー ドの傾き 

カスタマパーコードの傾きは、パーコードの長辺と同一方向の郵便物辺が成す角が5度以内 
になるようにします。またパーコードの長辺に対する垂線とパーコードとの成す角は 1.5 度 
以内になるようにするものとし、上記2つが混在する場合には、2つの傾きの絶対値を加え 
たものが5度以内になるようにします。 


X ° (土5°以内） バーコ_ ドの長辺と同一方向 
郵便物辺の成す角 

丫° (土 1.5° 以内）パーコードの長辺に対する垂直と 
パーコードの成す角 

I X I + I Y | <5° 

♦使用するインクリボン 

黒色のインク 1 j ボンを使用してください。印字が薄くな つたインクリ ボンを使用すると、 
読み取りができなくなる場合があります。 

♦印字品質 

カスタマバーコード印字面には、反射率5096以上の紙を使用し、印字面とカスタマパーコー 
ドとの反射率 PCS(Print Contrast Signal ) は、 0.6 以上とします。 

また、カスタマパーコードには、インクのにじみやかすれなどが極力ないものとします。 
インウリボンが新品の場合、インクのにじみが生じることがあります。 





5プリンタをより活用するために 


♦カスタマバーコードの印字位置 

カスタマパーコードの上下左右には、 2 mm 以上の空白を設けるものとします。ただし、窓 
枠とカスタマパーコードの間の空白は、封筒と内容物のズレにかかわらず、常に上下左右 
とも 2 mm 以上を確保するものとします。 

宛名を横書きする場合は、最下行(宛名氏名の直下)にカスタマパーコードを単独で印字す 
ることとし、宛名を縦書きするには、左右または下部に単独で印字することとします。 

なお、カスタマパーコードは、下図のように郵便物の表面の縁から 10 mm および消印領域 
である 70 mm x 35 mm を除いた範囲内に印字することができます。 

I 70 mm 


-H1 


q-nEEOJ 



EEg co 


O 


ODD □□日 
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5 プリンタをより活用するために 


♦書式を使って印刷する 

このプリンタには、書式を利用した印刷方法があります。 

書式とは、いろいろな伝票やオリジナル用紙などのフォーマット形式に合わせて、印字開 
始位置や文字闇、字形情報をあらかじめプリンタのメモリに登録しておくものです。書式 
を利用すれば、コンピュータか6テキスト形式のファイルを送るだけで、用紙のフォーマツ 
卜形式に合った印刷が可能です。 




Windows 環境では使用できません。 


書式で印刷する手順は、次のようになります。 

1. 書式の作成と登録 

2. 印刷 データの 作成 

3. 使用する書式の指定 

4. 用紙のセット 

5. 印刷 


各手順について、説明します。 


♦書式の作成と登録 

印刷するフォーマットに合わせて、コントロールコマンドで書式を作成します。 

詳細は、拡張コントロールコマンドの仕様の rSTXD (書式フォーマット転送)」を参照し 
てください。コントロールコマンドについては、プリンタソフトウェア CD - ROM 内に PDF 
ファイルで「拡張コントロールコマンドの仕様」が格納されております。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 


♦印刷 データの 作成 

印刷するデータは、印字開始位置ごとに、 LF コードで区切って作成します。また、書式で 
指定した印字開始位置数と同じ数の印字データの集まりを1ブロックとし、1ページは1プ 
□ックで印字されます。印字データ中に FF コードがあると、ブロックの終わりとみなしま 
す。 


〈データ作成上の注意点〉 

• 印字データは、文字コードと文字指定コマンドで作成してください。 

• 文字の拡大,縮小は書式の字形で指定してください。 

印字データ中には文字の拡大，縮小コマンドを含めないでください。 

• 1行の文字数に制限はありませんが、プリンタの最大印字桁（メニューの設定値）を超え 
ないようにしてください。 

• 空白行をデータにするときは、 LF コードのみ送ります。 

•文字の間隔は、パイカ文字 （1/10 インチ）を基準として文字圊スペースを登録していま 
すが、文字の大きさを変えると文字間隔も変わります。 
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5 プリンタをより活用するために 


〈データの区切り文字について〉 

印字データの中に余分な LF コードが含まれていると、印字データが誤って区切られ、印字 
位置がずれてしまいます。このような場合、印字データに区切り文字をつけることにより、 
正しく印字することができます。 

区切り文字には、次の種類があります。 


ぺージ区切り 
文字 

?、@ 

1プロックの印字データの始まりを示します。この 
文字に続く、書式で指定した印字開始位置数と同じ 
数の印字データの集まりを1プロックのデータとし 
ます。 

ページ区切り文字は、必ずブロックの先頭につけて 
ください。 

行区切り 
文字 

!，、&、； 

1つの印字開始位置分のデータの始まりと終わりを 
示します。行区切り文字に囲まれた印字データのみ 
が有効になります。 

4種類の中から1種類だけ選択できます。 

行区切り文字を使用する場合は、 LF コードはすべて 
無効になります。 


印字データの区切り文字の指定は、書式メニュー設定で行います。詳細は、「書式メニュー 
設定」 （152 ページ）を参照してください。 

• 印字データ中に FF コードがあると、ブロックの終わりとみなします。 


♦使用する書式の指定 

使用する書式をコント□—ルコマンドか、プリンタの操作パネルで指定します。 

コントロールコマンドの詳細は、拡張コント□—ルコマンド仕様の rSTX Q (書式指定)」 
を参照してください。 

コントロールコマンドについては、プリンタソフトウェア CD - ROM 内に PDF ファイルで「拡 
張コント□—ルコマンドの仕様」が格納されております。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 

プリンタの操作パネルでの指定方法は、「書式メニュー設定」 （152 ページ）を参照してく 
ださい。 

♦用紙のセット 

単票手差しの場合は、シートガイドを右端に突き当てます。 

連続紙の場合は、左側のピントラクタを右端に突き当てます。 

カットシートフィーダ（オプション）の場合は、用紙ガイド（左）を右端に突き当てます。 
詳細は、「4用紙の取り扱い」（111ページ）を参照してください。 
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5 プリンタをより活用するために 


♦印刷 


コンピュータから印刷データを送ると、指定した書式に従い印刷を開始します。書式モー 
ド中は、「書式」ランプが点灯します。 


❸ 


ML 8340 SE 用に作成した書式を、このプリンタで印刷した場合、印字位置が異 
なる場合があります。 



1 書式モードを解除するには、コントロールコマンドで指定するか、書式メニユー 

_で「カヘンシヨシキセンタク」の設定値を「シヨシキナシ」にします。 

参考コントロールコマンドの詳細は、拡張コントロールコマンドの仕様の 「STXQ (書 
式指定）」を参照してください。 

コントロールコマンドについては、プリンタソフトウェア CD - ROM 内に PDF ファ 
イルで 「拡張 コン ト ロールコマンドの 仕様」 が 格納され ております。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 
プリンタの操作パネルの操作方法は、「書式メニュー設定」 （152 ぺージ）を参照し 
てください。 
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6 オプション 

〜取り付けから使い方まで〜 
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6 オプション 


カットシートフィータ 

プリンタにカットシートフィーダ ( CSF ) を取り付けることにより、単票，はがき，封筒お 
よび複写紙を自動的に連続給紙できます。 

カツトシートフィーダは、プリンタの前方と後方に取り付けることができます。 


參外観と各部の名称 


リアシートサポータ (2 個） 


用紙ガイド(左) 


用紙セツトレバー 


(正面） 


ガイド□ーラ 


(背面） 



用紙ガイド(右） 


センタガイド (2 個） 


接続コード 


用紙ガイド固定レバー 


カツトシートフイーダ 



プリンタ本体 


カツトシートフイーダ 
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プリンタ前方に取り付けた図 


プリンタ後方に取り付けた図 












6 オプション 


•カツトシートフイーダの取り付け，取り外し 


(注り 


• カットシートフイーダの接続コードは、必ずプリンタの電源スイッチを 
「 OFF 」 にしてから、抜き差しを行ってください。 

•オプションのリアピントラクタを取り付けているときは、カツトシート 
フイーダをプリンタの後方に取り付けられません。 


♦プリンタの前方に取り付ける場合 


プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


〇 プリンタのギアカバーを開き、ぺーパガイドを右側に寄せ 
Z ます。 



3 


カットシートフィーダの両側を持ち、両側の U 溝をプリン 
夕のテーブル軸に差し込みます。そのまま、カットシート 
フィーダ全体を静かに下におろします。 
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6 オプション 


4 


カットシートフイーダの接続コードをプリンタ左側のコネ 
クタに接続します。 



5 


センタガイドを取り付けます。 

ヨーインヴシャフトに引っ掛け、ツメ部を角パイプシャフトに差 
し込みます。 


角パイプシャフト 
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6 オプション 


6 


リアシートサボータを取り付けます。 

角パイプシャフトに引っ掛けるのと同時に、リアシートサポータ 
の下端をリアビームにしっかり差し込みます。 



(注.，) 


センタガイドとリアシートサボートは各2個添付されて 
います。用紙幅に合わせて中央に2個、1個または全て取 
り外してくださしヽ。取り外した場合は、紛失防止のため、 
用紙ガイドの外側に差し込んで置いてください。 


7 

8 



プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

プリンタをオフライン1犬態にして、 「用紙モード/高複写」 
スイッチを押してフロント CSF ( F - CSF ) を選択します。 


Q 表示パネルに 「 F - CSF 」 と表示されます。 

カツトシートフイーダの接続コードを接続していない場合は表 
示されません。 


カツトシートフィーダおよびセンタガイド、リアシートサポート 
の取り外しは、取り付けの逆の手順で行います。 


A/iE ケガをする恐れがあります。 ^ 

カットシートフィーダを外したときは必ずプリンタのギア 
カバーを閉じてください。動作中、誤って指等を入れけが 
をする恐れがあります。 








6 オプション 


♦プリンタの後方に取り付ける場合 



プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


プリンタ後方のギアカバーを外します。 

つまみを押し上げて回転させて外します。 



A ギアカバーは、手がギアに触れないためのカバーです。 
V /オプションを使用しないで外したときは、再度逆の手順 

で取り付けてください。 


^ シートスタツカおよびスタ ッ カサポートを外します。 



取り外したスタッカサポートは使用しませんので、大切に保管し 
てください。 

シートスタツカはカツトシートフイーダに取り付けます。 
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6 オプション 


4 


カツトシートフィーダを持ち、両側の U 溝をプリンタの奥 
のポストに差し込みます。そのまま、カツトシートフィー 
ダ全体を静かに下におろします。 


カツトシートフイーダが確実にセツトされているか確認してく 
ださい。 




5 カットシートフイータの接続コードをプリンタ右側のコネ 
クタに接続します。 
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6 オプション 


6 


センタガイドを取り付けます。 

ヨーイングシャフトに引っ掛け、つめ部を角パイプシャフトに差 
し込みます。 



角パイプシャフト 



7 


リアシートサボータを取り付けます。 

角パイプシャフトに引っ掛けるのと同時に、リアシートサポータ 
の下端をリアビームにしっかり差し込みます。 



(注•り 


センタガイドとリアシートサボートは各2個添付されて 
います。用紙幅に合わせて中央に2個、1個または全て取 
り外してください。取り外した場合は、紛失防止のため、 
用紙ガイドの外側に差し込んで置いてください。 
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6 オプション 


〇 プリンタから外したシートスタツカを、カツトシート 
^ フイーダ上にある4ケ所のガイドにしっかり差し込みます。 


ガイド 



Cf プリンタの電源スイッチを 「 ON 」 にします。 

1 Q プリンタをオフライン状態にして、 「用紙モード/高複 
U 写」スイッチを押してリア CSF ( R - CSF ) を選択します。 

11 表示パネルに 「 R - CSF 」 と表示されます。 

カツトシートフイーダの接続コードを接続していない場合は表 
示されません。 


カツトシートフイーダおよびセンタガイド、リアシートサポータ 
の取り外しは、取り付けの逆の手順で行います。 
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6 オプション 


♦単票のセット 


用紙をまとめてカツトシートフイーダにセツトします。 
次の手順に従って、用紙をセツトしてください。 




使用できる用紙は、単票，はがき，封筒および複写紙です。 

用紙の挿入方向，用紙の規格については、「用紙規格および印字範囲」(237 
ぺージ）を参照してください。 


• シートスタツカの容量は、 8 mm 程度（連量 55 kg 紙で約100枚）です。容量を 
超えて使用すると用紙ジャムの原因になります。 


※説明ではカットシートフィーダを前方に取り付けています。 

また、センタガイド、リアシートサボータを一部1個としています。 
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2 


3 


プリンタの後方にカットシートフィーダを取り付けた場合 
のみ、シートスタツカを前に起こします。 


シ_トスタツカ 



用紙 セツ トレバーを 「 RESET 」 にします。 

用紙セツトレパー 



左右の用紙ガイド固定レバーを下げます。 

用紙ガイドの固定を解除します。 





6 オプション 


4 


用紙ガイド上の目盛の「1文字目▲」マークが1文字目の 
中心になるように用紙ガイド（右）の位置を決め、用紙ガ 
イド固定レバーを上げて固定します。 


(注.づ 


カットシートフィーダを前方に取り付け、用紙をテー 
ブルに排出する場合、テーブルのシートガイドに用紙 
があたり、ジャムの発生の可能性がありますので、用 
紙ガイド（右）は、はがきの位置にしてください。 


リアシートサポ_夕 



用紙幅に合わせてリアシートサポータ、センタガイドを外し、用 
紙ガイドの外側にセットしてください。 


I 

参考 


はがきをセットする場合には、リアシートサボータ、セ 
ンタガイド2個とも外し、用紙ガイドの外側にセットして 
ください。 


リアシートサボータ 
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6 オプション 


5 


用紙の左端を用紙ガイド（右）に合わせて、そのまま奥に 
突き当たるまでまっすぐ差し込みます。 


印刷する面を表にします。 


普通紙の場合 

折り曲げて用紙の端をずらす 



解きほぐし そろえる 


封筒の場合 



ならす そろえる 



複写紙の場合 

のり付けの部分を下にセツトしてください。（天のり） 
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6 オプション 


•用紙は、よくさばき、上下左右をそろえてください。 
、 》 特に複写紙の場合、のり付けの部分が次の用紙と貼 

り付いていることがあります。 

• 用紙ガイドの上段の線を超えないよう、用紙をセッ 
卜してください。 

一般紙の場合、連量 55 Kg 用紙で約180枚です。 
はがきの場合、官製はがきで約30枚です。 

封筒の場合、原紙坪量 85 g / m 2 で約20枚です。 



• B 4 のような大きなサイズや複写紙の場合は、総紙厚 
10 mm 以下にしてくださし 、0 

• 折り目，しわ，傷，反りがあるもの，用紙の角が特殊な 
形状のものは使用しないでください0 

• 紙質，厚さ，大きさの異なる用紙を、混ぜて使用しな 
いでください。 

• 官製はがきの両面に印字する場合は、片面の印字後、 
反りをなくしてから反対側の面を印字してくださしヽ。 
ただし、片面の印字が印刷禁止領域 （255 ぺージ参照） 
にかかる場合、反対面の印字時、センサの検出により 
正常に印刷できない場合があります。 
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6 オプション 


6 


用紙ガイド （左） を用紙幅に合わせ、用紙ガイド固定レバー 
を上げて、 固定します。 


リアシートサポータ 



7 


用紙セツトレバーを、静かに 「 SET 」 にします。 



いきおいよくセットすると、用紙が乱れ、斜めに吸入される原因 
になります。 


8 


プリンタの後方にカットシートフィーダを取り付けた場合 
のみ、シートスタツカを後に倒します。 


シートスタツカ 
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6 オプション 


(注.') 


使用中、用紙の端が不揃いになりましたら、印刷を中止し、 
もう一度セットし直してください。 

用紙を長時間カットシートフィーダに放置しないでくださ 

い。 

用紙が力ールする原因になります。 

カットシートフィーダの給紙の場合、用紙の逆改行量は1回の 
吸入に対して累計で 8.47 mm ( 1/3インチ）以内です。 

複写紙を使用する場合 

① 前方取り付け時 シートスタッカ側へ排出 

② 後方取り付け時 テーブル側へ排出 

してください。逆の場合、用紙の種類によってはジャムの可 
能性があります。 




カットシートフイーダを前後に2つ取り付けた場合、メニユー 
設定の 「 CSF 前/後の選択」で、どちらのカットシートフイー 
ダから給紙するか設定します。 

用紙の種類によっては、セットした最後の用紙が印字規格か 
ら外れる場合があります。 

オプションのカットシートフイーダご使用時には、最後の用 
紙の給紙が不安定となることがありますので、最後の用紙は 
使用しないようにしてください。また、用紙残量が少なくなっ 
た場合には、用紙を補充してください。 
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6 オプション 


•自動給紙モードと単票手差しモードの切り替え 

カツトシートフィーダを取り付けたまま、単票を手差しで給紙できます。 
手差し給紙から自動給紙に切り替えることもできます。 


7 オフライン状態で 「用紙モード/高複写」 スイッチを 押 
して“テサシ”を選択します。 


2 


自動給紙モードに戻す場合は、再度 「用紙モード/高複 
写」スイッチを押します。 


圓: 

参考 


単票手差し給紙の場合は、テーブルから単票を入れます。 
プリンタ前方にカットシートフィーダを取り付けた場合、 
カットシートフィーダの下から単票を入れます。 

ただし、ペーパガイドは移動できません。右端突き当てか 
の位置にしてください。 

自動給紙モードでもテーブルに単票をセットするとテーブル 
から自動給紙します。 


シートスタツカ 
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6 オプション 


•自動給紙モードと連続紙モードの切り替え 

プリンタ後方にカツトシートフィーダを取り付けた場合、カツトシートフィーダを取り付 
けたまま、フロントトラクタでの連続紙を使用できます。 

彳 1プリンタ後方にカツトシ-トフィ-ダを取り付けた場合は、リアピントラクタ 
I 'は実装できません。 

プリンタドライバの給紙方法の選択により切り替えることもできます。 


♦連続紙モードへの切り替え 


オフライン状態で 「用紙モード/高複写」 スイッチを押 
して“フロントトラクタ”を選択します。 


2 


連続紙をプリンタにセットします。 

給紙方法は「連続紙をセットする」（115ページ）を参照して< 
ださい。 


連続紙がセツトされている場合は、自動的に1文字目印字位置ま 
で送られ、「印字可」ランプが点灯します。 



(注.，) 


フロン トトラクタの連続紙を断続的に使用する場合は、カットシートフィーダ 
のリアシートサボータを外してください。連続紙の種類によっては、リァシー 
トサボータの先端で用紙が引っ掛かる場合があります。 


♦自動給紙モードへの切り替え 

7 オフライン状態で「用紙モード/高複写」スイッチを押 
して “ R - CSF ” を選択します。 


2 


自動的に連続紙がピントラクタまで後退します。 

手動で後退させるには、「連続紙を外すとき」（120ページ）を参 
照してください。 
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6 オプション 


リアピントラクタ 

リアピントラクタを取り付けることにより、プリンタ後方より連続紙が給紙できます。 

參外観と各部の名称 


ピントラクタ 




192 









6 オプション 


•リアピントラクタの取り付け，取り外し 


(注.，) 


• リアピントラクタの取り付け，取り外しは、必ずプリンタの電源を 「 OFF 」 
にしてから行ってください。 

• オプションのカツトシートフイーダを、プリンタ後方に取り付けている場合 
は、リアピントラクタを取り付けられません。 


※説明をわかりやすくするため、シートスタツカをイラストから省いています。 



プリンタの電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


プリンタ後方のギアカバーを外します。 


つまみを押し上げて回転させて外します。 



(注り 


ギアカバーは、手がギアに触れないためのカバーです。 
オプションを使用しないで外したときは、再度逆の手順 


で取り付けてください。 


3 


シートスタツカを上方に持ち上げて固定します。または取 
り夕!•してくださし、。 
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6 オプション 



4 リアピントラクタは、シートスタッカの内側にセットします。 
リアピントラクタの両側のレバー①をつまみながら、リア 
ピントラクタ先端の U 溝をプリンタ後部のボスト②に差し 
込み、そのまま③方向に回転させるように下におろします。 
レバー①から手を離すと、リアピントラクタが固定されます。 


スタツカ□—ラ 



U 溝 


(注，〉 


リアピントラクタを上下に動かして固定されている 
とを確認してください。 


シートスタツカを下げます。 

またはリアピントラクタの左右外側に向けて取り付けます。 



リアピントラクタの取り外しは、取り付けの逆の手順で行います。 


園 

参考 


インタフェースケーブルがリァピントラクタの妨げになるような場合はケーブ 
ルをリアカバーの爪部にはさみ込んでください。 
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へ主 .、.インタフエースケーブルを接続するときは、リアピントラクタを外して接続し、 
^ ノその後でリアピントラクタを取り付けてください。 
















6 オプション 


♦連続紙のセット 


シートスタッカを上方に持ち上げて固定します。 



左側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、横方向の 
印字位置を合わせます。位置を合わせたら、ロックレバー 
を押し下げて固定します。 

目盛上の「▼」および菱形の孔の中心が横方向の1文字目の中心 
になります。 



〇 右側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、連続紙の 
^幅に合わせて移動します。 

シートガイドは、左右のピントラクタの中央に移動します。 


ピントラクタシートガイドピントラクタ 
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6 オプション 


左右のピントラクタカバーを開いて連続紙をセットし、ピ 
ントラクタカバーを閉じます。 

& 4左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置が 
、ノずれないようにしてください。 


ピントラクタカパー 



5 


右側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、ロックレバー 
を押し下げて固定します。 

その際に、連続紙の張り過ぎやたるみ過ぎがないように注 
意してください。 



X 〇 X 

連続紙のスプ□ケツト孔に対する 
スプ□ケットピンの位置 
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6 オプション 


z ? シートスタッカを下げ、オフライン状態で「用紙モード/高 
^ 複写」スイッチを押して“リアトラクタ”を選択します。 

単票や、フロントトラウタから連続紙がセツトされているとき 
は、自動的に排出またはフロントトラクタ位置に退避します。 

手動での排出方法は、「単票の排出方法」（114ページ)，「連続紙 
を外すとき」 （120 ページ）を参照してください。 

1行目印字位置まで連続紙が自動的に送られます。 


(注.り 


連続紙が途中でつまってしまったときは、つまった連続 
紙を取り除き、再度セットし直してください。 



連続紙の置き方 

• プリンタを置く机の高さは、 75cm を目安にしてください。 

•連続紙は、用紙走行経路に沿って、プリンタと平行に置いてください。左 
右方向のずれは、 3cm 以内にしてください。 

• プリンタの後部と机の縁を合わせて<ださい。 

• プリンタの後部は、壁から 60cm 以上離してください。 


60cm 以上 
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6 オプション 


參連続紙の排出方法 

印刷が終わつた連続紙は、次の手順で排出します。 

♦印刷済の連続紙を切り取るとき 

ザ 「印字可」ランプが点灯している状態で、「機能切替/用 
' 紙カツト」スイッチを押します。（リアカットモー ド） 

連続紙がテーブル側に繰り出されます。 

機能切替| 

狩 



3 


もう一度 「機首爸切替 /用紙 カツト」 スイッチを押します。 

連続紙が元の位置に戻ります。 


機能切替' 1 
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6 オプション 


用紙の種類によってミシン目位置がカバーのカッタと合わない場合は次の手順で補正します。 


「印字可」 ランプが点灯している状態で 「機能切替/用 
紙カツト」スイッチを押し、そのまま押し続けます。 

用紙のミシン目がカパーのカツタ位置まで送られます。 


2 


表示パネルに「カットイチホセイ」と表示されます。 



用紙カット動作後も「機能切替/用紙カット」スイッチ 
を押したままにしてください。 


^ カバーのカッタ位置にミシン目を合わせます。 
①カッタとミシン目の位置を確認します。 


ミ ドルカパー 
(ぺーパカッタ) 



順方向に微少送り：「機能切替/用紙カット」スイッチ 
を押したまま、「改頁/高速 印字」 
スイッチを押します。 



逆方向に微少送り：「機能切替/用紙カット」スイッチ 
を押したまま、「改行/通常 印字」 
スイッチを押します。 


r ▲ハ 
機能切替 f 





(注/)カバーオープン状態ではスイッチ操作できません。 


4 


ミシン目がカッタに合ったらスイッチから指を離します。 


表示パネルに 


力 

ツ 

卜 


ィ 

チ 


ホ 

セ 

ィ 







ホ 

セ 

イ 

チ 


力 

キ 

コ 

、 

、 

チ 

ュ 

ウ 






と表示され、カツト位置補正として記憶されます。 
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6 オプション 


♦連続紙を外すとき 


1 印刷済みの連続紙を切り取ります。 

前ページを参照してください。 

「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 

連続紙が元の位置に戻ります。 


3 


「用紙ロード/排出 方向」スイッチを押します。 

連続紙の先端がピントラクタまで後退します。 

用紙口ード 

辟 


㈣. 


連続紙の後退量は最高558.8 mm (22 インチ）です。 
558.8 mm (22 インチ）後退しても連続紙先端を検出しな 
い場合は、その時点で後退動作を終了します。 

連続紙の後退動作は、2回 [1117.6 mm (44 インチ）]以上 
連続して行わないでください。ジャムの原因になります。 



ピントラクタカバーを開き、連続紙を外します。 

ピントラクタカパー 



6 


ピントラクタカバーおよびシートスタツカを元に戻します。 



参考 


ピントラクタの手前で連続紙のミシン目を切り取った場 
合は、残りの連続紙はオフライン状態で「改頁/高速印字」 
スイッチを押して排出してください。 
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7 こんなときには 


〜インクリボンの交換、紙づまりしたとき、 
印刷がおかしいとき、エラー表示がでたとき〜 
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7 こんなときには 


リボンカートリツジ内のインクリボンの交換 

印字が薄くなったときには、次の手順でリポンカートリツジ内のインクリボンを交換して 
ください。 



リボンカートリッジのふたについているつめ （6 か所）を 
外し、ふたを外します。 



2 


口ーラアームを図の矢印方向に押しながら使用済のインク 
リボンを取り出し、リボンカートリッジの中および周囲, 
口ーラ周辺のリボンくず，繊維くずを取り除きます。 



圓. 

参考 # 


使用済みのインクリボンはナイロン製です。不燃物と 
して処理してください。 

使用済みのインクリボンの回収を行っています。詳 
細は「使用済み消耗品の回収について」（277ページ） 
をご覧ください 0 
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7 こんなときには 


〇 新しいインクリボンの包装紙を取り除き、インクリボンを 
^ 箱から20〜 30 cm 程度引き出します。 

4 リボンカートリッジをインクリボンの箱にかぶせて、リボ 
ンカートリツジと箱をいっしょに裏返します。 



/T インクリボンを図の経路にセットします。 


インクリボン 



板パネの圊を通す 
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7 こんなときには 


6 


リボンカートリツジからインクリボンが飛び出さないよう 
に、静かに箱を取り除きます。 




7 


口ー ラアー厶を開き、 口ー ラの間にインクリホンを通しま 
す。 


8 


リボンカートリッジ内でインクリボンが折れたり、ねじれ 
たりしていないか、また、 口ーラアーム がフレームから浮 
き上がっていないか確認してからふたを閉じます。 
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7 こんなときには 


9 


口ーラノブを時計回り（矢印方向）に回してインクリボン 
のたるみを取ります。 


A • 口ーラノブを回したとき、インクリボンが動かなかっ 
、 ) たり、異常に鈍いときは、再度ふたを開けてインク 
リボンの経路を確認してくださし、0 
• 口ーラノブを矢印の逆方向に回さないでください。 

リボンジャ厶の原因になります。 

• インクリボンの交換は1つのリボンカートリツジに対 
して3回までです。インクリボンを3回交換したら、 
リボンカートリッジを交換してください。交換の手 
順は「リボンカートリッジを取り付ける」 （27 ページ） 
を参照してください。 



圓. 

参考# 


使用済みのリボンカートリッジはナイロン製です。 
不燃物として処理してください。 

使用済みのリボンカートリッジの回収を行っていま 
す。詳細は「使用済み消耗品の回収について」 (277 ベー 
ジ） をご覧ください0 
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7 こんなときには 


紙づまりしたとき 


參単票の場合 



♦単票がプリンタ内部でつまったとき 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

ケガをする恐れがあります。 



電源を入れたままカバー 
を開けて作業をしないで 
ください。 

プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れがあ 
ります。 


2 


印字へッドを用紙のないところへ移動させます。 


△ 注意 やけどの恐れがあります。 


A 



印字直後は印字ヘッド 
やその周辺が高温に 
なっていますので、印 
字へッドなどにはさわ 
らないでくださし、。 

印字ヘッドの移動は、印 
字へッドの温度が下がっ 
てから行ってくださし、0 


〇 プラテンノブを回し、単票を手前または後ろに引き出します。 



206 
















7 こんなときには 


♦破れた単票がプリンタ内部に残ったとき 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


△注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたまま力 
パーを開けて、作業を 
しないでくださし、。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


2 

3 


見えている紙くずをピンセットで取り除きます。 

3つに折りたたんだ単票をテーブルから差し込みます。 

このよろに折りたたむ 



4 プラテンノブを回して単票を送り、つまった紙くずを押し 
出します。 
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7 こんなときには 


•連続紙の場合 

♦連続紙がプリンタ内部でつまったとき 




2 


3 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


△注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたまま力 
パーを開けて、作業を 
しないでくださし、。 
プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 



テーブルを開き、ピントラクタから連続紙を外します。 



4 プラテンノブを回しながら、連続紙を手前側または後ろ側 
に引き出します。 


破れた紙くずがプリンタ内部に残ったときは、連続紙を2〜3枚 
重ねてピントラクタにセットし、プラテンノブを回して、つまっ 
た紙くずを押し出してください。リアピントラクタの場合も同様 
に行って < ださい。 
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7 こんなときには 


♦カツトシートフイーダ（オプション）でつまったとき 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


注意 ケガをする恐れがあります。 


A 



電源を入れたまま力 
バーを開けて、作業を 
しないでください。 

プリンタが突然動き出 
し、ケガをする恐れが 
あります。 


2 


カットシートフィーダを取り外します。 

「カツトシートフイーダの取り付け/取り外し」（177〜183ベー 
ジ） を参照してください。 


? 用紙を取り除きます。 

紙の送られる方向へゆっくり引き出します。 



/. ± 逆方向への無理な用紙の引き出しは、機構部のダメージ 

V 7 原因となります。 



引出し方向 
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7 こんなときには 


アラーム表示がでたときは 

操作パネルの表示と、その際に必要な操作パネルの操作を下表に示します。 


•…点灯 ©…点滅〇…消灯 


ランプ 

表不パネル 

アラームの意味と対処方法 

ブザー 
鳴動 
有"紐 

用紙 

印字可 

• 

〇 

ヨウシナシ XXX 

ヨウシヲセットシテクダサイ 

または 

ヨウシヲホキュウシテクダサイ 

用紙が終了しました。新しい用紙をセット 
し、「印字可」スイッチを押してください。 

有 

• 

〇 

ペーパージャム 

ヨウシヲヌキトッテクダサイ 

紙づまりです。つまった用紙を取り除き 
「印字可」スイッチを押してください。 

有 


• 

または 

〇 

タンピョウヌキトリマチ 
ヨウシヲヌキトッテクダサイ 

単票抜き取り待ちです。テーブルの用紙を 
外して < ださい。 

有 



カバーオープンアラーム 
カバーヲトジテクダサイ 

トップカバーが開いています。トップカ 
バーを閉じてください。 

有 

• 

または 

〇 

〇 

データ/ドウサホジチュウ 
ヨウシラセットシテクダサイ 
または 

オンラインニシテクタ'サイ 

用紙をセットするか、「印字可」スイッチ 
を押すとアラームが解除されます。 

有 


〇 

バイタイキリカエチュウ 
タンピョウヌキトリマチ 
または 

チョウヒョウジョキョマチ 

用紙モード切替中です。 

セット済みの用紙を取り除いてください。 

有 

e 

〇 

ヨウシヲカットシテクダサイ 
カットゴ□ー ド SW オウカ 

連続紙を切り取り、「用紙口ード/排出方向」 
スイッチを押してください。 

有 

O 

• 

インジ DUTY アラーム 
プンカツインジチュウデス 

高密度印字のため、分割印字をしています。 
高密度印字が終了したらアラームは解除さ 
れます。 

無 

〇 

• 

へッドサーマル 

ブンカツインジチュウデス 

印字へッドが温度アラームになっています。 
印字へッドの温度が下がるとアラームは解 
除されます。 

無 

〇 

〇 

ショシキサムチェックアラーム 
インジカ SW 4アラー ム〇 FF 

書式を登録している不揮発性メモリ内に異 
常が発生し、登録書式を削除しました。 

全書式を登録し直してください。 

無 

〇 

〇 

インジカイシイチセッテイ 
セッテイハンイオーバー 

1文字目印字位置設定可能範囲を超えまし 
た。微少改行を行ってください。 

無 


XXX は給紙ルートを示しています。 
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7 こんなときには 


•…点灯 ©…点滅〇…消灯 


ランプ 

表不パネル 

アラー ムの意味と対処方法 

ブザー 
鳴動 
有紐 

用紙 

印字可 

〇 

または 

• 

〇 

または 

• 

八°ワーセーブ 

XXX 

低消費電カモード中です。 

アラーム表示ではありません。そのままお 
使いください。 

無 

才-トキ、' ャッフ。 

印字可 

MG セツテイアラーム 
サイセツテイシテクタ'サイ 

マニュアル ギャップのギャップ調整の設定 
が合っていません。用紙の紙厚に合った設 
定をして < ださい。 

有 


〇 

用紙 

書式 

I ラー n n 门 n 
八°ワー OFF シテクダサイ 

復旧不可能アラームです。リボンカートリッ 
ジが正しく取り付けられているか確認し、イ 
ンクリボンが外れていたり、リポンカートリッ 
ジの取り付けが正常でない場合、再度取り付 
け直してください。 （27 ぺージ参照） 

その後、キャリッジ部がなめらかに移動する 
ことを確認し、電源を入れ直してください。 
電源を入れ直しても再度エラーになる場合 
は、お客様相談センターにご連絡ください。 

有 

寿顧 

0 



XXX は給紙ルートを示しています。 


诊 連帳モード、 CSF モードで印字中に用紙なしとなった場合にのみ、鳴動します。 
雜 用紙なし状態でアラームが発生した場合に、鳴動します。 

歸诊 用紙除去操作中に再度アラームが発生した場合は、鳴動しません。 

诊诊诊诊 メニュー設定で、ブザー無効を選択されていても、プザーは鳴動します。 



(注/) メニュー設定で、ブザー有効を選択時のみ、ブザーは鳴動します。 
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7 こんなときには 


こんなときには 

プリンタが思うように動作しなかった場合は、ここに記載してある項目を探し、適切な処 
置を行ってください。 


現象 

原因 

処置 

電源が入らない 

電源が入らない。 

電源コードが正しく接続されていません。 

プリンタ側，コンセント側ともしっか 
りと差し込んでください。 


電源コンセントの異常または停電の可 
能性があります。 

他の電気製品を同じコンセントに差し 
込んで、正常に動作するか確認してく 
ださい。 

印字しない 

「印字可」ランプが 
消灯している。 

印字停止の状態です。 

「印字可」スイッチを押してください。 

用紙がセツトされていません。 

用紙をセットしてください。 

「印字可」ランプは 
点灯しているが印 
字しない。 

I/F ケーブルが外れています。 

正しく接続し直してください。 

I / F ケーブルがコンピュータやプリンタ 
と合っていません。 

仕様に合ったケーブルをお使いくださ 
い。 

印字へッドは動い 
ているが、印字し 
ない。 

リボンカートリツジが取り付けられて 
いません。 

リボンカートリッジを取り付けてくだ 
さい。 

印字が遅くなった 

突然印刷が遅<なっ 
たり、片方向印字、 
印刷動作の休止と 
なった。 

印字へツドが高温になると、温度を下げ 
るために印字速度が遅くなつたり、片方 
向印字、一定時間動作の休止を行ろこ 
とがありますが、故陣ではありません。 

印字ヘッドの温度が下がると、自動的 
に元の動作に戻ります。この現象が頻 
繁に起こる場合には、プリンタの電源 
を切ってしばらく置いてから印刷を 
行ってください。 

印字が鮮明でない 

文字が薄い、文字 
の一部が欠ける。 

マニュアルギャツプ調整のレンジ値が 
用紙に合っていません。 

マニュアルギャップ調整を適切なレン 
ジ値に合わせてください。 


高速印字に設定されています。 

通常印字にしてください。 


インクリボンの寿命です。 

新しいインクリポンに交換してくださ 
い。 


リボンカートリツジが正しくセツトさ 
れていません。 

正しくセットし直してください。 


インクリボンが確実に巻き取られてい 
ません。 

新しいリボンカートリッジに交換して 
ください。 


リポンフィード動作が行われていません。 

お客様相談センターへご相談ください。 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

文字が、横一列に 
欠ける。 

印字へッドのピンが折れています。 

お客様相談センターへご相談ください。 

印字結果が画面と異なる 

カタカナがグラフ 
ィツク文字になる。 

コード表が拡張グラフィックスになっ 
ています。 

ANK □-ド表をカタカナコードに設 
定してください。（135ページ参照） 

ク'ラフィツクが力 
タカナ文字になる 

コード表がカタカナになっています。 

ANK ]— ド表をグラフィツクコードに設 
定してください。 （135 ページ参照） 

全<違ろ文字や記 
号で印字される。 

ソフトウェアのプリンタ設定が間違っ 
ています。 

ソフトウェア上のプリンタ設定を優先 
順位に従って設定し直してください。 


前回印字したソフトウェアコントロー 
ルコードが有効になっています。 

プリンタを初期化してください。 

(156ページ参照） 


送られたソフトウェアコント□ールが 
間違っています。 

HEX ダンプをとって、データの内容を 
確認します。（167ページ参照） 

間違っている部分をソフトウェア上で 
直してください。 


I / F ケーブルが外れています。 

正し<接続し直してください。 

用紙の頭出し量（印 
字開始位置）が上 
または下すぎる、変 
わってしまった。 

印字開始位置の設定が正しくありません。 

プリンタを初期化してください。 

(156 ページ参照） 


単票と連続紙の頭出し位置の設定を 
行ってください。（159ページ参照） 



1文字目印字位置の設定を行って、頭 
出し位置を調整してください。 

(163 ページ参照） 



ソフトウェア上で上マージンが設定で 
きる場合は、正しく設定し直してくだ 
さい。 


センサの上に紙粉などがたまっています。 

綿棒や掃除機などで除去してください。 
(220ページ参照） 

左右の余白が多い、 
または少ない。 

左右マージンの設定が正しくありません。 

シートガイドやピントラクタの位置が 
適当ではありません。印字形式に合わ 
せてセツトし直してください。 



ソフトウェア上で左右マージンが設定 
できる場合は、正しく設定し直してく 
ださい。 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

連続紙を使用して 
いるときに、1ペー 
ジ分の印刷が2 
ページにわたって 
印字される。 

ソフトウェアのページ長と、実際に使 
用している用紙が合っていません。 

ソフトウェア上のページ長の設定と、 
使用する用紙のサイズを合わせてくだ 
さい。 

単票を使用してい 
るときに、1ベー 
ジ分の印刷が2 
ページにわたって 
印字される。 

ソフトウェア上の用紙設定のサイズと、 
実際に使用している用紙サイズが合っ 
ていません。 

ソフトウェア上の用紙設定を、使用す 
る用紙に合わせてください。 

プリンタ側で自動測定されている1ペー 
ジの印字可能行数と合っていません。 

ソフトウェア上で上下マージンを大き 
くとってください。 

単票 LF ピッチを補正してください。 
(158 ページ参照） 

1行に印字される 
はずの文字などが、 

2行にわたって印 
字される。 

左右のマージンの設定が正しくありま 
せん。 

ソフトウェア上で左右のマージンが設 
定できる場合は、正しく設定し直して 
ください。 

連続紙を使用して 
いるときに、印字 
途中で数行分の空 
白行ができる。 

ミシン目スキップが設定されています。 

ミシン目スキップを解除して<ださい。 
(140 ページ参照） 

縦！ 。 卜線がずれる、 
ガタガタになる。 

両方向印字を行ラと、ずれを生じるこ 
とがあります。 

Windows プリンタドライパの設定で 
片方向印字に設定してください。 

(41, 50, 59, 69, 82, 96,102,107 
ページ参照） 

調整モードの 「PRINT REG 」 で調整 
してください。 （158 ページ参照） 

行圊隔が広すぎる、 
または狭すぎる。 

改行量の設定が正しくありません。 

ソフトウェア上で改行量が設定してある 
場合は、正しく設定し直してください。 

イメージ印字、分割印字について 

イメージ印字で白 
抜けが入る。白抜け 

用紙送りの誤差です。特に黒ベタ印字 
で目立ちます。 

故障ではありません。 

縦倍角などで、白 
抜けや文字つぶれ 
がでる。 

白抜けつぶれ 

6 6 

1文字の途中で改行が入るため、用紙送 
りの誤差がでます。 

故障ではありません。 

重要な書類や伝票などは、プリンタ内 
蔵フォント（明朝または明朝倍角）を 
使用してください。 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

単票で、うまく紙送りできない 

用紙を給紙しない。 

用紙の揷入位置が、右に寄り過ぎてい 
ます。 

シートガイドにそって、用紙をセット 
してください。 

用紙が突き当たるところまで入ってい 
ません。 

突き当たるところまで用紙を入れてく 
ださい。 

用紙の裏が黒いか、プレブリントされ 
ています。 

プリンタの仕様に合った用紙を使用し 
てください。 

(255 ページ参照） 

プラテンは回るが、 
給紙できない。ま 
たは、連続紙が給 
紙されてしまう。 

用紙が突き当たるところまで入ってい 
ません。 

突き当たるところまで用紙を入れてく 
ださい。 

プリンタが連続紙モードになっています。 

連続紙を排出して、プリンタを単票 
モードにしてください。 

用紙が曲がって給 
紙される。 

用紙が突き当たるところまで入っていませ 
ん。用紙がまっすぐ入っていません。 

突き当たるところまで用紙を入れて< 
ださい。 

用紙にしわや折り目など、問題があり 
ます。 

新しい用紙を使用してください。 

用紙が仕様に合っていません。 

プリンタの仕様に合った用紙を使用し 
てください。 

(249 ページ参照） 

用紙が排出できな 
い。 

「改行」スイッチを押しています。 

r 改頁」か、「用紙□—ド」スイッチを 
押してください。 

「用紙」ランプが点 
滅したままの状態、 
または給紙がうま 
くできない。 

センサの上に紙片や紙粉などがあります。 

綿棒や掃除機などで除去してください。 
(220ページ参照） 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

連続紙で、うまく紙送りできない 

改行しない、用紙 
が送られない。 

用紙がピントラクタから外れています。 

用紙を正しくセットし直してください。 

マニュアル ギャップ調整のレンジ値が、 
用紙に合っていません。 

マニュアルギャップ調整を適切なレン 
ジ値に合わせてください。 

用紙が曲がって給 
紙される。または、 
プリンタの中で引っ 
挂卜かってしまう 0 

用紙の両端の穴が、左右ずれた状態で 
セットされています。 

用紙の穴が左右平行になるようにセッ 
卜してください。 

左右のピントラクタの幅が狭すぎ、用 
紙がたるんでいます。 

ピントラクタの位置を調整して、用紙 
のたるみを取ってください。 

用紙がプリンタに対して、まっすぐ給 
紙されていません。 

まっすぐ給紙されるよラ、用紙の位置 
を動かしてください。 

用紙が何かに引っ掛かっています。 

引っ掛かっているものを取り除いてく 
ださい。 

用紙の置いてある位置が遠すぎます。 

プリンタの近くへ用紙を動かしてくだ 
さぃ。 

用紙が仕様にあっていません。 

プリンタの仕様にあった用紙を使用し 
てください。 

(239 ページ参照） 

印字の途中で、数 
行分の空白ができ 

ミシン目スキップが設定されています。 

5シン目スキップを解除して<ださい。 
(140 ページ参照） 

ミシン目スキップ 
を設定したが、実 
際のミシン目とず 
れてしまう。 

ソフトウェアのページ長と、実際に使 
用している用紙が合っていません。 

ソフトウェア上のページ長の設定と、 
使用する用紙のサイズを合わせてくだ 
さい 0 

ソフトウェア上で、行単位に設定します。 

「用紙」ランプが点 
滅したままの状態、 
または給紙がうま 
くできない。 

センサの上に紙片や紙粉などがありま 
す。 

綿棒や掃除機などで除去してくださ 
い。 

(220 ページ参照） 

単票と連続紙の切り替えがうまくいかない 

単票が給紙できな 
い。 

プリンタが連続紙モードになっていま 
す。 

Windows プリンタドライパの設定で、 
使用する印字用紙に合った給紙方法を 

IkxE しし、/し cf し、0 

「用紙モード」スイッチを押して単票 
モードにします。 

連続紙が給紙でき 
ない。 

プリンタが単票モードになっています。 

Windows プリンタドライパの設定で、 
使用する印字用紙に合った給紙方法を 

IkxE しし、/し cf し、0 

「用紙モード」スイッチを押して連続 
紙モードにします。 

連続紙と一緒に単 
票も給紙されてし 
まラ。 

単票が排出されていません。 

単票を排出してください。 
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7 こんなときには 


現象 

原因 

処置 

カットシートフイーダ （ CSF ) を使用して、うまく紙送りできない 

CSF が動作しない。 

CSF が正しくセツトされていません。 

CSF を正しくセットし直してください。 

連続紙モードになっています。 

Windows プリンタドライパの設定で、 
使用する印字用紙に合った給紙方法を 

5又 /E しし 、/し cfC 、。 

自動給紙モードにしてください。 

単票手差しモードになっています。 

Windows プリンタドライパの設定で、 
使用する印字用紙に合った給紙方法を 

Ix/tU l 、/し c 5 し''〇 

自動給紙モードにしてください。 

用紙を給紙しない。 

用紙が CSF にセツトされていません。 

用紙をセットしてください。 

用紙セツトレパーが「補給」になって 
います。 

用紙セットレパーを「印刷」にしてく 
ださい。 

CSF の左右の用紙ガイドの間隔が狭す 
ぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセットし直 
してください。 

セツトしている用紙が厚すぎます。 

仕様に合った用紙を使用してください。 

最後の1枚は給紙できないことか'あります。 

用紙を補給してください。 

一度に2枚以上給 
紙される。 

CSR こセツトされている用紙が少なす 
ぎるまたは、多すぎます。 

セットしている用紙を適量にしてくだ 
さい。 

用紙が密着しています。 

用紙をよくさばいてから、セットして 
ください。 

CSF の左右の用紙ガイドの間隔が、狭 
すぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセットし直 
してください。 

大きさの違う用紙を入れています。 

同じサイズの用紙だけをセットしてく 
ださい。 

用紙が仕様に合っていません。 

仕様に合った用紙を使用してください。 

用紙が曲がって給 
紙される。 

用紙に折り目やしわがあります。 

新しい用紙にかえてください。 

CSF の左右の用紙ガイドの間隔が、広 
すぎます。 

左右の用紙ガイドを正しくセットし直 
してください。 

用紙が仕様に合っていません。 

仕様に合った用紙を使用してくださ 
い。 

用紙セツトレパーが「補給」になって 
います。 

用紙セットレパーを「印刷」にしてく 
ださい。 

うまく排出できな 
い。 

排出した用紙が溜まりすぎています。 

用紙を取り除いてください。 
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7 こんなときには 


( MEMO ) 
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8 定期清掃のしかた 
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8 定期清掃のしかた 


プリンタを良好な状態で使用できるように、定期的または必要に応じて清掃をしてください。 
汚れにより、本来の機能が損なわれることがあります。 

プリンタの清掃のしかた 

♦清掃 


(注.') 


清掃は電源スイッチを OFF にしてから行ってください。 

用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてください。 

印字直後は印字へッドおよびその周辺が高温になっていますので、印字直後 
の清掃は避けてください。 


次表の項目にしたがって、定められた周期または必要に応じてプリンタの清掃を行ってく 
ださい。 

(その他のプリンタ内部の清掃についてはサービスマンにご依頼ください。） 


実施周期：稼働時間が6か月または300時間の中でいずれか早いほう 
使用工具：ウェス（ガーゼなどの柔らかい布）、筆や綿棒、掃除機 



清掃箇所 

清掃内容 

キャリツジシャフトおよび周辺 

用紙くずを取り去り、汚れ，ほこり，リ 
ボンくずなどをふき取る。 

用紙走行面 

フロント PE センサ、 TOP センサ、 
リア PE センサ、 テーブル センサ 

センサに付着したほこりや紙粉を筆や 
綿棒、掃除機などで除去する。 


フロント PE センサ 
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8 定期清掃のしかた 



〇フロント PE センサ，リア PE センサ 
筆や綿棒、掃除機などでセンサガイドの表面を清掃してください。 

〇テーブルセンサ 

アツパ シートガイドの黒色テープをめくって下方のセンサ面を清掃してください。 
〇 TOP センサ 

掃除機などでプリンタ前方より清掃してください。 


♦注油 



プリンタへの潤滑油の注油は行わないでください。プリンタの故障の原因とな 
ることがあります。 

(プリンタの注油、分解についてはサービスマンにご依頼ください。） 
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8 定期清掃のしかた 


擊カットシートフィーダの清掃のしかた 

♦清掃 

装置の設置環境/使用状況によりスキュー/ホッビングミスが発生する場合があります。そ 
の場合、以下の内容にてホッピング□—ラ汚れの清掃を行ってください。 


(注.う. 


清掃は電源スイッチを OFF にし、カットシートフィーダを本体から外してか 
ら行ってください。 

用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてください。 


次表の項目にしたがって、カットシートフィーダの清掃を行ってください。 

(本項目以外の清掃を行った場合には障害の発生する可能性がありますので行わないでくだ 
さい。なお、カツトシートフイータ'内部の清掃についてはサービスマンにご依頼ください。） 


使用工具：ウェス（ガーゼなどの柔らかい布）、アルコール（エタノール) 


清掃箇所 

清掃内容 

左右一対のホッパ□ーラ 

用紙くずを取り去り、油等の汚れ，ほこ 
りなどを アルコール （ェタノール）を 
軽<含ませたウェスで拭き取り、その 
後乾いたウェスでホッピンク'□ーラ面 
の乾拭きを行う。 



ホッパローラ 
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付 録 


プリンタ仕様 


印字方式 

ドツトマトリクスインパクト 

ドツトワイヤ径 

0.2 mm 

ドットワイヤ数 

24ピン 

印字方向 

両方向印字 

改行時間 

4.23 mm (1/6 インチ）改行のとき…1改行約 50 ms 

改ページ速度 

約 254 mm . 1 少 （10 インチ/秒）…最小ギャップレンジの場合 
約152.4 mm /秒 （6 インチ/秒）…その他のギャップレンジの場合 

紙送り制御 

フォームフィード 機能有り 
垂直タブ 機能有り 
ダイレクトスキップ 機能有り 

複写能力 

通常印字モード時：オリジナル+5枚（用紙厚合計 0.36 mm 以下） 

高複写印字モード時：オリジナル+7枚（用紙厚合計 0.48 mm 以下） 

紙送り方向 

フロントパス方式,リアパス方式（オプション） 

紙送り方式 

フリクションフィード方式 
ピントラクタフィード方式 

連続紙ペーパエンド 
検出方法 

メニュー設定によります。初期値は 6.35 mm (1/4 インチ） 

媒体仕様 

「用紙規格および印字範囲」（237ページ）を参照してください。 

インクリボン 
(沖データ純正品） 

カートリッジ：専用カートリッジ 
インク :黒単色 

寿命 ：パイカサイズ高速度 ANK 600万字 

外形寸法 

633 mm ( W ) x 611 mm ( D ) x 263 mm ( H ) (プラテンノブ，シートスタッカ実装状態） 
598 mm ( W)x 387 mm ( D)x 235 mm ( H ) (本体のみ） 

重 量 

約 19 kg 

入力電源 

単相交流10 0 V ±10% (50/60 Hz ±1 Hz ) 

消費電力 

動作中：最大約 350 W (漢字ローカルテスト印字時約 90 W ) 

待機時：約 25 W 以下（低消費電カモード時 15 W 以下） 

電源コード 

3極 AC コード （2 極変換プラグ付き） 

長さ約 2.3 m 

周囲温度 • 湿度 

動作時： 5 °C 〜 40° C ，3096〜 8596 RH 

ただし、印字精度は測定条件が 15° C 〜 30° C ，4096〜 7096 RH 
保存時： —20 °C 〜 60° C ，5% 〜 9596 RH 

ただし、結露しない状態。保存時は、梱包状態とします。 

塵埃 • 腐食性 

一般事務室程度の環境で使用してください。 

インタフェース 

EEE - std 1 284-1 994準拠双方向パラレルインタフェース 
(コンパチブルモード，ニブルモード） 

USB 

標準使用条件 

平均電源オン時間200 H / 月 

平均印字時間 50 H /月（ページ文字密度 3596) 

印字へツド寿命 

平均3億スト □— ク（ドットあたり） 

装置寿命 

5年 

騒 音 

60 dBA [ IS 07779 印字パターン](高品位 ANK ) 
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書体のサンプル 


付 録 


參明朝 

亜哑娃阿哀愛挨姶逢葵茜種悪握渥旭葦芦鯵梓圧斡扱宛姐虻飴絢綾鮎或 
粟袷安庵按暗案闇鞍杏以伊位依偉囲夷委威尉惟意慰易椅為畏異移維緯 
胃萎衣謂違遣医井亥域育郁磯一菪溢逸稲茨芋鲔允印咽員因姻引飲淫胤 

參ローマン 

!"#$%&’ （） *+,-• /0123456789 ：； <=>? 0ABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZ[¥] A _'abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{ !>~ 

•サンセリフ 

!"#$%& ，（ >*+,-./0123456789:;<=>? @ABCDEFGHIJKLMN0 
PQRSTUVWXYZ[¥] A _ v abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{j 

•クーリエ 

!"#$%& , ()*+.--/ 〇 123456789：；<=>? @ABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZf¥] A 1 abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{| 


•〇 CR-B 相当 

!"«$XS'()*+^-./01 2345678 9:；<=>?aABCDEFGHIJKLMNO 
PQRSTUVWXYZ[¥] A _'abcdefghijklmnopqrstuvwxyz{j}~ 

•JAN ( 標準 ) 

1110111111111111111111111 

4 00123456789 2 


•Code 39 

11 画11111 

*□123456789* 

•NW-7 

l _ 1111111111111111111111 __ 

aDI 23456789 b 
•interleaved 2 of 5 

1111111111111111111111111111 

001234567899 

•JAN (短縮) 

11111111111111111111 

4D12345 2 

•カスタマバーコード 

IHliill" 11111 小 小 11111 

•Code 128 

IIIIIJIIJ 聊 


m 
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付 録 


印字仕様 


參文字種類 


m 


♦ ANK 文字 


英数字 • 記号 （ SP 含む） 

95種 

カタカナ • 記号 

63種 

塞線素片 • 符号 • 漢字 

63種 

特殊文字 

79種 

拡張グラフィックス 

48種 

国際文字他 

7種 


カタカナ記号，昇線素片 • 符号 • 漢字は、 スーパス クリプト/ 
サブスクリプト モー ド， プロボーシヨ ナル モー ドおよび 15CPI 
モー ドの場合は除きます。 

♦漢字 （ JIS 第1水準） 

漢字 
非漢字 
特殊文字 

♦漢字 （ JIS 第2水準） 

漢字 

♦ OCR-B (相当文字） 

英数字 • 記号 


2965種 
524種 
83種 


3390種 


64種 



♦外字登録可能文字種 


188種 


♦ダウンロード文字登録可能文字種 


96種 
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付 録 


♦文字の大きさ 


文字種 

横寸法 
[ mm ] 

縦寸法 
[ mm ] 

高 

英数字 

2.25 

2.46 

□□ 

10位 

C A 

P N 

特殊文字 

2.25 

3.45 

カタカナ 

2.25 

2.60 

塞線素片 

2.67 

2.60 

IK 

拡張グラフィックス 

2.67 

4.29 

高 

英数字 

2.11 

2.32 

速 
10度 

C A 

P N 

特殊文字 

2.11 

3.45 

カタカナ 

2.11 

2.6 〇 

塞線素片 

2.53 

2.46 

IK 

拡張グラフィックス 

2.53 

4.29 

プ□ポーシヨナル ANK 

1.40〜3.09 

3.45 

漢 

全角 • 外字 

3.45 

3.45 

字 

半角 

1.75 

3.45 


•印字間隔 


文字種 

間隔（インチ） 


高品位 ANK 

1/10,1/12,1/15,1/17.1,1/20 


高品位スーパスクリブト/サブスクリプト 


プ□ポーシヨナル ANK 

1/8.6 〜1/20 

A 

N 

K 

縮小プロボーシヨナル 

1/17.1 〜1/40 

プ□ポーシヨナル 

スーパスクリプト/サブスクリプト 

1/12.9 〜1/30 


縮小プロボーシヨナル 

スーパスクリプト/サブスクリプト 

1/25.7 〜1/6〇 


高速度 ANK 

1/10,1/12,1/15,1/17.1,1/20 


高速度ス_パスクリプト/サブスクリプト 

漢 

全角 • 外字 

1/6.7 

字 

半角 

1/13.8 


m 
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付 録 


•1 行最大印字数（印字幅設定が136桁の場合) 


文字種 

文字数（文字/行） 


高品位 ANK 

136,163, 204, 232, 272 


高品位スーパスクリプト/サブスクリプト 


プ□ポーシヨナル ANK 

116〜272 

A 

N 

K 

縮小プロポ_シヨナル 

233〜544 

プ□ポーシヨナル 

スーパスクリブ ト/サブスクリプト 

174-408 


縮小プロポ_シヨナル 

スーパスウリプト’サブスクリプト 

349〜816 


高速度 ANK 

136, 163, 204, 232, 272 


高速度スーパスクリプト/サブスクリプト 

漢 

全角 • 外字 

90 

字 

半角 

188 


參印字速度 


文字種 

印字速度（文字/秒） 

通常印字 

高速印字 

高複写印字 （2 パス） 

高品位 AN K 

10 CPI 

120(108, 96, 84) 

240 (216, 192, 168) 

120(108, 96, 84) 

12 CPI 

144(129, 115,100) 

288 (259, 230, 201) 

144(129, 115,100) 

15 CPI 

180(162, 144, 126) 

360 (324, 288, 252) 

180 (162,144, 126) 

高速度 ANK 

10 CPI 

360 (324, 288, 252) 

360 (324, 288, 252) 

360 (324, 288, 252) 

12 CPI 

432 (388, 345, 302) 

432 (388, 345, 302) 

432 (388, 345, 302) 

15 CPI 

540 (486, 432, 378) 

540 (486, 432, 378) 

540 (486, 432, 378) 

漢字 (27 dot ) 

80 (72, 64, 56) 

160(144, 128, 112) 

80 (72, 64, 56) 


主用紙の厚さによって、印字速度が変化します。 

表中の A ( B , C , D ) は、 A = レンジ1〜2, B = レンジ3〜4, C = レンジ5〜7, D = レンジ8 
以上のときを示しています。 


•改行間隔 
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1改行 


1/6インチ、1/8インチ、 n /180 インチ、 n /60 インチ 






























付 録 


パラレルインタフェース 

參コネクタおよびケーブル 

♦コネクタ 

プリンタ側 36極コネクタ（メス） 

57 RE - 40360 -730 B - D 29 A (第一電子製）相当品 
ケープル側 36極コネクタ（オス） 

57 FE - 30360 -20 N ( D 8) (第一電子製）相当品 

♦ケーブル 


2.5 m 以下の IEEE Std 1284- 1994適合ケーブル（または相当品）ケーブ 
ルを使用してください。 

(シールドされているケープルを使用してください。） 


♦インタ フエー スレベル 

□ー レペル 0.0 V 〜 +0.8 V 

ハイレベル +2.4 V 〜 +5.0 V 

+2.0 V 〜 +5.0 V (DATA 1〜8, BUSY , ACK , SEL , PE , FAULT ) 
+2.3 V 〜 +5.0 V ( STB , ATFEED , l - PRIME , SLCTIN ) 


♦インタ フエー ス回路 


• RECEIVER 



LVC 1 61284 


+5、 

1 

ノ 

1.4 KQ 

卜 


レ 



R 

C 

INPUT PRIME 

510 

0.001 [if 

DATA STROBE 

510 

0.0056 uF 

AUTO FEED XT 

510 


SLCT IN 

510 

0.001 [if 

DATA BIT 1 〜 8 

510 

0.001 [if 


• DRIVER 

① BUSY , ACK , SELECT , PE , FAULT 


m 


LVC 1 61284 



② +5 V 



+5 V 


2400 
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付 録 


•パラレルインタフ I ー ス信号 


m 


ピン No . 

信号名 

方向 

機能 

1 

DATA STROBE 

TO PRINTER 

DATA BIT 1 〜 8 の読み込みパルス信 
号です。ハイレベルから□ーレベルに 
変化すると BUSY 信号がハイレベルに 
なり、入カデータを読み込みます。 

2 

DATA BIT 1 

TO PRINTER 

入カデータの1ビット目から8ビット 
目です。ハイレベルが論理 T , 口ーレ 
ペルが論理" 0" を示します。 

DATA BIT 1が LSB , DATA BIT 8が 
MSB です。 

3 

DATA BIT 2 

4 

DATA BIT 3 

5 

DATA BIT 4 

6 

DATA BIT 5 

7 

DATA BIT 6 

8 

DATA BIT 7 

9 

DATA BIT 8 

10 

ACKNOWLEDGE 

FROM PRINTER 

入カデータの受信処理完了を示す信号 
で、 DATA STROBE に対する応答パ 
ルス信号です。 

電源投入時は、 BUSY 信号を最初ロー 
レペルにするときに1パルス出力します。 

11 

BUSY 

FROM PRINTER 

プリンタがデータ受信可能がどうかを 
示す信号で、八イレペル時はデータ受 
信不可能、□ーレベル時はデータ受信 
可能です。以下の条件でハイレベルに 
なります。 

① ストロープパルスを受信してから受 
信データの処理を終了するまで 

② オフライン状態の圊 

③ INPUT PRIME 信号の受信または、 
電源投入時のイニシャル処理を行う 
圊 

④ アラームになった場合 

12 

PAPER END 

FROM PRINTER 

用紙終了を検出するとハイレベルになり 
ます。ただし、1行の受信途中ではその 
場で八イレペルにならず、行受信を完了 
した時点で八イレペルになります。 

用紙をセットすると□—レベルになり 
ます。 

13 

SELECT 

FROM PRINTER 

常時ハイレベルです。 
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付 録 


ピン No . 

信号名 

方向 

機能 

14 

AUTO FEED XT 

TO PRINTER 

電源投入時、この信号が口ーレペルの 
場合は CR コードの受信で復帰改行を 
行います。有効/無効はメニュー設定 
に従います。 

15 

NC 


未接続 

16 

OV 


信号用アース 

17 

CHASSIS GROUND 


プリンタシャーシのグラウンド 

18 

十 5V 


240 Q の抵抗で +5V にプルアップされ 
ます。 

19 〜 30 

OV 


ツイストぺアリターン用グラウンド 
( ピン No. 1 〜 1 2に対応した信号用アー 
ス） 

31 

INPUT PRIME 

TO PRINTER 

□ーレベルになるとプリンタの制御部 
が初期状態になります。□ーレベルは 
10 US 以上にしてください。なお、本 
信号は10 U S 以下でも有効になる事が 
あります。 

32 

FAULT 

FROM PRINTER 

□— レペルのとき、エラー状態である 
ことを示します。 

以下の場合に□ーレペルになります。 

① オフライン状態の間 

② アラームになった場合 

③ 電源投入時のイニシャル処理を行う 
間 

33 

OV 


信号用アース 

34 

十 5V 


常時ハイレベル、 3.3kQ 抵抗で十 5V 
にプルアップされています。 

35 

十 5V 


36 

SLCT IN 

TO PRINTER 

電源投入時、この信号が口ーレペルの 
場合は、 DC1/DC3 コードは受け捨て 
ます。 

DC1/DC3 コードの有効/無効は、メ 
ニュー設定に従います。 
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付 録 


►パラレルインタフェースタイムチャート 

♦データ受信 


PARALLEL DATA 
(DATA BIT 1〜 8) 


0.5 us ( MIN ) 


DATA STROBE 

SELECT 

BUSY 

ACKNOWLEDGE 


(L 


.0.5 us ( MlN ) 


(L 


I . Ous ( MAX ) 


0.5 us ( MIN ) 




2.5[ iS ( TYP ) 


Ous ( MIN ) 


(ハードウエア設定メニュー n / F タイミング： A - B 」 の場合） 


►INPUT PRIME 受信 


m 


INPUT PRIME 


FAULT 

SELECT 

BUSY 


迦 s ( MIN ) 


10 US ( MAX ) 








ACKNOWLEDGE 


*20 s ( MAX ) 


* カツトシートフィーダをセツトした場合は約 25 sec ( MAX ) になります。 
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付 録 


♦power on 

POWER ON 出力安定 

v V 


SELECT 






FAULT 

BUSY 












ACKNOWLEDGE 

^ 約 650 ms 




*20 s ( MAX ) 


* カツトシートフイーダをセツトした場合は約 25 sec ( MAX ) になります。 


m 
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付 録 


USB インタフェース 

•コネクタおよびケーブル 

♦コネクタ 

プリンタ側 type B レセプタクル（メス） 

アップストリームポート 

UBB -4 R - D 1 4 T - 1(日本圧着端子製造株式会社)相当品 
ヶーブル側 type B プラグ（オス） 

♦ケーブル 

5 m 以下の USB 2.0 仕様のケープル 
(シールドされているケーブル線を使用してください。） 

♦コネクタピン配列 



• USB インタフェース信号 


m 



信号名 

機能 

1 

Vbus 

電源(十 5 V ) 

2 

D - 

データ転送用 

3 

D + 

データ転送用 

4 

GND 

信号グランド 

Shell 

Shield 



•仕様 

♦基本仕様 

♦電力制御 
♦伝送モード 


USB 

(注/)すべての USB デバイスとの接続を保証するものではありません。 
セルフパワーデパイス 

フルスピード(最大 12 Mbps +0.25%) 
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付 録 


プリンタの初期状態 


電源投入時，ソフトウェアリセットコマンド受信、パラレルインタフェースの INPUT PRIME 
信号または、 USB インタフエース接続時 SOFT _ RESET 要求受信により、プリンタは以下 
に示す初期状態になります。 


※印はメニュー設定の項目に従います。 


項目 

初期状態 

印字へッド位置 

センタリンク'位置 

MS 巳コントロール 

解除 

上位側コントロールコード指定 

解除 

印字方向 

両方向印字 

印字色 

黒色のみ 

ホリゾンタルタブ位置 

左端より 8 文字毎に設定 

ライトマージン位置 

※ 

レフトマージン位置 

〇桁目に設定 

印字位置そろえ設定 

左そろえに設定 

1 改行量 

1/6 インチ 

連続紙フォーマットページ長 

※ 

TOF 位置 

現在の印字位置を TOF 位置にします。 

ミシン目スキップ長 

※ 

VFU タブ位置設定 

設定位置なし 

VFU チャネル選択 

チャネル 0 を選択 

ANK 文字モード 

10CPI モード。プロボーシヨナルおよびスーパスクリブ 
卜/サブスクリブトモードは解除 

国際文字選択 

日本語 

ダウン□ー ド文字セットの指定 

解除 

内蔵文字セットの選択 

※ 

ANK 文字の書体 

※ 

漢字モード 

※ 
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付 録 


※印はメニュー設定の項目に従います。 


項目 

初期状態 

ANK 縮小印字 

解除 

ANK 文字間スペース量 

〇ドット 

ANK アンダライン印字 

解除 

ANK 文字品位 

※ 

ANK /漢字印字モード 

自動解除付横2倍拡張 ' 

横2倍拡張印字 
縦2倍拡張印字 
イタリック印字 
強調印字 

2度打ちモード 
特殊装飾文字 

^解除 

漢字全角文字間スペース量 

左： 〇ドット、右： 3ドット 

半角文字間スペース量 

左：◦ドット、右： 2ドット 

半角文字間スペース量補正 

解除 

漢字アンダライン印字 

解除 

漢字高速印字モード 

解除 

漢字縦書き/横書き 

横書き 

半角縦書き組み文字 

解除 

ダウン□ー ド文字 

オールクリア（ただし、 l - PRIME、SOFT RESET 要求 
[ USB 接続時]、ソフトウェアリセットコマンドによる 
初期化の場合は変化しません） 

文字セツトコピー 

無し（ただし、 l - PRIME、SOFT RESET 要求 [ USB 接 
続時]、ソフトウェアリセットコマンドによる初期化の 
場合は変化しません） 

外字 

オールクリア（ただし、 l - PRIME、SOFT RESET 要求 
[ USB 接続時]、ソフトウェアリセットコマンドによる 
初期化の場合は変化しません） 

イメージ転送コマンド変換 

変換なし 

書式モード 

※ 
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用紙規格および印字範囲 

參用紙に関する注意 

使用禁止の用紙 

次のような用紙を使用すると、紙送りが不安定になり、紙づまり 
や紙折れ，印字ずれ、また、最悪の場合はワイヤドットのピン折 
れを起こす場合があるため、 使用しないで<ださい 。 

• 極端に薄い紙または厚い紙（用紙規格を満たさないもの） 

• 小さすぎる紙または大きすぎる紙（用紙規格を満たさないも 
の） 

• 切り抜き部分や窓のある紙 

•ピン，クリップ，ホッチキスの針などの金属の付いている紙 
• のり付け面が露出しているもの，波打っているもの，はがれて 
し' 1 るも!の 

•浮き彫りのあるもの 

• 連続用紙の横ミシン目以外で折りたたんだもの 
• 複写紙においてオリジナルと複写紙で大きさの異なるもの、ま 
たは部分的に複写枚数が異なるもの 
• 端または角が破れていたり折れている紙 
• 切手、シールなどを貼り付けたはがきや封筒 


〇： 


〇! 

1 

〇 ' 



〇; 

〇! 


魂…— 

4 

〇; 


〇; 

1 

〇; 

破れ 


はがれ 

折れ 


m 
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•プレブリント用紙 

雾線や表などが入った用紙に印刷すると、用紙送り精度や用紙セットのばらつきにより、 
蒡線や表の枠からはみ出して印刷されることがあります。このようなプレブリント用紙を 
設計する場合は次の点に注意してください。 

•事前印刷する場合は、あらかじめ十分なテストを行い、印刷品質について問題のないこ 
とを確認してください。 

^事前印刷部分が印刷禁止領域内にある場合、特に注意が必要です。印字部の反射率\ 
が6096以下になりますと、（特に黒色系）プリンタ内の用紙検出センサが検出しない 
(場合か*あ 1 •」ます。 ) 

• 事前印刷用紙に印刷インクのベとつきがあったり、インクの乾燥が不完全であったため 
に、用紙どうしが付着しているようなことがあってはなりません。 

• 事前印刷する場合、最大印字可能範囲ぎりぎりに印字位置がくるよろな用紙設計は避け 
てください。 


m 


♦横露線について - 

HHHHHHHHHHH - HHH 

HHHHHHHHHHH - HHH 


4.23 mm 以上 
8.47 mm 以上 
4.23 mm 以上 


•文字の行間隔は 8.47 mm ( V 3 インチ）以上とってください。 
• 文字中心から塞線まで上下とも 4.23 mm 以上とってください。 

♦縦基線について 用紙端面 



• 縦霉線は文字中心から 3.8 mm 以上とってください。 

(注./)爵線のプレ印刷は用紙の端面を基準とし平行度0 .1° 以下にしてください。 


•用紙の保管条件 （ JISX 6195 による） 

用紙は温度1◦〜301：,相対湿度30〜70%の環境条件で保管してください。 

また、保管場所と使用場所との間で環境条件に差がある場合は、使用場所の環境になじま 
せてから使用してください。 
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•連続紙（スプロケット紙） 

連続紙はスプ□ケット孔付きの折りたたみ用紙です。 


♦用紙サイズおよび印字範囲 



単位 ： mm 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

101 .6 〜 406.4 mm (4 〜16インチ） 

L 

用紙長さ 

76.2 〜355.6 mm (3 〜14インチ） 

ただし、 25.4 mm (1 インチ)の整数倍で、279.4 mm (1 1インチ） 
を標準にします。 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上メニュー設定によります。 


B 

印字禁止範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 


C 

印字禁止範囲 

6.35 mm ( 1/4インチ） 

珍 

D 

用紙終了検出範囲 

6.35 mm (1/4 インチ）メニュー設定によります。 

E 

1文字目印字位置 

1 2.7 〜 25.4 mm ( 1 /2〜1インチ） 

用紙幅16インチのときは 25.4 mm ( 1インチ） 

F 

印字禁止範囲 

12.7 mm ( 1/2インチ) 


ぷ印字精度保証は19.05 mm (3/4 インチ)以上です。（メニュー設定項目を参照してください) 


m 
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付 録 


m 


；：':-r /\ • 印字範囲を超えて印字した場合、印字品質を損ねたり、装置 
に悪影響を及ぼすことがありますので、印字フォーマットを 
設定する際は注意してください。 

• 横ミシン目は必ずスプロケット孔間の中央に設けてくださ 
し、。横ミシン目をスプロケット孔の近くに設けると用紙がは 
がれやすくなり、キヤリッジ部が引っ掛かることがあります。 
•用紙の裏面は白色（反射率60%以上）とします。 

•用紙残120 mm 以下の場合は、用紙退避できません。 

• 最終ページの印字精度は保証しません。 

• とじ孔，コーナカットのある用紙は使用しないでください。 
•用紙の平滑度は、100秒 ( JISP 8119) 以下とします。 

♦用紙連量 
〇単紙 

• 用紙の種類は白色上質紙 (JISP 4502) です。 

•通常印字モードのとき、用紙連量45〜110 kg (52 〜 128 g / m 2 ) の用 
紙が使用可能です。 

•高複写印字モードのとき、70〜 110 kg (81~128 g / m 2 ) の用紙が使 
用可能です。 

薄紙を高複写印字モードで印字すると、印字によるカールや波打ちが 
発生し、印字汚れや，横畢線印字で破れが発生する場合があります。 

〇 複写紙 

• 用紙の種類は、感圧紙，裏カーボン紙，インタリーブ紙です。 
•複写紙の用紙連量は、 34 kg (40 g / m 2 ) を標準とし、インタリープ紙 
に使用する力ーポン紙の厚さは0.03 mm 以下です。 

•通常印字モードのとき、複写紙の用紙連量は、 34 kg (40 g / m 2 ) を標 
準とし、インタリーブ紙に使用する力ーボン紙の厚さは0.03 mm 以下 
です。 

複写枚数は、最大6枚（オリジナル十5枚）です。ただし、インタリー 
プ紙を使用する場合は、最大5枚（オリジナル十4枚）です。また、 
全体の用紙厚さは0.36 mm を超えないようにしてください。 

•高複写印字モードのとき、複写枚数は最大8枚（オリジナル+7枚）で 
す。ただしインタリーブ紙を使用する場合は、最大6枚（オリジナル 
+5枚）です。また、全体の用紙厚さは、 0.48 mm を超えないようにし 
てください。 

オプションのリアピントラクタの場合は、通常印字モード，高複写印 
字モードとも最大6枚（オリジナル+5枚）です。全体の用紙厚さは 
0.36 mm を超えないようにしてください。 

® 用紙連量は、単位面積 (788 X 1091 mm ) の大きさに換算して、 
1000枚分の重量を kg で表わしたものです。 

参考 

♦最大用紙厚さ 

0.36 mm (高複写印字モードのとき0.48 mm ) 

オプシヨンのリアピントラクタは 0.36 mm 
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>ミシン目 


ミシン目の寸法は、最高速度の用紙送りに耐え、かつ容易に切断でき 
るものを使用してください。 

ミシン目のアンカット部は確実につながっていて、すべての箇所で破 
れていないことが必要です。特に、用紙折り曲げ部は破れやすいので、 
注意してください。 

ミシン目のカット寸法の比率は、紙質，用紙連量，複写枚数などによっ 
て適当な値が選ばれますが、下記の値を推奨します。 



複写枚数 

カット部の長さ 

アンカット部の長さ 

横ミシン目 

1〜6枚 

2〜 3 mm 

1 mm 

縦ミシン目 

1〜6枚 

3 mm 

1 mm 


横ミシン目用紙の両端1〜 2 mm には、カット部を入れなし vr •ください。 

上下 6.35 mm (1/4 インチ）以内は、印字しないでください。 
横ミシン目は必ずスプロケット孔間の中央に設けてください。 
縦ミシン目印字範囲内に縦ミシン目が入る場合は、その左右 6.35 mm 
(1/4 インチ）以内は印字しないでください。 

横ミシン目との交差部は用紙のはがれを防ぐため、カツ 
卜部どうしを交差させないでください。 


5シン目アンク□ス 


1〜2 


アンカツト部 

横ミシン目 

2 

〜3 




カツト部_ 




rS 1 

I 1 

A 1 
sX 1 



1 



1 A 

1 I 

1 A 

1 X 

^1 




|_ Q . 


アンカット部 


1〜2 


アンカット部 


-1-X 

I 

I 

ミシン目クロス（不可） 

— I 

— !——〇 



5シン目アンク□ス 

横ミシン目/' 



網かけ部印字禁止 


網かけ部印字禁止 


——I—— 〇 
I 

ミシン目ク□ス（可) 


単位 ： mm 


〇 
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25.4 mm 


50.8 mm 
(2 インチ) 




〇線のり付け 


線のり付け部は均一であり、幅は1〜 2 mm とします。 

線のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。ま 
た、著しいしわのあるものは使用しないでください。 

のりは用紙端よりはみ出ないようにしてください。 

のり付け部が固い場合、用紙送り精度の乱れなど発生しやすくなりま 
すので注意してください。 

12 3 4 5 6 7 8 

枚 枚 故 枚 枚 枚 枚 故 

gggggggg 



■ 1〜 2 mm 


♦複写紙の重ね合わせの固定方法 

複写紙の重ね合わせの固定方法は、点のり付け、線のり付け、または紙 
ホッチキスとし、両端ともに同じとじ方とします。 

ただし、層間ずれ （1 枚目と最下層の印字ずれ）を防止したいときは、 
点のり付け、または線のり付けとします。（紙ホッチキスの場合、層間 
ずれが 3 mm 程度発生する場合があります） 

金属ホッチキスの使用は厳禁です。 

〇点のり付け 

• 点のり付けは両端点のり付けとし、片端とじは不可とします。 

• 点のり付けは均一であり、その大きさは $3〜$5 mm とします。 

•点のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。ま 
た、著しいしわのあるものは使用しないでください。用紙送り精度の 
乱れの原因になります。 

• 点のり付けの位置は、図のとおりにしてください。 

•横ミシン目と1つ目の点のり位置は 25.4 mm 以下とします。 

• 点のり付けは、用紙ごとに千鳥状にしてください。 


8枚目 
7枚目 
6枚目 
5枚目 
4枚目 
3枚目 
2枚目 
1枚目 
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〇紙ホッチキス 

• 紙ホッチキスは両端紙ホッチキスとし、片端とじは不可とします。 

• 紙ホッチキスは必ず用紙の表側から行い、表面には何も出ないようにしてください。 

• 紙ホッチキス部は確実にかみ合っていて、浮き上がりなどのないようにしてください。 
• 紙ホッチキス後プレスを行い、浮き上がりを防いでください。 

•紙ホッチキスは、ダブルホッチキスを推奨します。シングルホッチキスは使用可能で 
すが層間ズレが発生する場合があります。 


単位 ： mm 




m 


紙ホッチキスの形状および位置（ダブルの場合) 
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付 録 


♦複写紙の組み合わせ 

複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 
ペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いか、もしくは同 
等の厚さの用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外も使用可能ですが、用紙送り精度が悪くなる 
ため、保証外とします。 



m 
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♦プレブリント禁止範囲 

事前印刷された用紙に印字するときは、印刷済の部分が下記のプレプリ 
ント禁止範囲にかからないよう注意してください。 

プレブリント禁止範囲内の反射率は6096以上とします。 


〇フロントトラクタの裏面印刷禁止範囲 



〇リアピントラクタの裏面印刷禁止範囲 



m 


♦スプロケット孔 


スプ□ケット孔の形状は真円とし、孔の縁は歯状でも可とします。ただ 
し、切□はだれていないことが必要です。 

複写紙重ね合わせ時のずれによるスプ□ケット孔の層圊ずれは 0.4 mm 以 
下のものを使用してください。 
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♦しわ，折り曲げ跡 


用紙には、しわや折り曲げ跡のないことが必要です。特に新しい用紙の 
場合、最初と最後の数ページは、しわや折り曲げ跡が発生しやすいので、 
使用しないようにしてください。用紙送り精度の乱れ，力ールやジャム 
発生の原因になります。 



♦用紙先端，下端のしわ，力ール，折れ，めくれ 

用紙先端、下端にしわ、カール、折れ、めくれがある場合は、印字品質 
の低下や紙づまりが発生しやすいので使用しないでください。特に新し 
い用紙の場合、最初の数ページ〜十数ページは力ール等が発生している 
場合があるので使用しないようにしてください。 

力ール，折れ，曲がりの規定は257ページを参照ください。 


m 


♦用紙折り曲げ部 


用紙は横ミシン目を用いて、交互に折りたたまれていることが必要です。 
用紙折り曲げ部が下の図のようにふくらんでいるものは、用紙送りに悪 
影響を与えるので使用しないでください。 
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♦横ミシン目部の盛り上がり 

複写紙において、横ミシン目部に盛り上がりがある場合は、印字品質が 
低下したり、紙づまりが発生しやすくなります。 

盛り上がり高さは1 mm 以下になるようにしてください。 


横ミシン目部 



♦とじ孔 

ay ) とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 


• とじ孔の周囲 5 mm 以内は印字しないでください。 

• とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意し 
てください。また、紙厚測定エラーになることがあります。 

• とじ孔の縁は盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 

10以上 10以上 


m 

















































注/)コーナーカットのある用紙は保証外のため、使用しないでください。 


やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下に コーナー カツトのある用紙の使用時の注意点を示します。 


• コーナー カット部の下図網かけ部範囲内には印字しないでください。 

• コーナー カットのパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してくだ 
さい。 

• コーナー カット部周囲には用紙のはがれを防ぐため、縦/横ミシン目 
のカット部を接続しないでください（アンカット）。用紙はがれの原 
因となり、印字へッドが弓 I っ掛かることがあります。 

• コーナーカット部が用紙検出スイッチにかかると、用紙終了あるいは 
用紙ジャムと判断するため注意してください。また、紙厚測定 エラー 
になることちあります。 

• コーナーカットの位置は、下図によります。 
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•単票 


♦単紙 


〇用紙サイズおよび印字範囲 


名刺の場合 


1文字目 
(10 CPI )\ 


巳 


印字範囲 


最大 135 X 2.54=342.9 
(10 CPI ) 


C 


W 


A 


D 


用紙揷入方向 

合 



6.35 > 6.35 

55 


単位 ： mm 


用紙サイズは B 5, B 4, A 4 を標準とします。 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

55〜420 mm (2.2 〜1 6. 5インチ） 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

100〜 364 mm (3.9 〜1 4.3 インチ） 

L 

用紙長さ 

70〜 420 mm (2.8 〜 16.5 インチ）^# 

テーブル排出の場合、用紙長さ 297 mm 以下とします。 
オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 
前方取り付け時90〜 364 mm (3.5 〜 14.3 インチ） 

後方取り付け時1〇0〜 364 mm (3.9 〜1 4.3 インチ） 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上メニュー設定によります 。诊诊 

B 

1文字目印字位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上 

ただし、 A 3 横の場合3 1 mm 以上です。 

C 

印字禁止範囲 

6.35 mm ( 1/4インチ） 

D 

印字禁止範囲 

6_35 mm ( 1/4インチ） 


A 4 縦 (297 mm ) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

珍珍 印字精度保証は 6.35 mm (1/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照してください) 
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〇 用紙連量 


• 用紙の種類は白色上質紙 (JISP 4502) です。 

•通常印字モードのとき、用紙連量45〜180 kg (52 〜 209 g / m 2 ) の用 
紙が使用できます。 

•高複写印字モードのとき，70〜 180 kg (81 〜 209 g / m 2 ) の用紙が使 
用できます。 

薄紙を高複写印字モードで印字すると、印字によるカールや波打ちが 
発生し、印字汚れや横塞線印字で破れが発生する場合があります。 

•カツトシートフイーダでは用紙連量55〜 135 kg (64 〜 156 g / m 2 ) の 
用紙が使用できます。 

•カツトシートフイーダで高複写印字モードのとき、70〜 135 kg (81 〜 
156 g / m 2 ) の用紙の利用ができます。 


(注•ケ 


45 kg (52 g / m 2 ) の用紙は剛性が少ないため、スタッキング 
は保証しません。 


•用紙の縦横比は、1:2/3〜2とします。 

•用紙の表面，裏面は白色（反射率60%以上）とします。 

• 折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 
• とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

•用紙の平滑度は、100秒 ( JISP 8119) 以下とします。 
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付 録 


♦複写紙 

〇用紙サイズおよび印字範囲 


用紙挿入方向 


強くのり付け (1 mm ) 



基準線の垂直に対し 



記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

9〇〜 420 mm (3.5 〜1 6. 5インチ） 

オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 

100〜 364 mm (3.9 〜1 4.3 インチ） 

し 

用紙長さ 

7〇〜42〇|71171(2.8〜16.5インチ）^# 

テーブル排出の場合、用紙長さ 297 mm 以下とします。 
オプションのカツトシートフィーダを使用した場合 
前方取り付け時90〜 364 mm (3.5 〜14.3インチ） 

後方取り付け時100〜 364 mm (3.9 〜143インチ） 

A 

頭出し位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上メニュー設定によります 。诊珍 

B 

1文字目印字位置 

6.35 mm (1/4 インチ)以上 

ただし、 A 3 横の場合は3 1 mm 以上です。 

C 

印字禁止範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 

D 

印字禁止範囲 

6.35 mm (1/4 インチ） 


A 4 縦 (297 mm ) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

珍珍 印字精度保証は、 6.35 mm (1/4 インチ）以上です。（メニュー設定項目を参照してください) 
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付 録 


〇用紙連量 

•用紙連量 34 kg (40 g / m 2 ) の裏力ーボン紙、または感圧紙を標準とし 
ます。 

• 通常印字モードのとき、複写枚数は、最大6枚（オリジナル十5枚）です。 

また、全体の用紙厚さは0.36 mm を超えないようにしてください。 

•高複写印字モードのとき、複写枚数は、最大8枚（オリジナル+7枚) 
です。また、全体の用紙厚は0.48 mm を超えないようにしてくださし' I 。 
• カツトシートフィーダでは、通常印字モード，高複写印字モードとも 
複写枚数は最大5枚（オリジナル+4枚）です。また、全体の用紙厚さ 
は0.325 mm を超えないようにしてください。 


㈣: 


用紙の縦横比は、1:2/3〜2とします。 

テーブルから挿入した用紙はシートスタツカに排出してくださ 
い。カツトシートフイーダから吸入した場合は 
前方取り付け時シートスタツカに排出してください。 

後方取り付け時テーブルに排出してください。 

逆の場合、用紙の種類、印字の内容によりカールしやすく、 

用紙の折れやジャムになる可能性があります。 

用紙の表面，裏面は白色（反射率60%以上）とします。 
折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 
挿入方向の上端にのり付けしてください。 

とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

用紙の平滑度は、100秒 （ JISP 8119) 以下とします。 
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付 録 


♦複写紙の組み合わせ 


複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 

1枚目とペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いか、も 
しくは同等の厚さの用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外も使用可能ですが、用紙送り精度が悪くなる 
ため、保証外とします。 




テーブル挿入通常印字モード 


テーブル挿入 

最大複写枚数 

カツトシートフイーダ 


高複写モード 


2 枚 

3 枚 

4 枚 

5 枚 

6 枚 

7 枚 

8 枚 

1 枚目 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

2 枚目 

43〜 55 kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

3 枚目 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

4 枚目 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

5 枚 目 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

6 枚目 

\ 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

7 枚目 

\ 

\ 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

8 枚目 

\ 


\ 

\ 


\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 


() 内の用紙も使用可能です 
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付 録 


♦複写紙の重ね合わせの固定方法 

• 複写紙の重ね合わせ固定方法は用紙挿入方向の先端側に幅1 mm の線の 
り付けとします。（天のり） 

•のり付け部は強くのり付けし、必ずプレスを行い、浮き上がりを防止 
してください。 

• のりは、用紙端よりはみ出さないようにしてください。 

•のり付け部には著しいしわやばりがあってはなりません。 




m 


力ールは 2 mm 以下 


(注•ゲ 


すき目方向とのり付け方向が垂直になつた場合、のり付け部 
の波うちが多く発生します。 

のり付けバリおよび紙の切断バリは極力少なく押さえてくだ 
さい。バリの方向は表面方向としてください。 

力ールを防ぐため、保管方法に注意してください。 

力ールは 2 mm 以下とします。 

のり付け幅は基本的に 1 mm としてください。 

印字領域内には、とじ孔は開けないでください。 
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付 録 


♦裏面プレブリント禁止範囲 

事前印刷された用紙に印字するときは、下記のプレブリント禁止範囲に 
かからないよろ注意してください。 

プレブリント禁止範囲内の反射率は6096以上とします。 


手差しの場合 


^プレブリント禁止領域) 
用紙揷入方向 



「テーブルのシートガイドを右端にセツ 
、した場合のプレブリント禁止領域 



裏面プレブリント禁止範囲 

単位 ： mm 


カットシートフイーダの場合 


(プレブリント禁止領域1 
用紙挿入方向 



f 用紙ガイドを右端にセツトした^ 
し場合®プレブ 1 」ント禁止領域」 



m 


^両面プレブリント禁止範囲 

単位 ： mm 
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付 録 


♦とじ孔 

注 〆 )とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 


m 


• とじ孔の周囲 5 mm 以内は印字しないでください。 

•とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意し 
てください。 

•とじ孔の縁は表面側に盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 


用紙挿入方向 



♦ミシン目 

注.，> ミシン目のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないこと 
を確認してください。 

以下にミシン目のある用紙の使用時の注意点を示します。 

• ミシン目の仕様は連続紙のミシン目の項目に準じます。 

• ミシン目の周囲5.08 mm 以内は印字しないでください。 
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付 録 


♦折れ（単票•連続紙) 


• 全幅に渡って折れたものは使用不可です。 

• 隅の折れについては 2 mm 以下に修正してください。 

ただし、カツトシートフイーダの場合（単票）は修正しても使用不可 
です。 




2 mm 以下に修正 


♦カール，曲がり（単票•連続紙) 


•全面的な力ールは 5 mm 以下，カツトシートフィーダの場合（単票）は 
2 mm 以下なら使用可です。 

• 用紙端から1 5 mm 以内で 2 mm 以上の曲がりは使用不可です。 



5 mm 以下 

[カツトシートフイーダの場合（単票）： 2 mm 以下] 


m 


全面的な カール 
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付 録 


•はがき 


m 


♦用紙サイズおよび印字範囲 
〇通常はがき縦挿入 


はがき挿入方向 

介 



単位: 


〇通常はがき横挿入 


1文字目 

(10 CPI ) 


|1 6.35 


6.35 



100 


6.35 



はがき挿入方向 

介 


148 


印字範囲 


6.35 


1 ：- 
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付 録 


〇往復はがき縦挿入 


1文字目 

(10 CPI ) 


6.35. 


はがき挿入方向 

介 

148 


■ 6.35 




■ 6.35 


付録 


位 

単 


□口 




35 


20 
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付 録 


m 


〇往復はがき横挿入 

はがき挿入方向 

介 



♦使用はがき 


官製はがき 

坪量 190 g / m 2 (連量 163 kg 相当) 
厚さ0.23 mm 


㈣: 


折れたり、曲がったりしていないものを使用してください。 
はがきの反りは 2 mm 以下とします。ただし、下向きの反り 
は使用できません。 


2 mm 以下 、 2 mm 以下 


• 往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 

• はがきの表面•裏面は、白色（反射率60%以上）とします。 
• 郵便番号枠などの印刷は除きます。 

プレブリントの印刷禁止領域は単票用紙に準じます。 
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付 録 


•封筒 


封筒挿入方向 




B 


法 

A 

巳 

C 

D 

L 

長形4号 

205 

90 

15〜2〇 

8〜2〇 

220-225 

長形3号 

235 

120 

15〜25 

8〜2〇 

250-260 

角形3号 

277 

216 

15〜35 

10〜2〇 

292〜312 

角形2号 

332 

240 

15〜4〇 

10〜25 

347〜372 
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付 録 


(■注,）•封筒は 、 JISS 5502「封筒」に準拠した一重封筒とします。 

V ' ^ • マニュアル ギャップ調整で最大紙厚（中央重ね合わせ部）に合ったレンジを設定 
してください。（使用可能な封筒の最大紙厚は0.36 mm です。） 

•フラップ部基準端を有する形状のものを使用してください。 

• 表面，裏面に印刷されていない白色（反射率60%以上）の封筒を使用してください。 

• 上端または下端でのり付けされている場合は、その面および前後各 5 mm 以内で 
の印字はさけてください。 

• 破線部のくい込みが封筒肩より 12 mm 以上の場合は、破線部の右側で印字を行っ 
てください。 

• 次のような封筒の使用は禁止します。 

• 窓付きの封筒 

• フラップ部が折り返されている封筒 
•フラップ部にのり付け加エ処理されている封筒 
• 二重封筒 

• 封筒ののり付け部近くまで印字した場合、印字範囲であってものり付け部の状態 
(特にエッジ部の折れ，ふくらみ）によっては印字汚れがつく場合があります。 

• 角形2号は、カットシートフイーダでは使用できません。 

•用紙厚の調整をする場合、用紙厚は最大の箇所（中央重ね合わせ部）にマニュ 
アル ギャップモードで合わせてください。（「用紙の厚さに応じた調整方法」123 
ぺージ参照）（例：クラフト紙封筒70, 80 g / m 2 の場合、レンジ 6) 
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付 録 


•ラベル紙 


ラペル紙を使用する場合は以下の基準に合ったものを使用してください。基準から外れたラべ 
ル紙は印字品位に悪影響をおよぼすだけでなく、粘着材の付着によって故障の原因になります。 


㈣ 


ラベル紙を使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認し 
てください。 


♦用紙サイズおよび印字範囲 

「連続紙」 （239 ページ）の規格に準じますが、下記にラペル紙固有の条 
件を示します。 


C 

B 


C 


cr 

〇 

〇 

〇 


用紙揷入方向 
A <> 


印字範囲 




印字範囲 


〇 

( ァ E 

() 

〇 
〇 
〇 


F 


作 : 


CL 


^\ R 4- 


^R5 


J 


L 


印字範囲 


1 


r 


j 


L 


印字範囲 


1 


r 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


j 


L 


印字範囲 


1 


「 


J 


L 


印字範囲 


1 


「 


〇 

〇 

() 

〇 

() 

〇 

〇 

() 

〇 

C ) 


〇 

〇 

() 

〇 

() 

〇 


G 


G 


単位 ： mm 


記号 

名称 

規格値 

A 

ラベル幅 

50 mm 以上 

B 

フベル長さ 

25 mm 以上 

C 

ラペル禁止範囲 

6.35 mm ( 1/4インチ)以上1 2.7 mm (1 /2インチ)以上を推奨 

D 

ラペル禁止範囲 

6.35 mm (1/4 インチ)以上 

E 

印字禁止範囲 

3.81 mm 以上 

F 

印字禁止範囲 

4 mm 以上 

G 

印字禁止範囲 

10.58 mm (5/ 12インチ)以上 
印字精度保証は 25.4 mm ( 1インチ)以上 
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付 録 


♦用紙連量 

ラペルは上質紙で連量 55 kg 、 厚さ 0.1 mm 以下。台紙ははくり紙で厚さ 
0.06〜0.08 mm 以下です。 

♦最大用紙厚さ 


0.2 mm 


m 


♦粘着剤 


♦カット 


• はくり強度 10 g / インチ以上。 

• 直径 27 mm の円筒に巻き付けたとき、ラペルが台紙からはがれないこと。 
• 印字中や用紙走行中にラペルがはがれない状態に保たれた用紙を使用 
してください。 

粘着剤が表面にはみ出さないようにしてください。 



幅/インチ (25.4 mm ) 


• カツトはラペル（表面基紙）のみに入れてください。 

• 台紙の横ミシン目に対応するラペルのカツトは、横ミシン目と同一と 
し、両端1〜 2 mm にはアンカツト部を設けてください。 

• ラペル上方の左右コーナ付近に 0.5 〜 1 mm 程度のアンカツト部を設け 
てください。 


♦ラベルのカス取りについて 


ラペルのカス取りは行わないでください。 

〔ラペルをはがしたときに残るラペル以外の部分（カス）が取り除かれ 
ていないこと〕 

下図のようにカス取りのしてあるラペル紙は、段差ができるため、使用 
禁止です。 


ラペル 
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付 録 


(注.ハ 


ラベル紙と台紙の厚さは、合計 0.2 mm 以下とします。ただし、 
ラベル紙および台紙の厚さはどちらも 0.1 mm 以下とします。 
直径 27 mm の円筒にラベル紙を表にして巻き付けたとき、ラべ 
ル紙が台紙からめくれたり、はがれたりしないものを使用して 
ください。 

ラベルの貼付強度 

次の条件でめくれないラベルを使用してください。 


ラペル 



巻付ドラム径 

0 27 mm 

巻付角度 

180。 

巻付時間 

24時間 

周囲温度 

40 °C 

周固湿度 

3096 


かすとり（ラベル以外の粘着シールをはぎ取ること）をしてい 
ないラベル紙を使用してください。 

かすとりをしていないラベル紙 
ラペル 


台紙 


°ラペル ラペル 


[ラヨ 


~ — —^ 

ラペル 

__ _ ノ 

/ ~ — ~ 

ラペル 

V _ _ — 


~ - - 's 

ラペル 
■— _ _/ 


かすとりをしているラベル紙（使用しないでください） 
ラペル 


台紙 


ラペル 


ラペル 





ラペル 


ラペル 



ラペル 


ラペル 
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付 録 


參再生紙 


• 再生紙は紙粉が発生しやすいため、清掃を短い周期で行ってください。 

• 再生紙は湿度の影響を受けやすいため、高湿度での使用は避けてください。 


•宅配伝票 

宅配伝票を使用する場合の注意点を示します。 


• 用紙サイズおよび印字範囲は、連続紙および単票の規格に準じます。 

•宅配伝票とは複写枚数5〜13枚（オリジナルを含む）で、厚さ 0.3 〜 0.78 mm の伝票のこと 
です。 


㈣: 


複写能力，印字精度は保証外です。 

厚さが不均一な伝票は、印字汚れやスキューの原因になりますので使用しない 
でください。 

紙厚調整は、厚さ 0.5mm 以上の場合、オートギャップで使用してください。 
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付 録 


•印字規格 


♦用紙の頭出し位置 

自動給紙した時の用紙上端から1行目中心までの位置精度。 


• 印字行の傾きは除く 
• 用紙セツトが正確であること 



単位 ： mm 


用紙 

A 

連続紙 

単紙（連量 55 Kg ) 

±1 

その他の用紙 

±2 

単票 

単紙（連量 55 Kg ) 

±1 

その他の用紙 

±2 


♦印字行の傾き 


HHHhi i \ 



\ A 


ノ 1 


単位 ： mm 


用紙 

文字数 

A 

連続紙 

136 

1.0 以下 

単票 

60 

1.5 以下 

官製はがき 

36 

1.5 以下 


♦改行精度 


HHH 

HHH 

I 

I 

I 

I 

HHH 


'^1 

B 


単位 ： mm 


用紙 

A=4.23 

B=165.1 

連続紙 

単紙 

±0.5 

土 1.0 

複写紙 

±0.8 


単票 

単紙 

±0.5 

土 2.0 

官製はがき 

±0.5 



B は40行間 


m 


♦縦爵線のずれ 


単位 ： mm 


印刷方向 

A 

片方向 

0.1 5以下 

両方向 

0.3 以下 



♦連続複写紙の層間ずれ 

5枚複写紙の1枚目と5枚目の印字ずれは 2 mm 以下 
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付 録 


Windows プリンタドライバの印字範囲 


Windows プリンタドライパでは次に示す用紙サイズおよび印字範囲をサポートしています。 

単位 ( mm ) 


用紙 

用紙幅 

用紙長 

トッフ。マ -シ''ン (A) 

ホ''トムマー シ''ン (B) 

レフトマ -シ''ン ( C ) 

ラ仆マ -シ'、ン (D) 

A 4 

210.00 

297.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

A 4 横 

297.00 

210.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

A 3 

297.00 

420.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

A 3 横 

420.00 

297.00 

4.66 

4.66 

4.94 

69.71 

A 5 

148.00 

210.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

A 5 横 

210.00 

148.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

A 6 

105.00 

148.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

A 6 横 

148.00 

105.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

B 4 

257.00 

364.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

B 4 横 

364.00 

257.00 

4.66 

4.66 

4.94 

13.62 

B 5 

182.00 

257.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

B 5 横 

257.00 

182.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

Letter 

215.90 

279.40 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

Legal 

215.90 

355.60 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

はがき 

100.00 

148.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

はがき横 

148.00 

100.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

往復はがき 

200.00 

148.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

往復はがき横 

148.00 

200.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

封筒長形4号横 

205.00 

90.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

封筒長形3号横 

235.00 

120.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

封筒角形3号横 

277.00 

216.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

封筒角形2号横 

332.00 

240.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

名刺 

55.0〇 

90.00 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 

10 X 11 インチ 

254.00 

279.40 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

12 X 1 1インチ 

304.80 

279.40 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 11 インチ 

381.00 

279.40 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

10 X 5 インチ 

254.00 

127.00 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

10.1 X 5 インチ 

256.54 

127.00 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

10.5 X 5インチ 

266.70 

127.00 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

11 X 5 インチ 

279.40 

127.00 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

12 X 5 インチ 

304.80 

127.00 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

12 X 6 インチ 

304.80 

152.40 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

12 X 10 インチ 

304.80 

254.00 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 1 5/6インチ 

381.00 

46.57 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 


268 













































付 録 


単位 ( mm ) 


用紙 

用紙幅 

用紙長 

トッフ。マ-ゾン ( A ) 

ホ''トムマーシ''ン ( B ) 

レフトマ-シツ ( C ) 

ラ仆マ-シ'、ン ( D ) 

15 X 2 1/5インチ 

381.00 

55.88 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 2 1/2インチ 

381.00 

63.50 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 2 3/4インチ 

381.00 

69.85 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 3 インチ 

381.00 

76.20 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 3 1/4インチ 

381.00 

82.55 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 3 1/3インチ 

381.00 

84.67 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 3 1/2インチ 

381.00 

88.90 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 3 2/3インチ 

381.00 

93.13 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 4 インチ 

381.00 

101.60 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 4 1/2インチ 

381.00 

114.3〇 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 4 2/3インチ 

381.00 

118.53 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 5 インチ 

381.00 

127.00 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 5 1/2インチ 

381.00 

139.70 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 5 2/3インチ 

381.00 

143.93 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 6 インチ 

381.00 

152.40 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 6 1/2インチ 

381.00 

165.10 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 6 2/3インチ 

381.00 

169.33 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 7 インチ 

381.00 

177.80 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 7 1/2インチ 

381.00 

190.50 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 8 インチ 

381.00 

203.20 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 8 1/4インチ 

381.00 

209.55 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 8 1/2インチ 

381.00 

215.90 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 9 インチ 

381.00 

228.60 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 10 インチ 

381.00 

254.00 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 10 1/2インチ 

381.00 

266.70 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 11 1/2インチ 

381.00 

292.10 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 11 2/3インチ 

381.00 

296.33 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 12 インチ 

381.00 

304.80 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 13 インチ 

381.00 

330.20 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

15 X 14 インチ 

381.00 

355.60 

4.66 

0.00 

17.78 

17.78 

ユ-サ定義サイ r #1 

55.00 

25.40 

4.66 

4.66 

4.94 

4.94 
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\ • *1 の用紙は WindowsNT 4.0/2000/ XP / Server 2003 / Vista にはありません。サーバの 
、 ) プロパティで作成してください。 

• ユーザー定義サイズの寸法はデフオルト値です。用紙長25.40〜420.00 mm , 用紙 
幅55.00〜420.00 mm の間で設定可能です。 

• ユーザー定義サイズとサーバのプロパティで、用紙サイズを自由に指定できます 
が、「用紙規格および印字範囲」 （237 ぺージ）の範囲内で使用してください。 

• 用紙長検出のバラツキにより、ボトムマージンに誤差を生じる場合があります。 
各アプリケーシヨンソフトウェアにおけるボトムマージン値の設定においては、 
9 mm 以上を推奨します。 

•封筒を使用する場合のマージン値については、「用紙規格および印字範囲」 (237 
ページ) に合わせて調整してください。 

• 封筒角形2号横はカットシートフィーダに対応しておりません。 

詳しくは「封筒角形2号横のご使用について」 （109 ぺージ）をご覧ください。 
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印字範囲 
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文字コード表、コントロールコマンドー覧表について 

ANK 文字コード表、漢字コード表、コント□—ルコマンドー覧表、拡張コント□—ルコマ 
ンドの仕様については、プリンタソフトウェア CD - ROM 内に PDF ファイルで格納されてお 
ります。 

詳しくは、プリンタソフトウェア CD - ROM 内の 「 Readme 」 をご覧ください。 
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消耗品およびオプシヨン品の紹介 

これらの消耗品およびオプション品は、販売店にて、型名を指定の上お求めください。 


參消 I 毛品 


♦インクリボン 


(注.り 


インクリボンは、商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の消耗品をご 
使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮 
できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保障期間中ある 
いは保守契約期間中であっても有償となります。（純正品以外の消耗品の使用が全て 
不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 


インクリボンの寿命は、約600万字（高速度 ANK ) です。ただし、包装を解いたり、長時 
間放置していると短くなります。また、印字が薄くなったり、ほつれたりした場合は、早 
めに交換してください。インクリボンは製造年月1年以内に使用してください。 



(注.，) 


リボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の消耗 
品をご使用ください。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮 
できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保障期間中ある 
いは保守契約期間中であっても有償となります。（純正品以外の消耗品の使用が全て 
不具合を起こすわけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 


リボンカートリツジにはインクリボンが入っています。 

インウリボンを3回交換したら、リボンカートリッジを交換してください。 


型名： 


RBN-00-007 




付 録 


•オプション品 

♦カットシートフイーダ ( CSF ) 

単票，はがきおよび複写紙を自動給紙します。 


型名： ML8480SCSF 



♦リアピントラクタ 

連続紙をプリンタ後方から給紙します。 
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ユーザサポートサービスについて 

•保証について 

• 本製品には「保証書」が入っています。 

• 「保証書」は、お買い上げの販売店が所定事項を記入してお渡しします。記入内容をご確認 
の上、大切に保管してください。 

•保証期間中に万一故障が生じたときは、「保証書」に記載されている当社保証規定に基づき 
無償で修理します。無償保証期間は「保証書」に記載されています。 

• 「保証書」に所定事項が記入されていない場合や紛失した場合は、保証期間中であっても、 
保証が無効となる場合があります。 

• 純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無償保証期圊中あるいは保 
守期間中であっても有償になります。（純正品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわ 
けではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください） 

• 保証期間経過後は、修理によって本プリンタの性能が維持できる場合、お客様のご要望に 
より有償にて修理します。詳しくは、お客様相談センターまたは、お買い上げの販売店に 
ご相談ください。 

•本製品の故障、またはその使用によって生じた直接•間接の損害については、当社はその 
責任を負わないものとします。 


•最新版のプリンタソフトウェアを入手したい 

ダウンロードサービス 

沖データホームページから入手できます。 
门 ttp :// www . okidata . co.jp 


m 


•プリンタのご相談と修理について 

プリンタの操作方法がわからない、故障かもしれない、修理をして欲しい、商品について 
聞きたいなど、プリンタに関するお問い合わせをお受けします。次の「お問い合わせチエッ 
ウシート」に記入してからお電話ください。なお、内容確認のため、録音させていただい 
ております。 

お客様相談センター 01 20-654-632 

(携帯電話からは 03-5833-57 1 0) 

受付時間 9 : 00〜20 : 00 月曜日〜金曜日 
9: 00〜17: 00 土曜日 
(但し祝日を除く） 

※月曜日〜金曜日の17:30〜20:00及び土暍日のお問い合わせで、訪問修理が必要な場合は、 
翌営業日に改めてご連絡をさしあげます。 

※上記以外にも弊社都合によりお休みをいただくことがあります。 

♦プリンタのサボートサービスは（株)沖電気カスタマアドテック （ OCA ) とそのグループ会社が担当 
しております。 
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UNIX 環境でのお問い合わせ 

アプリケーションの使い方 

問題解決に必要な情報が不足している場合 

お客様固有のシステム環境のアドパイスやコンサルティング 

プリンタの非公開仕様に関するお問い合わせ 


お問い合わせチェックシート 


♦個人情報の取り扱いについて 

当社はお客様の個人情報を厳正に管理し、以下の場合を除き、第三者への開示や、提供は 
しないものとします。 

a ) 当社が指定する業務提携会社に対して、お客様の氏名•住所•電話番号などの保守サービス 
等の業務を委託するために必要な限度でお客様情報を提供すること。 

b ) お客様情報を統計的に集計•分析し、個人を識別、特定できない形態に加工した統計データ 
を作成させていただき、製品開発、サービス向上の判断材料として利用すること。 

0予め登録時に同意頂いたお客様に対して、当社または当社提携会社より、サービス提供、ァ 
ンケ_卜その他の告知等のため電子メールや郵便物の郵送、または営業担当者からコンタク 
卜を取らせて頂くこと。 

d ) 裁判所の発行する令状、捜査事項照会書その他法令に基づいてお客様情報を開示すること。 

—お問い合わせに回答できない場合について 一 


具体的な症状 


プリンタ環境 

機種名： 


なし 


パー ジョン： 
パー ジョン： 


追加オプション 
コンピュータ環境 

□ Windows 

□ MacOS 
接続方法 

□ パラレル 

□ TCP/IP 
プリンタドライバ 

プリンタドライバ名：_ 

アプリケーション 

アプリケーションソフト名： 
使用フォント名： 


_製造番号：_ 
あり （ 


購入日： 


年 


月 



□ USB 

□ IPX/SPX 


□ RS 232 C 

□ Ethertalk 


□ ネットワーク 
□ NetBEUI 


パージョン： 


バージョン： 


エラー表示（正確に） 

コンピュータの画面に表示される内容 ：_ 
プリンタの操作パネルに表示される内容：_ 

その他 

他のアプリケーションからの印刷： □ 正常 
他のコンピュータからの印刷 ： □ 正常 


□ 印刷できない 
□ 印刷できない 


12 3 4 5 
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•消耗品を購入したい 

プリンタをお買い上げいただいた販売店よりご購入ください。 


•プリンタを廃棄したい 

お買い上げいただいたプリンタの廃棄の際、事業所でお使いの場合は、産業廃棄物処理業者に委託して 
ください。一般家庭でお使いの場合は、お客様がお住まいの地方自治体の条例に従って廃棄してください。 
なお、詳しくは各自治体にお問い合わせください。 
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•使用済み消耗品の回収について 

沖データでは環境保全と再資源化を目的として、使用済みの MICROLINE プリンタの消耗品 
とメンテナンスユニットの無料回収を行っています。 

下の用紙をコピーし、必要事項を記入して FAX 、 もしくは、弊社のホームぺージ ( http :// 
www . okidata . co . jp ) よりご連絡いただければ、お客様のところまで指定の宅配業者が回収 
にお d かがいいたします。 


(ぉ願ぃ） 

• 包装箱やビニール袋は捨てずに保管し、ご使用済みの消耗品およびメンテナンスユニット 
の回収時に利用してください。 

•カートリッジ1本でも回収にうかがいますが、地球環境への負荷をできるだけ低減させるた 
めまとめ回収にご協力ください。 

•できましたら、回収品の数が多い場合、不要になったダンポール箱などにまとめて頂くよ 
うお願いいたします。 

皆様のご協力をお願いします。 


FAX 01 20-1 07995 

沖データ回収センタ宛 


受付 No . : 

* 弊社にて記入いたしますので，お客様の 
記入は不要です。 


西暦 年月日 


お客様名（会社名) 
ご担当者名 
ご住所 
お電話番号 


【お断り：受付時間以降に FAX された場合、回収日がずれる場合があります。】 


回収依頼品 

イメージドラムカートリッジ ：_ m _ 

トナーカートリッジ ：_ 個 

定着器オイル□—ラ ：_ m _ 

廃棄トナーボックス ：_ 

転写ペルトユニット ： 個 

定着器ユニット ：_ m _ 

インクリボンカートリッジ ： 個 

その他マイク□ライン消耗品 ：_ 個 ' 

【*不要となったダンボール箱などにまとめて入れてください。】 

まとめた箱の荷姿で合計： 個口 


ご不明な点は下記へご連絡ください。 

沖 データ 回収 センタ 

TEL 024-594-2185 又は、フリーダイヤル0120 -640991 
受付時間：月〜金曜日（祝日、弊社休日を除く） 

9 : 00〜12 : 00、13 : 00〜17 : 00 
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(MEMO) 
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咼速印字の設定 . 

高複写印字の設定 ....... 

ご使用時の注意 . 

故障や異常のときは... 
固定具の取り除きかた 
コマンド機能の設定... 
こんなときには . 
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印字碰範 H. 237 

印字規格 . 267 

再魏 . 266 

宅 S 己イ云票 . 266 

賴 . 249 

はがき . 258 

封筒 . 261 

ラベル紙 . 263 

連続紙 . 239 

印字間隔 . 227 

印刳士様 . 226 

印雜度 . 228 

インタフェースケープルの接続 . 36, 37 

インクリボンの交換 . 202 

EP 字モードの設定 . 136 
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カツトシートフイーダ . 176 

取り付けかた . 177 

用紙のセツト方法 . 184 

単票手差しモードとの切り替え . 190 

連続紙モードとの切り替え . 191 
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1行最大印字数について . 228 

1文字目印字位置の設定のしかた . 163 

1文字目印字位置のリセットのしかた . 166 
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